
 

愛媛県立衛生環境研究所年報 

第 15    号 

平成平成平成平成 22224444 年度（年度（年度（年度（2020202011112222））））    

 

 

Annual Report 

of 

Ehime Prefectural Institute of Public Health and Environmental Science 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立衛生環境研究所  

ISSN 1345‐5966 



 



は じ め に 

 

 

 愛媛県立衛生環境研究所年報第 15 号（平成 24 年度調査研究等業務成績）の発刊をご報告申

し上げます。 

平成 9 年厚生省通知の「地方衛生研究所設置要綱」によると，当研究所の主な業務は，調査研

究、試験検査、研修指導、及び公衆衛生情報等の収集・解析・提供を行うことです。さらに、平成 24

年 7 月には地域保健法が改正され，「地方衛生研究所を設置する地方公共団体は，（中略）サーベ

イランス機能の強化や迅速な検査体制の確立と検査精度の向上が求められていることを踏まえ，地

域における科学的かつ技術的に中核となる機関として地方衛生研究所の機能の一層の充実強化を

図ること」と明記されました。これまで以上に，関係部局と緊密に連携して，県民の皆様の期待に応

えられるようにしなければならないと考えております。 

平成 24 年から 25 年におけて，公衆衛生・環境分野の主な事項を概観しますと，国内では風疹の

大流行があり，過去の風疹ワクチン接種率との関連が指摘されております。また，西日本で，重症熱

性血小板減少症候群(SFTS)というマダニ媒介性感染症が確認され，愛媛県でも現時点で 9 名（うち

4 名死亡）の患者が確認され全国最多となっています。海外では，鳥インフルエンザ A(H7N9)のヒト

への感染が中国で発生し，中東呼吸器症候群(MERS)が中東を中心に流行し，これらは日本にも侵

入する可能性があります。以上の 3 種の新型ウイルスについては，厚生労働省及び国立感染症研

究所の協力により，全国の地方衛生研究所で検査体制が速やかに整えられました。 

食品についても，残留農薬や放射性物質等の検査を実施して安全性を確認し、飲料水や医薬品

等の試験検査も実施しています。 

環境分野では，健康リスクと関連する大気汚染物質として PM2.5 の問題がクローズアップされまし

た。特に，大陸からの移流はグローバルな環境問題として大きな社会的関心を呼んでいます。愛媛

県でも，各地域における PM2.5 濃度についてデータを収集・解析し，基準値を超える場合には注意

喚起を行っています。 

これらの問題に取り組むため，公衆衛生を担当する衛生研究課，及び環境保全を担当する環境

研究課が、それぞれの専門分野の業務・研究を実施しています。加えて，平成 24 年度に新設され

た生物多様性センターは、生物多様性えひめ戦略に基づく調査研究等に取り組み，臓器移植支援

センターは、移植コーディネーターを配置して移植医療の推進を図り、感染症情報センターは、関

係医療機関等のご協力により感染症発症動向調査を実施しております。 

私ども衛生環境研究所の業務の遂行にあたり，関連行政機関，保健所，医療機関，学術研究機

関をはじめ，関係の皆様には，多大なるご指導ご協力をいただきました。改めて御礼申し上げます。

当研究所は，地域の科学的・技術的中核機関として，県民の皆様の安全・安心を守るため，所員一

同研鑽に励み，業務とともに関連する基礎・応用研究を実施してまいりますので，なお一層のご指

導ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成 26年 1月吉日 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

所 長  四 宮 博 人 
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Masayuki FUKUDA, Shiori MIYAMOTO, Noriko KAGAWA, Kimi YOSHIDA, 

Toshihiro OHKURA, Hiroto SHINOMIYA 
 

 
Fishy odours through the production of unsaturated fatty acid derivatives in Uroglena americana lead 
to problems for drinking water. Two such products, unsaturated aldehydes 2,4-heptadienal and 2,4-
decadienal, are known to cause fishy odours. In the present study, we have developed and tested a 
rapid and simple method for the determination of the two substances in water using trap-headspace 
gas chromatography/mass spectrometry (Trap-HS/GC/MS). Gas composition that was generated by 
heating samples in HS and collected in a trap tube was measured. The calibration curves for 2,4-
heptadienal and 2,4-decadienal were linear within a range of concentrations tested (20~100 ng/L); 
sample detection limits of both substances were 20 ng/L. Spike-and-recovery analyses revealed that 
the recovery rates of the substances from dam-water and tap-water samples were more than 80%, 
and that the coefficients of variations were all less than 10%. These results suggested that the method 
described in this study is useful for the brief and quick measurement of these substances causing fishy 
odours. 

 
 

Fishy odour, Trap-headspace gas chromatography, 2,4-Heptadienal, 2,4-Decadienal 
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2  
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3  
Trap-HS/GC/MS 
Trap-HS 12301HSA GC 7890A

Agilent MS JMS-Q1000GC
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5 μl
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90  

15 min 
130  

5 220  
GC  
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He 3 ml/min  
MS  
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50 ng/L n
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HD 81.2% DD
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バクテリアリーチングによるし尿汚泥等の焼却灰からのリン溶出について 

 

 

中村洋祐 大塚将成 治多伸介＊1 大森大輔＊2 寺坂晃子＊2 門屋尚紀＊2 

 

A Study on Phosphorous Elution from Incineration Ash of Night Soil Sludge by Bacterial Leaching 

 

Yousuke NAKAMURA, Masanari OTSUKA, Shinsuke HARUTA, Daisuke OMORI,  

Akiko TERASAKA, Naoki KADOYA  

 

It is concerned that the world’s supply of phosphorus rock will be exhausted in the near future. 

Nevertheless, incineration ash of sludge such as sewage sludge and night soil sludge containing    

high levels of phosphate has been discarded. In the present study, we have developed and tested a 

novel method by which phosphate was eluted by bacterial leaching from incineration ash of night soil 

sludge and septic tank sludge in Ehime Prefecture. It was found that these incineration ash contained 

phosphate as much as phosphorous orea did (average：10.3wt% ,max:13.7wt% ). However, phosphate 

contained in incineration ash has been discarded without being effectively utilized. By the bacterial 

leaching with sulfur-oxidizing bacteria(NBRC13701 strain), we found that eluted phosphate reached a 

maximum amount of 5700 mg-P/L. Furthermore, we have brought about a reduction in costs by 

employing the culture media dissolved in wastewater from night soil treatment plants, desulfurization 

sulfur from oil refineries, and sulfur-oxidizing bacteria derived from sewage plants, which seems to 

enhance practicability of this method. 

 

Keywords ： night soil sludge, sulfur-oxidizing bacteria, phosphorus elution, desulfurization sulfur 

 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに    

我が国は，リン資源を全て輸入に依存しており，世界的

なリン資源の不足により将来，価格が高騰することが予想

され，農業等への影響が懸念されている． こうした中，

下水汚泥やし尿汚泥，浄化槽汚泥等の焼却灰は，リンを

多量に含んだまま廃棄されている 1)． 

本研究所では，県内で排出されるし尿や浄化槽汚泥の

焼却灰（以下「し尿汚泥等焼却灰」）から，バクテリアの活

性を利用して金属等を溶出させる方法であるバクテリアリ

ーチング（以下「BL」）によりリンを溶出させる技術と吸着

材によりリンを分離回収する技術を用いて，肥料等として

利用価値の高いリン酸カルシウムとして回収することを目

的として研究を行っている． 

本研究では，硫黄酸化細菌を用いた BL によるし尿汚

泥等焼却灰からのリン溶出について検討を行った．リン回

収技術は，し尿や下水等の処理工程において種々の回

収技術が研究されているが 2～4），焼却により処理物に含

まれるリン化合物が全て濃縮され，溶出されやすいオルト

リン酸に変換されることから焼却灰を対象とした．また，焼

却灰からのリンの溶出法にはアルカリ剤による灰アルカリ

抽出法がすでに実用化されているが，同溶出法に比較し

て溶出率が高いとされている 2,4,5）ことから，酸を用いた溶

出法である灰酸抽出法 6)の一種である BL 法を用いた溶

出法について検討した．BL 法は，無機酸に比較して穏

やかに反応が進み使用薬剤の保管取り扱いが容易であ

る等の特徴があることから,新たなリン溶出法として検討を

行った．その結果，実用性，経済性の点について有効利

用の可能性が確認されたので報告する． 

  
実験方法実験方法実験方法実験方法    

1 し尿汚泥等焼却灰中の主要成分の分析法 

愛媛県立衛生環境研究所 松山市三番町8丁目234番地 

＊1 独立行政法人愛媛大学農学部  

＊2 株式会社ダイキアクシス  
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 1）調査対象試料 

県内の全19し尿処理施設中焼却灰を排出する14施

設を対象とした．試料採取は，夏季（平成24年8月），

秋季（10～11月）及び冬季（25年1～2月）の3回実施し

た． 

2）分析方法 

蛍光Ｘ線分析（FP 法） 

蛍光Ｘ線分析装置：フィリップス社製 PW2400 

2  BL による最適溶出条件の検索方法 

   各処理施設の試料のうち夏季に採取した試料を用

いて試料添加量を変えながら数回の BL を実施し，可

能な限り高濃度となる溶出条件を求め，それを最適条

件とした．つまり，経済性の観点から，一定量の培地か

ら可能な限り多量のリンが溶出できれば一定量のリンを

溶出させるための経費は最も安くなることから，リン溶

出濃度が最も高くなる条件を最適溶出条件とした． 

1）使用試料  14 施設の夏季採取試料 

2）使用菌株  

Acidithiobacillus thiooxidans NBRC13701 

3）使用培地 

 既報 7）において報告した培地（St*10 培地）を用いた． 

 1 リットルの超純水に，(NH4)2SO4 0.2 g，MgSO4・

7H2O 0.5 g， KH2PO4 0.3 g， CaCl2･2H2O 0.3 g，

FeSO4･7H2O 0.01 g，ブロムフェノールブルー10 mg

を溶解滅菌後，滅菌イオウ 10g と合わせて使用． 

4）BL の方法 

  ①500 mL 三角フラスコに 2 ｇイオウを添加しオートク

レーブ滅菌 

  ②1～2 ml 植菌，培地を加えて 200 ml とし前培養開

始（振とう培養：30℃，120 rpm） 

  ③約 10 日間経過後，増殖を確認（pH，菌体数で確

認）した後，所定量の試料を添加し BL 開始 

  ④試料添加 1，5，10，15 日経過後それぞれ分析用

試料を 15 ml 分取し，分析試料とした． 

5）分析方法 

分取した試料を遠心分離（10000 rpm，5 分）後，

0.8 µm シリンジフィルターでろ過し，pH，リン酸イオ

ン等を分析した． 

   pH：㈱東興化学研究所 TPX-999i 

   リン酸イオン：日本ダイオネクス社製イオンクロマト 

3 実用的 BL 法の検討 

   BL 実施に当たり，実用性や経済性の観点から培地

調製法，培地に使用する硫黄，使用菌株の違いによる

効果について，硫黄酸化細菌の増殖状況から検討を

行った． 

   なお，検討対象試料は，溶出濃度の最も高かった試

料Ｌと併せて今後の有効利用を考慮して焼却灰発生量

の最も多い試料Ｅとを対象とした．また ，今回使用した

脱硫硫黄は石油を精製する過程で副生するもので，原

油中にはパーセントオーダーで含まれているものであ

る． 

1)使用硫黄 

市販の硫黄（和光純薬製）， 

脱硫硫黄（県内製油所から入手） 

  2)使用菌株 

Acidithiobacillus thiooxidans  NBRC13701， 

集積株 

  3)培地調製に使用する水 

超純水（MQ 水），水道水，し尿処理施設（Ｅ処理施

設）からの処理水 

  4)増殖状況の確認 

①500 ml 三角フラスコに 2 g イオウを添加し滅菌 

②植菌後，培地を加えて 200 ml とし前培養開始 

（振とう培養：30℃，120 rpm） 

③振とう培養開始以降 1 日 1 回増殖を確認 

測定項目：pH，硫酸イオン，リン酸イオン 

測定方法：2 の 4）と同様の方法で行った． 

   5)集積株 

    下水処理場から採取した試料をＳｔ*10 培地及び 

NBRC13701 の培地として提示されている 224 培 

地 8)で,pH が 0.5 程度まで下がったのを確認しなが 

ら継代培養を繰り返して集積を行った． 

4 化学溶出試験 

    BL 法との比較検討を行うために，無機酸（硫酸）を

用いた pH 調整のみによるリン溶出濃度を測定した． 

   実験操作： 

①3.6 Ｎ硫酸を BL 最終到達 pH までビュレットで

計量しながら添加 

②所定の pH に到達するまで30℃，120 rpm で振

とう 

③最終的に消費した硫酸量を確認 

 なお，pH 調整に当たっては，振とう培養により得ら

れた最適溶出条件において到達した pH 値まで

徐々に下げるようにした． 

   
結果及び考察結果及び考察結果及び考察結果及び考察    

1 し尿汚泥等焼却灰に係るアンケート調査について 

   聞き取り等により調査した結果を表 1 に示す． 

平成 23 年度の県内のし尿汚泥等焼却灰発生量は，

年度中に焼却処理を中止した処理施設を除くと合計

662 ｔであった．そのうち有効利用されることなく埋め

立て処分された焼却灰が 539 t（約 80%）であった．有

効利用も溶融処理の後スラグとして建設資材等に利用

するもので，含有成分を考慮した利用ではなかった． 

し尿処理方法は，14 施設のうち標準脱窒素処理が

8 施設で，膜分離高負荷脱窒素処理 6 施設であった． 
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表表表表2  2  2  2  し尿汚泥焼却灰主要成分（平成し尿汚泥焼却灰主要成分（平成し尿汚泥焼却灰主要成分（平成し尿汚泥焼却灰主要成分（平成24242424年度年度年度年度3333回採取試料）回採取試料）回採取試料）回採取試料）    

A 高負膜分 無 塩化第二鉄 34 回転アーム式 溶融

B 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 無 17 多段式焼却炉 溶融

C 高負膜分 硫酸バンド 硫酸バンド 22 回転アーム式 溶融

D 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 高分子凝集剤 119 流動床式 海面埋立

E 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 高分子凝集剤 136 ロータリーキルン 埋立

F 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 高分子凝集剤 50 回転アーム式 溶融

G 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 高分子凝集剤 10 回転アーム式 埋立

H 高負膜分
塩化第二鉄

高分子凝集剤 高分子凝集剤 19 ストーカー式 埋立

I 高負膜分 硫酸第二鉄 高分子凝集剤 51 流動床式 埋立

J 高負膜分 硫酸バンド 高分子凝集剤 13 回転アーム式 埋立

K 標脱
硫酸第二鉄

高分子凝集剤 高分子凝集剤 69 流動床式 埋立

L 標脱 硫酸バンド 高分子凝集剤 24 回転アーム式 埋立

M 標脱
硫酸バンド

高分子凝集剤 高分子凝集剤 50
ストーカー式
バッチ焼却炉 埋立

N 高負膜分 硫酸第二鉄 高分子凝集剤 48 回転アーム式 埋立

表1  平成23年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等表1  平成23年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等表1  平成23年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等表1  平成23年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等

焼却灰の処理

※高負膜分：膜分離型高負荷脱窒素処理方式、標脱：標準脱窒素処理方式

し尿処理施設 し尿処理方法※ し尿処理凝集剤 汚泥処理凝集剤
焼却灰発生量

（t/年）
焼却方式

表表表表1  1  1  1  平成平成平成平成23232323年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等年度県下のし尿処理施設における焼却灰発生量等    

し尿処理施設 Na Mg Al Ｓｉ Ｐ Ｓ Ｃｌ Ｋ Ｃａ Ｆｅ Zn Ba
A1 24年  8月 1.8 1.3 4.5 5.8 7.4 0.2 0.03 1.0 4.1 33.3 0.3 0.8
A2 24年  11月 1.4 0.9 4.0 5.0 7.4 0.3 0.02 1.0 2.2 38.1 0.2 0.7
A3 25年  1月 3.2 0.7 3.3 3.8 5.4 0.2 0.03 1.1 2.2 42.5 0.2 0.5
B1 24年  8月 0.7 1.2 28.5 6.8 8.1 0.4 0.02 0.5 3.6 1.3 0.3 0.4
B2 24年  11月 0.6 1.2 29.5 6.2 7.7 0.5 0.02 0.5 3.4 1.4 0.3 0.7
B3 25年  1月 0.9 1.5 28.6 6.1 7.7 0.6 0.05 0.6 4.1 1.3 0.3 0.4
C1 24年  8月 1.8 1.6 23.2 6.6 10.6 0.4 0.02 1.4 5.0 0.9 0.4 0.5
C2 24年  11月 1.8 1.4 24.5 6.1 10.2 0.7 0.04 1.3 4.6 0.9 0.3 0.4
C3 25年  1月 1.9 1.4 23.8 6.2 10.6 0.5 0.07 1.6 4.5 0.8 0.3 0.3
D1 24年  8月 1.4 1.4 26.2 6.1 9.7 0.2 0.01 0.6 4.8 1.0 0.3 0.5
D2 24年  11月 1.2 1.2 28.0 6.2 8.9 0.3 0.01 0.6 3.9 1.0 0.3 0.4
D3 25年  1月 1.4 1.2 28.5 5.6 9.2 0.2 0.01 0.8 3.7 0.8 0.3 0.5
E1 24年  8月 1.6 2.6 12.1 8.8 12.1 1.2 1.72 1.5 6.8 1.6 2.7 1.1
E2 24年  11月 1.6 2.6 12.6 8.6 12.1 1.4 0.47 1.6 6.8 1.9 2.3 1.1
E3 25年  1月 1.7 2.5 12.5 8.4 12.4 1.2 0.31 1.7 6.3 2.1 2.8 1.5
F1 24年  8月 0.6 2.3 16.2 9.0 11.2 1.0 0.09 1.1 7.0 2.3 0.5 0.9
F2 24年  11月 0.5 1.9 17.2 8.8 11.0 0.5 0.11 0.8 7.4 2.3 0.5 1.7
F3 25年  1月 0.8 2.0 16.2 8.7 11.4 1.0 0.09 1.3 7.0 2.2 0.6 1.5
G1 24年  8月 7.2 3.7 8.0 4.5 9.2 0.5 0.79 1.4 5.6 3.5 1.1 0.5
G2 24年  11月 10.2 4.6 11.7 5.2 10.8 0.5 1.08 1.9 6.0 3.5 0.5 1.0
G3 25年  1月 10.0 3.9 9.5 4.7 11.0 0.4 2.35 2.4 5.7 7.1 0.3 1.0
H1 24年  8月 2.2 2.2 4.2 6.2 12.9 1.0 1.22 2.2 7.4 16.5 0.4 0.7
H2 24年  11月 2.0 2.2 4.6 6.1 12.3 1.2 0.32 1.9 6.0 19.3 0.4 1.2
H3 25年  1月 2.5 1.9 2.9 5.3 9.9 1.5 1.72 2.3 6.0 9.9 0.4 0.9
I1 24年  8月 2.3 2.4 5.2 7.4 9.4 1.1 0.11 1.4 7.1 19.6 0.4 1.3
I2 24年  11月 2.3 3.3 5.4 10.7 8.8 1.8 0.23 1.4 8.5 10.8 0.4 2.4
I3 25年  1月 2.8 2.8 4.5 8.5 8.7 1.8 0.32 1.4 8.1 16.0 0.4 2.2
J1 24年  8月 3.1 2.1 20.0 6.4 10.5 0.9 1.39 1.5 5.2 1.9 0.3 0.5
J2 24年  11月 2.4 2.3 18.2 6.4 11.7 0.6 0.04 1.7 6.4 2.0 0.3 1.3
J3 25年  1月 2.7 2.5 14.7 7.8 12.7 0.5 0.04 2.2 6.8 1.8 0.3 1.2
K1 24年  8月 1.2 2.5 5.3 8.9 10.5 0.4 0.02 1.1 7.2 17.8 0.4 1.2
K2 24年  11月 1.1 2.3 5.4 8.2 9.9 0.3 0.01 1.1 6.9 20.2 0.4 1.6
K3 25年  1月 1.0 2.4 4.8 7.5 10.3 0.6 0.02 1.3 6.1 22.0 0.4 1.1
L1 24年  8月 0.9 2.4 16.7 6.7 13.7 0.2 0.02 0.9 8.0 1.8 0.3 1.0
L2 24年  11月 0.7 2.3 16.0 8.0 12.5 0.2 0.03 0.9 8.1 2.3 0.4 1.4
L3 25年  1月 0.8 2.2 17.2 7.1 13.0 0.1 0.01 1.0 7.5 2.0 0.3 1.3
M1 24年  8月 0.8 1.8 19.8 7.3 12.0 0.8 0.08 1.0 5.7 1.8 0.2 0.6
M2 24年  11月 0.8 1.7 19.8 7.5 11.3 1.0 0.13 1.0 5.8 1.9 0.3 0.8
M3 25年  1月 2.1 1.7 18.9 5.7 12.4 1.3 0.35 1.6 5.6 2.0 0.2 0.7
N1 24年  8月 2.4 2.9 3.0 4.8 10.9 0.6 0.06 1.8 6.2 25.3 0.3 1.0
N2 24年  11月 3.1 2.5 2.7 5.4 9.7 1.0 0.06 1.9 6.1 25.9 0.2 1.1
N3 25年  1月 2.4 2.0 2.3 4.7 7.4 1.1 0.09 1.5 4.0 21.8 0.2 0.6

42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42
2.2 2.1 13.8 6.8 10.3 0.7 0.32 1.3 5.8 9.3 0.5 1.0
2.1 0.8 8.9 1.5 1.9 0.5 0.56 0.5 1.6 11.4 0.6 0.5
0.5 0.7 2.3 3.8 5.4 0.1 0.01 0.5 2.2 0.8 0.2 0.3

10.2 4.6 29.5 10.7 13.7 1.8 2.35 2.4 8.5 42.5 2.8 2.4

ｎ
平均値

標準偏差
最小値
最大値

試料採取時期

K

L

M

N

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

36



 

 

使用する凝集材（高分子凝集材を除く）はアルミ系の

凝集材が 14 施設中 9 施設で鉄系の凝集材が 5 施設

であった． 

焼却方式は，回転アーム式が 14 施設中 7 施設で

次いで流動床式が 3 施設となっていた． 

2 し尿汚泥等焼却灰中のリン等の含有量について 

14 処理施設の分析結果を表 2 に示す．最大値が

1.0wt%以上であった成分 12 項目の結果を示した． 

最もリン含有量の高いのは，Ｌの 13.7wt-P%で，3

季 14 施設で平均 10.3 wt-P%であった． 

特徴として，アルミ系の凝集材を使用している処理

施設（B，C，D，E，F，G，J，L，M）は，Al の含有率が

高く，鉄系の場合（A，H，I，K，N）は Fe の含有率が

高くなっていた．全体的に P 等の含有成分に大きな季

節変動は認められなかった．L についても P が 12～

13%と安定していた． 

これらの結果を全国の下水処理場について調査し

た結果 9) ，県内の下水汚泥焼却灰 7)及びリン鉱石 9,10)

と比較すると表 3 のとおりとなった． 

本県のし尿汚泥等焼却灰中の P は，全国の下水汚

泥焼却灰に比較して幾分高めで，凝集材由来と考えら

れる Al や Fe の含有率も高かった．Ca は，下水処理

汚泥焼却灰が高くなっているが，これは排ガス処理に

多量に使用される消石灰等に由来するものと考えられ

る． 

県内のし尿汚泥等焼却灰は，リン鉱石と比較するとリ

ン含有量が幾分低く Al や Fe の含有量が高いが，今

後品位の高いリン鉱石確保が難しくなること等将来のリ

ン資源確保を考えた時，十分な資源になり得るものと

考えられる． 

 

 

3 BL による最適溶出条件の検索結果 

 1） 最大溶出濃度   

県内 14 施設から採取した焼却灰について溶出濃

度が最大となった条件を表４に示す． 

試料添加量を変えて合計 6 回の BL を行った． 

その結果，溶出濃度の最も高かったのは，試料 L

（5700 mg-P/L），次いで試料Ｋ（5400 mg-P/L），試料

M（4700 mg-P/L）の順であった．試料 E は 3300 mg-

P/L であった． 

 2） リン溶出状況 

   試料 L と E について，試料添加量を変えて BL を

行った結果を図 1 に示す． 

   試料Ｌでは，BL 開始後約 10 日で溶出が完了し，

試料Ｅでは 1 日後にほぼ溶出が完了している状況で

あった． 

 

4 実用的 BL について 

  以後，実用的 BL を検討するに当たり，14 施設中最

もリン溶出濃度の高かった試料 L と焼却灰排出量が最

も多く安定的な確保が可能な試料 E を中心に検討を

行った． 
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表表表表3  3  3  3  下水汚泥焼却灰等との比較下水汚泥焼却灰等との比較下水汚泥焼却灰等との比較下水汚泥焼却灰等との比較    

ＢＬ1日後 ＢＬ15日後

A 12.0 1.97 1.70 3700 42

B 2.0 2.07 1.21 1100 68

C 4.0 2.20 1.19 3300 79

D 2.0 2.37 1.23 1500 77

E 4.0 2.61 1.33 3300 67

F 2.0 1.52 0.84 1400 60

G 4.0 2.27 1.39 3000 80

H 4.0 1.68 0.94 1800 35

I 6.0 2.04 0.81 1500 27

J 4.0 2.64 2.33 2100 50

K 8.0 2.31 1.74 5400 64

L 6.0 2.41 1.91 5700 69

M 6.0 2.56 1.93 4700 64

N 10.0 1.98 1.92 3000 27

MT　　※ 4.0 1.80 1.22 3900 83

試料名
試料添加量
（wt/vol％）

pH リン溶出濃度
(mg/L)

リン溶出率
(%)

表表表表4444        BLBLBLBLによるリン溶出濃度・溶出率によるリン溶出濃度・溶出率によるリン溶出濃度・溶出率によるリン溶出濃度・溶出率    

図図図図1  1  1  1  試料添加量による試料添加量による試料添加量による試料添加量によるBLBLBLBLのリン溶出濃度変化（試料のリン溶出濃度変化（試料のリン溶出濃度変化（試料のリン溶出濃度変化（試料L,EL,EL,EL,E））））    

成分元素 Ｐ Ｓｉ Ａｌ Ｃａ Ｆｅ Ｍｇ Ｋ 合計

し尿汚泥等焼却灰 ※1 10.3 6.8 13.8 5.8 9.3 2.1 1.3 49.4

下水汚泥焼却灰 ※2 8.2 14.9 8.5 11.9 4.3 2.3 1.5 51.6

県内下水処理場焼却灰 ※3 12.0 10.0 8.9 11.0 5.6 3.5 1.1 52.1

リン鉱石 ※2 14.3 1.5 0.1 39.8 0.1 0.2 0.1 56.1

 ※1：県内14施設の平均値（3季分）、※2：岩井ら（廃棄物資源循環学会誌3））、※3：平成22年度当研究所調査結果

（単位：ｗｔ％）
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 1）培地成分（硫黄）と使用菌株の増殖状況の比較検討 

市販されている硫黄と脱硫硫黄の違い，分譲株と集

積株の違いによる増殖状況を図 2 に示す． 

pH，硫酸イオン濃度とも市販硫黄で NBRC13701

株が幾分良い増殖を示しているが，いずれの条件にお

いてもほぼ同じ増殖状況と考えられた．つまり，pH も硫

酸イオン濃度もいずれの条件においても対数増殖期

における増殖速度及び最終到達値に多少の差は見ら

れるが，いずれもほぼ同じ増殖状況と考えられる． 

硫黄については，市販硫黄より安価な脱硫硫黄の使

用，菌株については集積株でも使用の可能性が認め

られた． 

なお，集積株についてはクローンライブラリー解析の

結果純粋株に近い Acidithiobacillus thiooxidans で

あることが分かった． 

 
 2）培地に使用する水と使用菌株の BL の比較検討 

試料 L と E について，2 種類の菌株，培地調製に

使用する 3 種類の水（超純水，水道水，E し尿処理施

設処理水）で BL を行った結果を図 3 に示す．ただし，

培地成分の硫黄は市販のものに統一した． 

経時変化に多少の差異はあるものの，培地調製用

の水の違い，使用菌株の違いによる溶出リン濃度の違

いはないと考えられる． 

以上のとおり，脱硫硫黄や集積株の使用，し尿処理

施設排水の利用の可能性が確認されたことは，今後

実用性，経済性を考える上で有益な知見と考えている． 

5 化学溶出試験結果 

試料 L，E について行った化学溶出の結果を表 5

に示す． 

試料 L は，BL による溶出濃度が 5700 mg-P/L で

あったのに対し，6000 mg-P/L と幾分 BL の方が低い

状況であった．試料 E では，BL による溶出濃度が

3300 mg-P/L であるのに対し 2800 mg-P/L と BL の

方が幾分高い状況であった． 

 

6 BL によるリン溶出に係る使用薬剤経費について 

経済性を検討する上で使用薬剤経費が大きい 11,12）

ことから試料 L と E について，最適条件によるリン溶

出に係る薬剤経費を化学溶出に係る薬材経費と対比し

て表 6 に示す． 
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図図図図2  2  2  2  培地成分（硫黄）と使用菌株の検討結果培地成分（硫黄）と使用菌株の検討結果培地成分（硫黄）と使用菌株の検討結果培地成分（硫黄）と使用菌株の検討結果    

図図図図3333        培地に使用する水と使用菌株の検討結果培地に使用する水と使用菌株の検討結果培地に使用する水と使用菌株の検討結果培地に使用する水と使用菌株の検討結果    

表表表表5555        化学溶出実験結果化学溶出実験結果化学溶出実験結果化学溶出実験結果    

P濃度
(mg-P/L)

P溶出率
（％）

最終pH
P濃度

(mg-P/L)
P溶出率

（％）
最終pH

試料L
6.0%

5990 73 1.98 5700 69 1.99

試料E
4.0%

2800 58 1.37 3300 67 1.27

注：試料K，Lの添加量6.0％における100％P溶出濃度：8190mg-P/L
試料Eの添加量4.0％における100％P溶出濃度：4850mg-P/L

化学溶出実験 最適BL結果
試料

試料添加％

表表表表6666    し尿し尿し尿し尿汚泥等焼却灰からＢＬにより汚泥等焼却灰からＢＬにより汚泥等焼却灰からＢＬにより汚泥等焼却灰からＢＬにより    

純リン１ｋｇを溶出させるために必要な薬剤経費純リン１ｋｇを溶出させるために必要な薬剤経費純リン１ｋｇを溶出させるために必要な薬剤経費純リン１ｋｇを溶出させるために必要な薬剤経費        

（単位：円/ｋｇ-Ｐ）

化学溶出

最小 最大 最小 最大 （硫酸）

Ｌ 126 215 55 73 73

Ｅ 219 374 96 128 153

平均 173 295 76 101 ー

注：一般的な工業用硫酸の単価　15円/kg

試料
市販硫黄 脱硫硫黄

最大 最小 最大 最小

10 1,000 500 200 100
0.2 12 12 12 12
0.5 33 30 33 30
0.3 150 150 150 150
0.3 18 18 18 18
0.01 2 2 2 2

1,215 712 415 312

薬剤
使用量
（ｋｇ）

市販硫黄使用 脱硫硫黄使用

　イオウ
硫酸アンモニウム

硫酸マグネシウム

リン酸２水素カリ

塩化カルシウム

硫酸第一鉄

単価（円/ｍ3）

表表表表7777    培地１ｍ培地１ｍ培地１ｍ培地１ｍ3333の製造単価（Ｓｔの製造単価（Ｓｔの製造単価（Ｓｔの製造単価（Ｓｔ*10*10*10*10培地培地培地培地    ））））    
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溶出濃度の最も高かった試料 L では，リン 1 kg 当 

たり 55～73 円となり化学溶出より安価となった．これは，

2010 年版肥料要覧 13）記載の価格等から試算した輸入リ

ン鉱石に含まれるリン 1 kg の単価 550 円に比較しても

安価となった．今後，リン鉱石の高騰等により確保が難し

くなることを考えると，し尿汚泥等焼却灰は貴重なリン資

源であり回収有効利用の研究はさらに重要になると考え

られる． 

 

まとめまとめまとめまとめ    

 し尿汚泥等焼却灰中のリン等の含有量を調査し，

それら焼却灰から硫黄酸化細菌を用いたバクテリア

リーチングにより，リン溶出濃度が最大となる条件の

検索及び実用性，経済性の観点から検討を行った

結果次のことが明らかとなった． 

1 県内で発生するし尿汚泥等焼却灰のほとんどは

有効利用されることなく埋立処分されている．有効

利用も含有成分に配慮したものではなかった． 

2 県内のし尿汚泥等焼却灰のリン含有量は，最大

13.7wt-P%で平均 10.6 wt-P%であった． 

3 硫黄酸化細菌によるバクテリアリーチングにより，

し尿汚泥等焼却灰から最大 5700 mg-P/L のリン

の溶出が確認された． 

4 硫黄酸化細菌によるバクテリアリーチングについ

て実用性，経済性の観点から検討した結果， 

1) し尿処理施設からの排水で培地調製可能である． 

   2) 培地の主要成分である硫黄は，製油所の脱硫工

程から副生する脱硫硫黄の使用が可能である． 

3) 使用菌株は，下水処理場から採取した集積株も

NBRC からの純粋株と同様に使用可能である． 

5 バクテリアリーチングによるリン溶出に係る薬剤経  

 費は，市販硫黄に替えて脱硫硫黄を使用すること

により格段に安価となる． 

今後は，溶出残渣や溶出液について関係法令基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に基づく有害物質の確認等により安全性を確認する

こととしている．さらに，吸着回収工程を含めたリン回収

施設としての検討，評価を行うこととしている． 

なお，今回の報告内容は，平成 24 年度環境研究総

合推進費補助金研究事業として行ったものの一部であ

ることを記して謝意を示す． 
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平成 24 年愛媛県感染症発生動向調査事業 

 

細菌科 ウイルス科 疫学情報科 

 

愛媛県感染症発生動向調査事業要綱（平成 13 年 1 月

1 日施行）に基づき，一類から五類感染症及び新型インフ

ルエンザ等感染症，疑似症の 103 疾患（全数把握対象

77 疾患，定点把握対象 28 疾患）について発生動向調査

を実施している．このうち定点把握対象疾患については，

86 患者定点から患者情報を収集し，20 病原体定点から

病原体情報を収集している． 

当所は「愛媛県基幹地方感染症情報センター」として，

病原体を含めた県内全域のあらゆる感染症に関する情報

の収集・分析を行い，その結果は「愛媛県感染症情報」及

び「愛媛県感染症情報センターホームページ（http:// 

www.pref.ehime.jp/h25115/kanjyo/index.html）」等

により，迅速に還元・公開している． 

 

1 患者発生状況 

(1) 全数把握対象疾患 

感染地域，感染経路については，確定あるいは推定

として届出票に記載されたものを示す． 

・一類感染症 

7 疾患の患者報告はなかった． 

 

・二類感染症 

5疾患のうち1疾患，結核220人の届出があった．病型

は，患者 197 人，無症状病原体保有者 23 人であった．

性別は男性 121 人，女性 99 人で，年齢は 10 歳未満 3

人，10 歳代 5 人，20 歳代 13 人，30 歳代 13 人，40 歳代

8 人，50 歳代 16 人，60 歳代 31 人，70 歳代 44 人，80

歳以上 87 人であった．なお詳細については，「結核登録

者情報システム」のデータを基に，別項に掲載した（(3) 

結核 参照）． 

・三類感染症 

5 疾患のうち 2 疾患，9 人の届出があった． 

細菌性赤痢は 3 事例 3 人（いずれも患者）の届出があ

った（表1）．20歳代女性，40歳代女性，50歳代男性で，

海外（フィリピン，ミャンマー，トルコ）での感染であった． 

腸管出血性大腸菌感染症 6 事例 6 人の届出があった

（表 2）．病型は，患者 4 人，無症状病原体保有者 2 人で

あった．性別は男性 5 人，女性 1 人で，年齢は 20 歳代 1

人，30 歳代 3 人，50 歳代 2 人であった．血清型は O157

が 4 人，O26 が 1 人，O113 が 1 人であった．感染地域は

全て県内で，感染経路は経口感染 2 人，不明 6 人であっ

た．溶血性尿毒症症候群（HUS）発症等，重症例の報告

はなかった． 

・四類感染症 

42 疾患のうち，6 疾患 18 人の届出があった（表 3）． 

 Ｅ型肝炎は 60 歳代男性 1 人の届出があり，感染地域は

事例番号
発生保健所

（患者住所地）
菌型 感染地域 感染経路

1 4月 3日 今治 フレキシネル 国外（フィリピン） 不明

2 8月 9日 西条 フレキシネル 国外（ミャンマー） 経口感染

3 9月 12日 今治 ソンネ 国外（トルコ） 経口感染

表1　細菌性赤痢届出事例

届出月日

事例番号
発生保健所

（患者住所地）
血清型 ベロ毒素 患者・感染者数

1 6月 28日 今治 O157 VT1・VT2 1

2 7月 2日 今治 O26 VT1 1

3 7月 4日 今治 O157 VT1・VT2 1

4 8月 8日 西条 O157 VT1・VT2 1

5 9月 24日 西条 O113 VT2 1

6 12月 14日 中予 O157 VT1・VT2 1

6

表2　腸管出血性大腸菌感染症発生事例

届出月日

合　　計
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県内，感染経路はイノシシ肉による経口感染が推定され

た． 

Ａ型肝炎は 50 歳代男性 1 人の届出があり，感染地域

は国外，感染経路は経口感染であった． 

つつが虫病は2人の届出があり，70歳代男性1人，60

歳代女性 1 人であった．感染地域はいずれも県内で，1

人はツツガムシによる刺し口が確認された． 

日本紅斑熱は 7 人の届出があり，性別は男性 2 人，女

性 5 人で，年齢は 50 歳代 1 人， 60 歳代 4 人，70 歳代

1 人，80 歳代 1 人であった．感染地域は県内 6 人，県外

1 人で，7 人中 5 人にマダニによる刺し口が確認された． 

レジオネラ症は 5 人の届出があり，病型は肺炎型が 4

人，無症状が 1 人であった．性別は男性 1 人，女性 4 人

で，年齢は 40 歳代 1 人，60 歳代 1 人，80 歳代 2 人，90

歳代 1 人であった．感染地域は県内 4 人，県外 1 人で，

感染経路は水系感染が 1 人，不明 4 人であった． 

レプトスピラ症は 2 人の届出があり，性別はいずれも男

性で，年齢は 40 歳代と 60 歳代であった．感染地域は県

内で，感染経路は動物からの感染が推定された． 

・五類感染症 

16 疾患のうち，11 疾患 38 人の届出があった（表 4）． 

アメーバ赤痢は3人の届出があり，病型は全て腸管アメ

ーバ症であった．性別はすべて男性で，年齢は30歳代1

人，40 歳代1 人，50 歳代1人であった．感染地域は全て

国内で，感染経路は性的接触 1 人，不明 2 人であった． 

ウイルス性肝炎（E 型肝炎及び A 型肝炎を除く）は 20

歳男性 1 人の届出があり，病型は B 型であった．感染地

域は県内で，感染経路は不明であった． 

クロイツフェルト・ヤコブ病は 3 人の届出があった．病型

は全て孤発性で，診断の確実度はほぼ確実が 2 人，疑い

例が 1 人であった．性別は男性 1 人，女性 2 人，年齢は

60 歳代 2 人，70 歳代 1 人であった． 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症は 6 人の届出があり，

性別は男性 3 人，女性 3 人，年齢は 40 歳代 1 人，50 歳

代 1 人，60 歳代 1 人，70 歳代 2 人，80 歳代 1 人であっ

た．感染地域は全て県内で，感染経路は創傷感染が 3 人，

その他，不明が 3 人であった． 

後天性免疫不全症候群は 10 人の届出があり，病型は

AIDS 5 人，無症候性キャリア 5 人であった．性別は男性

9 人，女性 1 人で，年齢は 20 歳代 2 人（無症候性キャリ

ア），30 歳代 4 人（AIDS 2 人，無症候性キャリア 2 人），

40 歳代 1 人（AIDS），50 歳代 2 人（AIDS 1 人，無症候

性キャリア 1 人），60 歳代 1 人（AIDS）であった．感染地

域は国内 9 人，国外 1 人で，感染経路は全て性的接触

（同性間 5 人，異性間 4 人，同性間・異性間性的接触 1

人）であった． 

ジアルジア症は 2 人の届出があり，性別は男性，年齢

は 30 歳代と 50 歳代であった．感染地域はいずれも国外

で，感染経路は水系感染と経口感染であった． 

梅毒は 3 人の届出があり，病型は無症候 1 人，早期顕

症 2 人（Ⅰ期 1 人，Ⅱ期 1 人）であった．性別は全て男性

で，年齢は 20 歳代，40 歳代，70 歳代であった．感染地

域は全て国内（県内 1 人）で，感染経路は性的接触が 2

人，不明が 1 人であった． 

破傷風は 3 人の届出があり，性別は男性 1 人，女性 2

人で，年齢は 20 歳代，30 歳代，90 歳代であった．感染

地域は全て県内で，感染経路は創傷感染1人，不明2人

であった． 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症は 3 人の届出があり，

性別は男性 3 人で，年齢は 70 歳代 1 人，80 歳代 2 人で

あった．感染地域は県内で，感染経路は接触感染 1 人，  

 

疾　患　名

E型肝炎 1

A型肝炎 1

つつが虫病 2

日本紅斑熱 7

レジオネラ症 5

レプトスピラ症 2

合　　計 18

届出数

表3　四類感染症事例

 

疾　患　名

アメーバ赤痢 3

ウイルス性肝炎 1

クロイツフェルト・ヤコブ病 3

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 6

後天性免疫不全症候群 10

ジアルジア症 2

梅毒 3

破傷風 3

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 3

風しん 2

麻しん 2

合　　計 38

表4　全数把握五類感染症事例

届出数
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4

3
3

3
2

2
0

2
7

4
2

3
2

3
6

3
0

2
6

2
4

2
3

3
3

3
4

3
2

2
9

2
9

2
1

1
8

2
9

2
3

1
8

2
3

（
定

点
当

た
り

）
0
.9

5
0
.7

3
0
.9

2
0
.8

9
0
.8

6
0
.5

4
0
.7

3
1
.1

4
0
.8

6
0
.9

7
0
.8

1
0
.7

0
0
.6

5
0
.6

2
0
.8

9
0
.9

2
0
.8

6
0
.7

8
0
.7

8
0
.5

7
0
.4

9
0
.7

8
0
.6

2
0
.4

9
0
.6

2

百
日

咳
1

1
2

1
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

3

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
1
0
4

8
7

7
6

4
6

5
0

2
6

3
3

3
0

2
9

3
0

2
7

2
6

2
6

1
3

1
7

1
3

7
1
6

4
5

4
4

7
3

4

（
定

点
当

た
り

）
2
.8

1
2
.3

5
2
.0

5
1
.2

4
1
.3

5
0
.7

0
0
.8

9
0
.8

1
0
.7

8
0
.8

1
0
.7

3
0
.7

0
0
.7

0
0
.3

5
0
.4

6
0
.3

5
0
.1

9
0
.4

3
0
.1

1
0
.1

4
0
.1

1
0
.1

1
0
.1

9
0
.0

8
0
.1

1

流
行

性
耳

下
腺

炎
2
4

2
7

1
3

2
4

1
3

1
3

1
8

1
2

8
1
4

1
1

2
2

9
1
0

1
7

1
4

1
1

1
8

1
5

1
7

1
3

1
7

1
2

1
5

1
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.6

5
0
.7

3
0
.3

5
0
.6

5
0
.3

5
0
.3

5
0
.4

9
0
.3

2
0
.2

2
0
.3

8
0
.3

0
0
.5

9
0
.2

4
0
.2

7
0
.4

6
0
.3

8
0
.3

0
0
.4

9
0
.4

1
0
.4

6
0
.3

5
0
.4

6
0
.3

2
0
.4

1
0
.3

0

4
7
.0

8

1
9
9
5
0

1
0
4
.4

1

3
8
6
3

3
6
7

7
3
.4

3

2
7
1
7

5
3
9
.1

9

1
7
4
2

3
1
.5

7

1
1
6
8

0
.4

9

1
8

3
7
.8

6

1
4
0
1

9
.9

2

9
.9

7

2
0
.8

9

7
7
3

合
計

1
8
8
7
2

3
0
9
.3

8

3
6
9

3
1
.8

4

1
1
7
8
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表
5
　

定
点

把
握

五
類

感
染

症
　

週
別

患
者

報
告

数
（
続

き
）

疾
患

＼
週

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

急
性

出
血

性
結

膜
炎

1
1

1
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

3
0
.1

3
0
.1

3
0
.1

3

流
行

性
角

結
膜

炎
1
3

9
2
0

2
3

2
9

2
3

2
7

3
1

1
4

2
4

1
5

1
2

1
2

1
1

1
5

7
1
4

7
2
4

1
4

2
2

1
7

1
7

1
7

1
1

1
0

9

（
定

点
当

た
り

）
1
.6

3
1
.1

3
2
.5

0
2
.8

8
3
.6

3
2
.8

8
3
.3

8
3
.8

8
1
.7

5
3
.0

0
1
.8

8
1
.5

0
1
.5

0
1
.3

8
1
.8

8
0
.8

8
1
.7

5
0
.8

8
3
.0

0
1
.7

5
2
.7

5
2
.1

3
2
.1

3
2
.1

3
1
.3

8
1
.2

5
1
.1

3

細
菌

性
髄

膜
炎

（
定

点
当

た
り

）

無
菌

性
髄

膜
炎

1
1

2

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7
0
.1

7
0
.3

3

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎
4

6
9

2
1

3
4

4
5

6
7

6
6

5
8

4
2

6
3

3
4

5
4

1
2

5

（
定

点
当

た
り

）
0
.6

7
1
.0

0
1
.5

0
0
.3

3
0
.1

7
0
.5

0
0
.6

7
0
.6

7
0
.8

3
1
.0

0
1
.1

7
1
.0

0
1
.0

0
0
.8

3
1
.3

3
0
.6

7
0
.3

3
1
.0

0
0
.5

0
0
.5

0
0
.6

7
0
.8

3
0
.6

7
0
.1

7
0
.3

3
0
.8

3

ク
ラ

ミ
ジ

ア
肺

炎
（
オ

ウ
ム

病
を

除
く

）
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7

疾
患

＼
週

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

急
性

出
血

性
結

膜
炎

1
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

3
0
.1

3

流
行

性
角

結
膜

炎
1
1

1
0

7
1
0

1
1

4
7

1
2

1
0

5
5

1
2

1
0

9
6

6
8

5
1
7

8
9

1
1

9
7

1
0

（
定

点
当

た
り

）
1
.3

8
1
.2

5
0
.8

8
1
.2

5
1
.3

8
0
.5

0
0
.8

8
1
.5

0
1
.2

5
0
.6

3
0
.6

3
1
.5

0
1
.2

5
1
.1

3
0
.7

5
0
.7

5
1
.0

0
0
.6

3
2
.1

3
1
.0

0
1
.1

3
1
.3

8
1
.1

3
0
.8

8
1
.2

5

細
菌

性
髄

膜
炎

1

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7

無
菌

性
髄

膜
炎

1
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7
0
.1

7

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎
3

2
5

2
3

4
1

5
1

3
4

2
4

5
1
0

7
8

7
4

1
6

5
4

7
2

（
定

点
当

た
り

）
0
.5

0
0
.3

3
0
.8

3
0
.3

3
0
.5

0
0
.6

7
0
.1

7
0
.8

3
0
.1

7
0
.5

0
0
.6

7
0
.3

3
0
.6

7
0
.8

3
1
.6

7
1
.1

7
1
.3

3
1
.1

7
0
.6

7
0
.1

7
1
.0

0
0
.8

3
0
.6

7
1
.1

7
0
.3

3

ク
ラ

ミ
ジ

ア
肺

炎
（
オ

ウ
ム

病
を

除
く

）

（
定

点
当

た
り

）

表
6
 　

定
点

把
握

五
類

感
染

症
　

月
別

患
者

報
告

数

疾
患

＼
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

合
計

性
器

ク
ラ

ミ
ジ

ア
感

染
症

1
0

3
7

7
6

1
1

1
4

7
7

1
2

7
1
2

1
0
3

（
定

点
当

た
り

）
0
.9

1
0
.2

7
0
.6

4
0
.6

4
0
.5

5
1
.0

0
1
.2

7
0
.6

4
0
.6

4
1
.0

9
0
.6

4
1
.0

9
9
.3

6

性
器

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
3

3
1

6
5

1
3

9
1
2

8
7

8
6
6

（
定

点
当

た
り

）
0
.2

7
0
.2

7
0
.0

9
0
.5

5
0
.4

5
0
.0

9
0
.2

7
0
.8

2
1
.0

9
0
.7

3
0
.6

4
0
.7

3
6
.0

0

尖
圭

コ
ン

ジ
ロ

ー
マ

4
1

4
1

3
3

1
4

4
4

2
3
1

（
定

点
当

た
り

）
0
.3

6
0
.0

9
0
.3

6
0
.0

9
0
.2

7
0
.2

7
0
.0

9
0
.3

6
0
.3

6
0
.3

6
0
.1

8
2
.8

2

淋
菌

感
染

症
7

7
4

5
6

4
1
3

8
4

3
2

6
6
9

（
定

点
当

た
り

）
0
.6

4
0
.6

4
0
.3

6
0
.4

5
0
.5

5
0
.3

6
1
.1

8
0
.7

3
0
.3

6
0
.2

7
0
.1

8
0
.5

5
6
.2

7

メ
チ

シ
リ

ン
耐

性
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

感
染

症
2
8

1
8

1
0

5
2
0

1
5

2
0

1
4

7
1
4

9
1
1

1
7
1

（
定

点
当

た
り

）
4
.6

7
3
.0

0
1
.6

7
0
.8

3
3
.3

3
2
.5

0
3
.3

3
2
.3

3
1
.1

7
2
.3

3
1
.5

0
1
.8

3
2
8
.5

0

ペ
ニ

シ
リ

ン
耐

性
肺

炎
球

菌
感

染
症

1
3

1
1

6

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7
0
.5

0
0
.1

7
0
.1

7
1
.0

0

薬
剤

耐
性

ア
シ

ネ
ト
バ

ク
タ

ー
感

染
症

（
定

点
当

た
り

）

薬
剤

耐
性

緑
膿

菌
感

染
症

1
1

3
3

1
1

1
0

（
定

点
当

た
り

）
0
.1

7
0
.1

7
0
.5

0
0
.5

0
0
.1

7
0
.1

7
1
.6

7

6

6
6
6

8
3
.2

5 6

合
計 1

0
.1

7

0
.1

7

1
.0

0

2
2
0

3
6
.6

7 1

0
.7

5
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不明 2 人であった． 

風しんは 2 人の届出があり，10 歳代男性1 人，50 歳代

女性 1 人であった．感染地域は国内（県内 1 人）で，感染

経路は飛沫・飛沫核感染と接触感染であった． 

麻しんは 2 人の届出があり，病型は麻しん（検査診断

例）1 人，修飾麻しん（検査診断例）1 人であった．10 歳代

男性1 人，30 歳代女性1 人で，感染地域は国内2 人で，

感染経路は飛沫・飛沫核感染 1 人，不明 1 人であった． 

新型インフルエンザ等感染症2疾患の患者報告はなか

った． 

 (2) 定点把握対象疾患 

週報対象の 18 疾患について，定点からの週別患者報

告数を表 5 に示した． 

インフルエンザの報告数は18872人（定点当たり309.4

人）で，過去 5 年の平均（以下，例年とする）の 1.2 倍であ

った．1 月中旬に警報レベルを超え，1 月下旬に流行のピ

ークに達した．3 月下旬まで警報レベルが継続し， 5 月

下旬に終息した． 

RS ウイルス感染症の報告数は 1742 人（定点当たり

47.1 人）で例年の 2.2 倍であった．前年 8 月下旬からの

流行が 3 月末まで続いた．8 月下旬から再び増加し，

2003 年の調査開始以降最も大きな流行となった． 

咽頭結膜熱の報告数は 369 人（定点当たり 10.0 人）で

例年の 0.6 倍であった．目立った流行ピークがないまま年

間を通じて低レベルで推移した． 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の報告数は 3863 人（定

点当たり 104.4 人）で例年の 1.4 倍であった．5～7 月の

初夏と 12 月に中予保健所で多発した． 

感染性胃腸炎の報告数は 19950 人（定点当たり 539.2

人）で例年の 0.8 倍であった．前年冬季から大きな流行が

ないまま4月にやや増加した．10月以降冬季の増加が始

まり，12 月に大きな流行ピークを形成した． 

水痘の報告数は 2717 人（定点当たり 73.4 人）で例年

の 0.8 倍であった．春から初夏にかけてのピークがみられ

ず，過去 10 年で 2 番目に少ない報告数であった． 

手足口病の報告数は 367 人（定点当たり 9.9 人）で例

年の 0.1 倍であった．8～9 月に散発程度の発生があった

のみで，1999 年以降最も少ない報告数であった． 

伝染性紅斑の報告数は 773 人（定点当たり 20.9 人）で

例年の 1.4 倍であった．過去 10 年で 3 番目の流行規模

であり，2011～2012 年にかけて流行期にあったと考えら

れた． 

突発性発疹の報告数は 1401 人（定点当たり 37.9 人）

で例年の0.8倍であった．年間報告数は2005年をピーク

に減少傾向が続いており，1999 年以降最小の発生規模

であった． 

百日咳の報告数は 18 人（定点当たり 0.5 人）で例年の

0.4 倍であった．流行地域は認められず，県内各地でごく

少数の発生に留まった． 

ヘルパンギーナの報告数は 1168 人（定点当たり 31.6

人）で例年の 0.6 倍であった．6～7 月にかけて各地で増

加したが，過去 10 年で最も小さな発生規模であった． 

流行性耳下腺炎の報告数は 1178 人（定点当たり 31.8

人）で例年の 0.7 倍であった．2010 年から始まった今回

の流行は，2011 年をピークに本年前半で終息したと考え

られた． 

急性出血性結膜炎の報告数は6人（定点当たり0.8人）

で例年の 0.7 倍であり，前年同様少数の報告であった． 

流行性角結膜炎の報告数は 666 人（定点当たり 83.3

人）で例年の 1.0 倍であった．例年 8 月を中心とした夏季

に増加傾向を示すが，本年は 1～3 月に増加した． 

細菌性髄膜炎の報告数は1人（定点当たり0.2人）で例

年の 0.3 倍であった． 

無菌性髄膜炎の報告数は6人（定点当たり1.0人）で例

年の 0.6 倍であった．病原体はムンプスウイルス 2 人，マ

イコプラズマ 3 人，インフルエンザウイルス A 型 1 人であ

った． 

マイコプラズマ肺炎の報告数は 220 人（定点当たり

36.7人）で例年の1.0倍であった．2007年以降増加傾向

が続いていたが，本年は減少した． 

クラミジア肺炎の報告は 1 人（定点当たり 0.2 人）であっ

た． 

・月報対象疾患 

月報対象の8疾患について，定点からの月別患者報告

数を表 6 に示した． 

性器クラミジア感染症の報告数は 103 人（定点当たり

9.4 人）で例年の 0.7 倍であった．性別は男性 62 人，女

性 41 人であった． 

性器ヘルペスウイルス感染症の報告数は 66 人（定点

当たり 6.0 人）で例年の 1.1 倍であった．性別は男性 47

人，女性 19 人であった． 

尖圭コンジローマの報告数は31人（定点当たり2.8人）

で例年の 0.8 倍であった．性別は男性27 人，女性4 人で

あった． 

淋菌感染症の報告数は 69 人（定点当たり 6.3 人）で例

年の 0.8 倍であった．性別は男性 66 人，女性 3 人であっ

た． 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症の報告数は 171
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人（定点当たり 28.5 人）で例年の 1.0 倍であった． 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症の報告数は 6 人（定点

当たり 1.0 人）で例年の 2.3 倍であった． 

薬剤耐性アシネトバクター感染症（2011 年 2 月 1 日か

ら対象疾患）の報告はなかった． 

薬剤耐性緑膿菌感染症の報告数は 10 人（定点当たり

1.7 人）で例年の 3.1 倍であった． 

 

 

(3) 結核 

 

 

 

結核患者発生状況（新登録患者）を表 7 に示した．平

成 24 年の結核新登録患者数は 189 人で，前年の 218

人から 29 人減少した．罹患率（人口 10 万対率）は 13.4

で，前年の 15.3 から 1.9 減少した．新登録患者のうち，排

菌により感染拡大の危険が高い喀痰塗抹陽性肺結核患

者数は77人で，前年の88人から11人減少した．喀痰塗

抹陽性肺結核罹患率は 5.4 で，前年の 6.2 から 0.8 減少

した．新登録肺結核患者に占める喀痰塗抹陽性者は

54.2％（前年 54.3％）であった．新登録患者のうち 70 歳

以上の高齢結核患者は 121 人（前年比 9 人減）で，全体

の 64.0%（前年比 4.4 ポイント増）を占めた．一方，年齢階

級別の罹患率は，70 歳代は概ね減少傾向が続いている

が，60 歳代と 80 歳以上は横ばいであった．保健所別の

罹患率を比較すると，高い順に，宇和島保健所 23.2（前

年比 6.2 減），四国中央保健所 15.7（同 0.1 増），八幡浜

保健所 13.8（同 5.0 減），中予保健所 12.7（同 2.9 減），

西条保健所 12.5（同 2.2 増），今治保健所 12.3（同 5.9

増），松山市保健所11.4（同4.7減）であった．前年と比較

すると，西条保健所，今治保健所で増加し，松山市保健

所，中予保健所，八幡浜保健所，宇和島保健所の中・南

予地区は減少した．

 

「結核登録者情報システム」における集計内容を示

す． 

治療中

四国中央 14 6 5 3

西　　条 29 11 5 4 9 1

今　　治 21 7 8 1 5 2

松 山 市 59 24 9 8 18 8

中　　予 17 7 3 2 5 1

八 幡 浜 21 7 7 4 3 4

宇 和 島 28 15 5 4 4 7

189 77 42 23 47 23

0-4 3

5-9

10-14 1

15-19 1 1 3

20-29 10 2 1 4 3 3

30-39 11 1 1 7 2 1

40-49 5 1 1 3 3

50-59 13 2 5 3 3 4

60-69 28 15 6 1 6 3

70- 121 56 28 7 30 2

喀痰塗抹
陽　性

その他の
結核菌
陽　性

菌陰性
・

その他

* 潜在性結核感染症：結核の無症状病原体保有者のうち医療を必要とするもの

保
　
健
　
所
　
別

愛媛県 合計

年
　
　
齢
　
　
別

表7　結核発生状況（新登録患者）

活動性結核
潜在性
結　核
感染症
(別掲)総数

肺結核活動性

肺外結核
活動性
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2 細菌検査状況 

感染症の病原体に関する情報を収集するため，愛媛県

感染症発生動向調査事業病原体検査要領に基づき，病

原体検査を実施した． 

(1) 全数把握対象感染症 

・細菌性赤痢 

県内で届出のあった細菌性赤痢患者3名から分離され

た赤痢菌は，フレキシネル 2a，フレキシネル 3a，ソンネⅠ

相で，invE，ipaH 遺伝子の保有が確認された．薬剤感受

性試験の結果，フレキシネル 2a は ABPC， CP，SM，

TC，SXTの5剤，フレキシネル3aはCP，SM，TE，SXT，

CPFX，NA の 6 剤，ソンネは ABPC，SM，CTX の 3 剤

に耐性を示した（表 8）．また，ソンネが分離された患者は

トルコツアーに参加しており，全国で分離された8月トルコ

ツアー関連株と一致していた． 

・腸管出血性大腸菌感染症 

2012年は県内で 6事例，6名の患者が発生し，すべて

の患者由来菌株について解析を行った（表 9）．分離株の

O 血清型別は O26 が 1 株，O113 が 1 株，O157 が 4 株

であった．H 型別及び VT 型別を併せた分類では，

O157:H7 VT1&2 が 3 株，O157:H- VT2 が 1 株，

O26:H11 VT1，O113:H21 VT2が各1株であった．事例

1，3（O157:H7 VT1＆2）は，6 月 28 日～7 月 4 日の短

期間に同一保健所管内で発生した事例であったが，IS コ

ード，PFGE 型ともに異なっていた．薬剤感受性試験の

結果，ABPC，SM，TC の 3 剤耐性が 1 株あったが，

ESBL 産生菌は確認されなかった． 

 

O H O157 O26

1 6/28 今治 散発 1 157 7 1 , 2 eaeA ABPC,SM,TC h175 717557-611657 1

2 7/2 今治 散発 1 26 11 1 eaeA － h65 1

3 7/4 今治 散発 1 (1) 157 7 1 , 2 eaeA － h181 115045-343447 1

4 8/8 西条 散発 1 (1) 157 - 1 , 2 eaeA － h323 211057-310047 1

5 9/25 西条 散発 1 113 21 2 － 1

6 12/14 中予 散発 1 157 7 1 , 2 eaeA － h645 305557-211757 1

計 6 (2) 6

1) 国立感染症研究所によって付与されたサブタイプ名。バンドが1本でも異なれば、違ったサブタイプ名となる。

　 国内で最初に確認された年によってアルファベットで分類（2005:a;  2006:b; 2007:c; 2008:d; 2009:e; 2010:f; 2011:g, 2012:h）。

2) IS（Insertion sequence：大腸菌ゲノムの内部を移動する配列）と4種の病原因子の有無を、マルチプレックスPCRで検出するタイピング法。

PFGE型
1)

ISコード
2) 分離

株数（無症状者再掲）

表9　腸管出血性大腸菌感染症分離株

事例
番号

届出
月日

保健所 疫学情報
患者感染者数 血清型

VT型別
病原
因子

耐性薬剤

届出月日 保健所名 感染地域 菌型(血清型） invE ipaH 耐性薬剤

1 4月4日 今　治 フィリピン Shigella flexneri  2a ＋ ＋ ABPC・CP・SM・TC・SXT

2 8月10日 中　予 ミャンマー Shigella flexneri  3a ＋ ＋
CP・SM・TE・SXT・

CPFX・NA

3 9月12日 松山市 トルコ Shigella sonnei  I 相 ＋ ＋ ABPC・SM・CTX

表8　赤痢菌分離株

T蛋白

血清型別 血清型別 emm遺伝子型別

1月5日 中予
Streptococcus pyogenes

（A群溶血性レンサ球菌）
T1 M1 emm1.0

1月13日 四国中央
Streptococcus pyogenes

（A群溶血性レンサ球菌）
T1 M1 emm1.0

5月17日 松山市
Streptococcus pyogenes

（A群溶血性レンサ球菌）
T1 M1 emm1.0

6月11日 西条
Streptococcus pyogenes

（A群溶血性レンサ球菌）
T1 M1 emm1.0

6月14日 松山市 G群溶血性レンサ球菌 stG2078.0

8月9日 中予
Streptococcus pyogenes

（A群溶血性レンサ球菌）
T12 M12 emm12.7

表10　劇症型溶血性レンサ球菌感染症分離株

届出月日 保健所名 菌　種
M蛋白
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・劇症型溶血性レンサ球菌感染症 

2012 年に 6 例の届出があった．5 例は A 群溶血性レ

ンサ球菌であり，1 例は G 群溶血性レンサ球菌であった

（表 10）．A 群溶血性レンサ球菌の血清型と emm 遺伝子

型は，T1M1，emm1.0 が 4 例，T12 M12，emm12.7 が 1

例であった．G 群溶血性レンサ球菌の emm 遺伝子型は

stG2078.0 であった．なお，国立感染症研究所で把握し

ている劇症型/重症 A 群溶レン菌感染症 707 例のうち，

emm1.0による症例は353例目の報告であり，emm12によ

る症例は 50 例目の報告であった．G 群溶血性レンサ球

菌は，国立感染症研究所で把握している劇症型/重症 G

群溶レン菌感染症 136 例のうち，emm型が stG2078 によ

る症例は 12 例目の報告であった． 

 

A群 T1 11 (40.7) 3 (20.0) 1 (33.3) 

T2 (0.0) (0.0) 

T4 8 (29.6) 6 (40.0) 1 (33.3) 

T6 (0.0) (0.0) 

T8 (0.0) (0.0) (0.0) 

T9 1 (33.3) 

T11 1 (6.7) 

T12 5 (18.5) 4 (26.7) 1 (100)

T13 1 (3.7) 

型別不能 1 (3.7) 1 (6.7) 

小計 26 (96.3) 15 (100) 3 (100) 1 (100) 

G群 1 (3.7) 

27 (100) 15 (100) 3 (100) 1 (100)

27/86 (31.4) 15/34 (44.1) 0/3 (0.0) 3/6 (50.0) 1/5 (20.0) 

　2011年 　2012年

計

検出数/検査数(%)

表11　愛媛県における年別溶血性レンサ球菌分離状況

血清型別 　2008年 　2009年 　2010年

 O UT 2 2

小計 2 2

 O63 1 1

 O86a 1 1

 O103 1 1

 O121 1 1

 O145 1 1 2

 O153 1 1

 O UT 1 1 2 1 1 6

小計 1 1 2 1 3 1 1 1 2 13

 O111 1 1

 O126 1 2 1 1 1 6

 O127a 1 1 1 1 4

 O UT 1 1 2

小計 2 2 2 2 1 2 1 1 13

 I 1 1

UT 1 1

小計 1 1 2

Salmonella  Thompson (O7) 1 1

Salmonella  Manhattan (O8) 1 1

Salmonella Enteritidis (O9) 2 2

3 2 1 6 3 6 3 3 2 5 34

50 47 42 72 42 41 46 30 22 32 61 46 531検査検体数

(10.0) (9.4) (3.3) (10.9) (6.4) (4.8) (1.4) (14.3) (7.3) (13.0) 

腸管病原性大腸菌

腸管凝集付着性大腸菌

Campylobacter jejuni

計

検出数/検体数（%） (6.0) 

9月 10月 11月 12月 計

腸管毒素原性大腸菌

表12　感染性胃腸炎患者からの病原細菌検出状況

病原細菌 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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(2) 定点把握対象感染症 

・A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

松山市保健所管内の病原体定点で採取された咽頭ぬ

ぐい液 5 件中 1 件（20.0%）から溶レン菌が分離された．

群別試験の結果 A 群であり，T 型別は，T12 であった（表

11）．  

・感染性胃腸炎 

小児を中心に 531 検体の糞便について病原菌検索を

行なった．その結果，病原大腸菌28株，カンピロバクター

2株，サルモネラ属菌4株の計34株が分離された（表12）．

年間の病原細菌検出率は6.4%（34/531）で，昨年に比べ

ると低い検出率であった．月別にみると，5 月が 14.3%と

最も高く夏季に増加する傾向が見られるが，ほぼ年間を

通じて検出された． 

カンピロバクターはすべて Campylobacter jejuni であっ

た．Penner の耐熱性抗原による血清型別は，I 群が 1 株，

型別不能が 1 株であった． 

 

大腸菌については，PCR の結果，腸管毒素原性大腸

菌（ETEC）の 2 株が elt 陽性，腸管病原性大腸菌

（EPEC）の 12 株が eaeA 陽性，1 株が eaeA，astA 陽性，

腸管凝集付着性大腸菌（EAggEC）の 9 株が aggR，

CVD432 陽性，4 株が astA，aggR，CVD432 陽性であっ

た． 

サ ル モ ネ ラ 属菌は 4 株が 分離され ， Salmonella 

Enteritidisが 2 株，S. Thompsonが 1 株，S. Manhattanが1

株であった． 

その他，セレウス菌，赤痢菌，病原ビブリオ等は分離さ

れなかった． 

・百日咳 

病原体定点から搬入された 52 件の鼻咽頭ぬぐい液の

検査を実施した．その結果，12 件から百日咳菌遺伝子が

検出され，1 件から Mycoplasma pneumoniae 遺伝子が検

出された（表 13）．百日咳菌が検出された 12 件の MLST

型は，ST1 型が 5 件，ST2 型 3 件，型別不能 4 件であっ

た（表 14）． 

 

百日咳 1 9 2 12

Mycoplasma pneumoniae 1 1

1 10 2 13

2 2 1 33 11 1 2 52

1型 4 1 5

2型 3 3

型別不能 1 2 1 4

1 9 2 12

12月 計

百日咳

計

6月 7月 8月 9月 10月 11月

(25.0) 

検査検体数

表14　百日咳菌遺伝子検出状況

病原細菌 1月 2月 3月 4月 5月

(18.2) 検出数/検体数（%） (50.0) (30.3) 

9月 10月 11月 12月 計

計

表13　百日咳様患者からの病原細菌検出状況

病原細菌 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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3 ウイルス検査状況 

愛媛県感染症発生動向調査事業実施要綱に定められ

た指定届出機関のうち，病原体定点等の医療機関におい

て，ウイルス検査対象疾患及び急性熱性気道疾患や発

疹症などから採取された検体についてウイルス学的検査

を実施した．ウイルス分離にはFL，RD-18s，Vero細胞を

常用し，インフルエンザ流行期には MDCK 細胞及びリア

ルタイム PCR 法を併用した．感染性胃腸炎起因ウイルス

検索は，電子顕微鏡法（EM），RT-PCR 法及びリアルタ

イム PCR 法で実施した． 

呼吸器疾患等 612 例から，細胞培養により検出された

ウイルスは 188 例（検出率 30.7%），感染性胃腸炎患者

421 例からは，EM 及び PCR で 208 例（検出率 49.4％）

のウイルスが検出された．細胞培養による月別ウイルス検

出状況を表15に，感染性胃腸炎からのウイルス検出状況

を表 16 に示した． 

インフルエンザウイルスは，１月～6 月及び 11 月～12

月に検出された．内訳は，インフルエンザ AH3 型が 1 月

～4 月，6 月，11～12 月に 46 株，B 型が 1 月～5 月に

12 株であった． 

 

本年の流行シーズン（2011/2012 シーズン）では，前半は

AH3 型のみであったが，後半は B 型と混在して流行して

いる． 

RS ウイルスは，例年，インフルエンザシーズンに相前

後して分離されており，本年も 1 月～3 月に 5 株，少し早

目の 8 月～12 月に 20 株が分離された．  

ムンプスウイルスは，3～4 年の周期で流行が繰り返さ

れており，今年は非流行期であったことから 5 株分離され

たのみであった． 

エンテロウイルス（EV）は，6 月～7 月にエコーウイルス

（Echo）9型が26株分離され，本年は，Echo9型を主流と

する流行が起こった．その他の EV では，4 月～7 月に上

気道炎，不明熱患者等からコクサッキーウイルス A（CA）4

型が 7 株，6 月に手足口病患者から CA16 型が 3 株検出

された．無菌性髄膜炎患者からは，Echo7 型，Echo9 型

が検出された． 

アデノウイルス（Ad）は，1 型が 11 株，2 型が 7 株，4 型

が1株，5型が4株，6型が2株が検出された．Ad2型は，

5 月～6 月に見られ，他の型は散発的に検出されている．

Ad は，概して下気道炎，不明熱からの検出が多く，血清 

表 15 培養細胞による月別ウイルス検出状況 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

エンテロ 68 型 1 1

71 型 1 1

 コクサッキーA群 4 型 1 1 4 1 7

9 型 1 5 6

12 型 1 1

16 型 3 1 1 1 6

 コクサッキーＢ群 3 型 3 1 4

5 型 2 1 3

 エコー 7 型 1 3 1 1 6

9 型 18 8 26

 ライノ 1 2 2 1 2 8

 インフルエンザ A H 3 25 10 3 4 1 1 2 46

B 3 2 1 4 2 12

 ＲＳ 2 3 1 1 3 5 5 5 25

 ムンプス 2 1 1 1 5

 アデノ 1 型 1 3 3 3 1 11

2 型 4 3 7

4 型 1 1

5 型 2 1 1 4

6 型 1 1 2

NT 1 1

単純ヘルペス 1型 1 1 1 1 4

A型肝炎 1 1

32 20 11 13 12 34 17 4 8 10 17 10 188

89 69 43 42 50 61 42 17 50 55 54 40 612

ウイルス型

合　　 　計

検　査　数
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型も多様であった． 

感染性胃腸炎からのウイルス検出状況は，ノロウイルス

（NV）が108例（GⅠ：4例，GⅡ：104例）と検出割合が最

も多く（検出率 51.9％），次いでサポウイルス（SV）の 52

例（25.0％），A 群ロタウイス（Rota）の 44 例（21.2％），ア

デノウイルス（Ad）の3例，アストロウイルスの1例であった．

2011/2012 シーズンは，例年どおり 10 月から胃腸炎の流

行が始まり，1 月に NV 検出数がピークとなった．SV，

Rota，Ad はほぼ前年なみの検出であった．2012 年

は,10 月から感染性胃腸炎の定点当たりの患者数が増加

しはじめ，12月上旬にピークとなった．最も多かった2006

年に次ぐ患者発生数であった．この時期に検出されたウ

イルスは NVGII が最も多かった．シークエンス解析により

検出された NV は遺伝子型 GII.4 で，過去に検出された

GII.4 とは異なる変異株であった．  

胃腸炎からの月別ウイルス検出数・検出率の増減は，

感染性胃腸炎患者数の増減とよく一致しており，検出され

たこれらのウイルスが，冬季を中心とする感染性胃腸炎患

者発生の要因となったことが示された． 

 

 

 
表 16 散発性感染性胃腸炎患者からのウイルス検出状況 

月　別 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

ノロウイルス GI 1 1 1 1 4

ノロウイルス GII 25 16 10 9 3 1 1 20 19 104

サポウイルス 6 8 4 6 5 10 1 2 5 5 52

A群ロタウイルス 1 9 28 5 1 44

アデノウイルス 1 1 1 3

アストロウイルス 1 1

検出数 32 26 23 38 15 8 11 1 1 3 25 25 208

検査数 50 43 44 56 34 34 29 19 15 24 34 39 421
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平成 24 年度感染症流行予測調査成績 

 

ウイルス科 

 

本調査は，厚生労働省からの委託で感染症予防対策

の一環として全国規模で行われている事業である．平成 

24 年度は日本脳炎感染源調査（豚），ポリオ感染源調査

（宇和島保健所管内），日本脳炎感受性調査（中予保健

所管内），インフルエンザ感受性調査（中予保健所管内），

ポリオ感受性調査（中予保健所管内），新型インフルエン

ザ感染源調査（豚）の 6 事項を分担した． また，インフル

エンザ集団発生時の調査を県単事業として併せて実施し 

                                      た． 

 

 

表表表表 3333    平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    インフルエンザ集団発生事例検査結果（インフルエンザ集団発生事例検査結果（インフルエンザ集団発生事例検査結果（インフルエンザ集団発生事例検査結果（2012/20132012/20132012/20132012/2013    シーズン）シーズン）シーズン）シーズン）    

施設名 管轄保健所 検体採取年月日 
ウイルス分離結果 

検査数 検出数 ウイルス型 

八 幡 浜 市 立 保 内 幼 稚 園 八幡浜 1 月 15 日 4 1 A 香港型 

今 治 市 立 大 西 小 学 校 今治 1 月 15 日 7 2 A 香港型 

新 居 浜 市 立 泉 川 中 学 校 西条 1 月 15 日 6 5 A 香港型 

松 山 市 立 南 第 二 中 学 校 松山市 1 月 17 日 10 0 陰性 

砥 部 町 立 麻 生 小 学 校 中予 1 月 21 日 4 2 A 香港型 

愛 南 町 立 城 辺 中 学 校 宇和島 1 月 21 日 10 3 A 香港型 

四 国 中 央 市 立 北 小 学 校 四国中央 1 月 23 日 8 4 A 香港型 

 

 

 

 

表表表表 1111    平成平成平成平成 22224444 年度年度年度年度    日本脳炎感染源調査日本脳炎感染源調査日本脳炎感染源調査日本脳炎感染源調査    （と畜場豚の日本脳炎ウイルス（と畜場豚の日本脳炎ウイルス（と畜場豚の日本脳炎ウイルス（と畜場豚の日本脳炎ウイルス HIHIHIHI 抗体保有状況）抗体保有状況）抗体保有状況）抗体保有状況）    

採血月日 検査表 
H  I  抗  体  価  の  分  布 陽性率 2ME 感受性抗体 

飼育地 
<10 10 20 40 80 160 320 640≦ (%) 陽性 (%) 

7/10 10 10        0     鬼北町 

7/17 10 10        0     八幡浜市 

7/30 10 10        0     大洲市 

8/ 7 10 10        0   大洲市 

8/14 10 10        0     内子町 

8/28 10        10 100 4/10 40  西条市 

9/10 10 6     1  3 40 4/4 100  今治市 

9/14 10 9          1   10 0/1 0 四国中央市 

表表表表 2222    平成平成平成平成 22224444 年度年度年度年度    ポリオ感染源調査ポリオ感染源調査ポリオ感染源調査ポリオ感染源調査    ((((ウイルス分離検査ウイルス分離検査ウイルス分離検査ウイルス分離検査))))    

年齢区分 

男 女 

陰性 
ポリオウイルス 

ポリオ以外 計 陰性 
ポリオウイルス 

ポリオ以外 計 
1 型 2 型 3 型 1 型 2 型 3 型 

0 4 0 0 0 0   4 3 0 0 0 1 CB5  4 

1 4 0 0 0 3 Ad5,CA9，CB5  7 4 0 0 0 1 CA4  5 

2 9 0 0 0 3 CA9  12 5 0 0 0 2 CA9 7 

3 3 0 0 0 3 CA9 6 5 0 0 0 4 CA9  9 

4 12 0 0 0 0   12 5 0 0 0 0   5 

5 7 0 0 0 0  7 5 0 0 0 0   5 

6 0 0 0 0 0   0 0 0 0 0 0   0 

計 39 0 0 0 9   48 27 0 0 0 8   35 

Ad5 ： アデノウイルス 5 型  CＡ4 ： コクサッキーウイルス A4 型  CＡ9 ： コクサッキーウイルス A9 型 CB5 ： コクサッキーウイルス B5 型 
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1 日本脳炎感染源調査（豚） 

平成 24 年 7 月初旬から 9 月中旬まで，各旬ごとに 10

件ずつ合計80件のと畜場豚血清を採取し，日本脳炎ウイ

ルス HI 抗体価を測定した．対象は 6 ヶ月齢未満の肥育

豚で，ウイルス抗原は日本脳炎ウイルスJaGAr#01株（デ

ンカ生研製）を用い，HI 抗体価が 40 倍以上の検体につ

いて2ME処理を行い，抗体価が1/8以下に低下したもの

を 2ME 感受性抗体陽性（新鮮感染例）と判定した．成績

は表 1 に示したとおり，8 月下旬は，搬入された検体すべ

てがHI抗体価640倍を超えたが，その後，徐々に減少し

た．感受性抗体は 8 月下旬，9 月上旬に認められた．この

ことから，日本脳炎ウイルス感染は 8 月下旬に起こり，9 月

中旬まで続いたことが推察されるが,特に 8 月下旬は，媒

介蚊であるコガタアカイエカの大量発生を伺わせるもので

あった．なお，本年度，県内での日本脳炎患者の届出

はなかった． 

 

2 ポリオ感染源調査（ヒト） 

平成 24 年 9 月上旬に，宇和島地区の健康小児から採

取された糞便83件について，FL細胞，RD18s細胞及び

Vero 細胞を用いてウイルス分離検査を行った． 結果は

表 2 に示したとおり，本年度ポリオウイルスは検出されな

かった．ポリオ以外のウイルスとして，コクサッキーウイルス

A9 型 13 例，コクサッキーウイルス B5 型 2 例，アデノウイ

ルス 5 型 1 例，コクサッキーウイルス A4 型 1 例が分離さ

れた．なお，同地区での春期のポリオワクチンの投与は，

同年 5 月に実施された． 

 

3 インフルエンザ集団発生時の調査 

 インフルエンザの流行状況を把握するため，インフルエ 

 

 

ンザ様疾患集団発生例の患者検体からMDCK細胞を用

いて，インフルエンザウイルス分離検査を実施した．

2012//2013 シーズンは，県内の集団発生届出施設数が

123 施設（5 月 28 日現在）で，そのうち 7 施設についてウ

イルス検査を実施した．結果は表 3 に示した通り，6 施設

からインフルエンザウイルスが検出され，全て A 香港型で

あった．今シーズンのインフルエンザの流行は全国的な

傾向とほぼ同様で，平成 24 年 12 月から平成 25 年 5 月

まで続いた． 

 

4 日本脳炎感受性調査（ヒト） 

中予保健所管内で採取された血清 256 件について，

ペルオキシダーゼ抗ペルオキシダーゼ(PAP)法を用いた

フォーカス計測法で日本脳炎ウイルスの中和抗体価を測

定した．結果は表 4 に示したとおり，10 倍以上の日本脳

炎ウイルス抗体保有率は，5歳から20歳代が76～97％と

高く，0～4 歳，30 歳代以上では 31～59％であった．過

去数年間の報告では，4 歳以下の抗体保有率が極めて

低かった．この理由として，2005 年 5 月に， 日本脳炎ワ

クチン接種の積極的勧奨の差し控え通知が厚生労働省

から出され，予防接種を控えたためと推察されるが今回，

抗体価の上昇がみられたことから，予防接種控えは改善

傾向にあると考えられた． 

 

5.インフルエンザ感受性調査（ヒト） 

 平成 24 年 7 月～8 月の間に採取された血清 280 件を

用いて，インフルエンザ流行前の住民（中予保健所館内）

のインフルエンザ HI 抗体価を測定し，結果を表 5 に示し

た．測定用ウイルス抗原として，A/H1N1 型は A/カリフォ

ル ニ ア /7/2009pdm ， A/H3N2 型 は A/ ビ ク ト リ ア

/361/2011，B 型は B/ブリスベン/60/200８及び B/ウイスコ 

表表表表 4444    平成平成平成平成 22224444 年度年度年度年度    年齢区分別日本脳炎ウイルス中和抗体保有状況年齢区分別日本脳炎ウイルス中和抗体保有状況年齢区分別日本脳炎ウイルス中和抗体保有状況年齢区分別日本脳炎ウイルス中和抗体保有状況    

ウイルス 年齢区分 検査数 
中和抗体価 陽性(10 倍以上) 

<10 10 20 40 80 160 320≦  例数  （％） 

日本脳炎 ウイル

ス(Beijing-1 株) 

0～4 44 29 4 1 4 1 4 1 15 34.1 

5～9 38 9  1  5 4 19 29 76.3 

10～14 39 1   2 1 9 26 38 97.4 

15～19 25 3  5 2 4 3 8 22 88.0 

20～29 22 1 1 2 3 3 4 8 21 95.5 

30～39 22 9 2 7 3 1   13 59.1 

40～49 22 11 2 1 4 2 2  11 50.0 

50～59 22 11 1 8 2    11 50.0 

60 以上 22 15 2 3 1  1  7 31.8 

計 256 89 12 28 21 17 27 62 167 65.2 
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表表表表 5555    平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    年齢区分別インフルエンザ年齢区分別インフルエンザ年齢区分別インフルエンザ年齢区分別インフルエンザ HIHIHIHI 抗体保有状況抗体保有状況抗体保有状況抗体保有状況         

ウイルス型別 年齢区分 検査数 
HI 抗体価   10 倍以上 40 倍以上 

<10 10 20 40 80 160 320 640 例数 （％） 例数 （％） 

A/ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

/7/2009pdm   

(H1N1) 

0～4 44 26 5 4 5 1   1 2 18 40.9 9 20.5 

5～9 39 6 3 5 9 6 4 5 1 33 84.6 25 64.1 

10～14 39 6 2 4 7 4 11 3 2 33 84.6 27 69.2 

15～19 25 1 2 2 4 4 6 5 1 24 96.0 20 80.0 

20～29 44 5 3 8 12 6 6 3 1 39 88.6 28 63.6 

30～39 22 9 3 4 2 2 2    13 59.1 6 27.3 

40～49 23 8 3 6 4 1 1   15 65.2 6 26.1 

50～59 22 14 4 1 3     8 36.4 3 13.6 

60 以上 22 13 4 3 1 1       9 40.9 2 9.1 

計 280 88 29 37 47 25 30 17 7 192 68.6 126 45.0 

A/ﾋﾞｸﾄﾘｱ

/361/2011

（H3N2) 

0～4 44 33 2 3 5 1       11 25.0 6 13.6 

5～9 39 8 10 6 10 3 1 1  31 79.5 15 38.5 

10～14 39 15 11 9 4      24 61.5 4 10.3 

15～19 25 7 2 13 3     18 72.0 3 12.0 

20～29 44 21 10 11 2     23 52.3 2 4.5 

30～39 22 13 3 4 2     9 40.9 2 9.1 

40～49 23 18 4 1       5 21.7 0 0.0 

50～59 22 18 3 1       4 18.2 0 0.0 

60 以上 22 19   2 1         3 13.6 1 4.5 

計 280 152 45 50 27 4 1 1 0 128 45.7 33 11.8 

B/ブリスベン

/60/2008      

(ﾋﾞｸﾄﾘｱ系統) 

0～4 44 8 18 17 1         36 81.8 1 2.3 

5～9 39 2 9 12 9 5 1 1  37 94.9 16 41.0 

10～14 39 4 11 16 7 1    35 89.7 8 20.5 

15～19 25 1 7 7 6 4    24 96.0 10 40.0 

20～29 44  1 7 24 11 1   44 100.0 36 81.8 

30～39 22   8 11 2 1   22 100.0 14 63.6 

40～49 23   9 11 3    23 100.0 14 60.9 

50～59 22   13 9     22 100.0 9 40.9 

60 以上 22     8 12 2       22 100.0 14 63.6 

計 280 15 46 97 90 28 3 1 0 265 94.6 122 43.6 

B/ｳｨｽｺﾝｼﾝ  

/1/2010 

(山形系統) 

0～4 44 42   2           2 4.5 0 0.0 

5～9 39 16 5 6 8 3 1   23 59.0 12 30.8 

10～14 39 8 12 11 4 3 1   31 79.5 8 20.5 

15～19 25 3 7 4 7 3 1   22 88.0 11 44.0 

20～29 44 3 4 19 9 6 3   41 93.2 18 40.9 

30～39 22 6 8 3 5     16 72.7 5 22.7 

40～49 23 4 8 8 3     19 82.6 3 13.0 

50～59 22 12 4 4 2     10 45.5 2 9.1 

60 以上 22 10 8 3   1       12 54.5 1 4.5 

計 280 104 56 60 38 16 6 0 0 176 62.9 60 21.4 
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ンシン/1/2010 を用いた．中予地区における 40 倍以上の

HI抗体保有率は，Ａ/Ｈ3Ｎ2に対しては5～9歳が38.5%，

0～4 歳，10 歳代が 10.3～13.6%であったが，20 歳以上

では 0～9.1%とかなり低く，全体では 11.8％で調査株中

最も低い抗体保有率であった．B/ブリスベン(ビクトリア系)

に対する抗体保有率は，全体では43.6％であった．20歳

代で 81％と最も高く，5～9 歳，15～19 歳，30 歳代以上

では 40～63％であった．0～4 歳は 2.3％とかなり低く，

10～14 歳が 20％であった．B/ウイスコンシン(山形系)に

対する抗体保有率は全体では 21.4％で，調査株中 2 番

目に低かった．5 歳から 30 歳代が 20～44％，40 歳代が

13％であったが，50 歳代以上は 4～9％と低く，0～4 歳 

 

 

での抗体保有者はみられなかった．Ａ/Ｈ1Ｎ1 に対する抗

体保有率は， 15 歳～19 歳が 80％と最も高く，5～9 歳，

10～14 歳及び 20 歳代が 63～69％であった．0～4 歳，

30歳代～50歳代は13～27％とやや低く，60歳代は9％

であった．全体では抗体保有率が 45％で調査株中最も

高かった．被検者の抗体保有率は，A/H1N1 型，B/ウイ

スコンシン(山形系)は学童及び 20 歳代，B/ブリスベン(ビ

クトリア系)は，20 歳以上の成人に特に高い傾向が見られ

た． 

  

6 ポリオ感受性調査（ヒト） 

中予保健所管内のインフルエンザ感受性調査用血清

表表表表 6666    平成平成平成平成 24242424 年度年度年度年度    年齢区分別ポリオウイルス中和抗体保有状況年齢区分別ポリオウイルス中和抗体保有状況年齢区分別ポリオウイルス中和抗体保有状況年齢区分別ポリオウイルス中和抗体保有状況    

ウイルス型別 年齢区分 検査数 
中 和 抗 体 価 の 分 布 4 倍以上 64 倍以上 

＜4 4 8 16 32 64 128 256 512≦ 例数 (％) 例数 (％) 

ポリオ Ⅰ型 

0～1 22 8 
    

1 5 
 

8 14 63.6  14 63.6  

2～3 22 1 
    

2 1 5 13 21 95.5  21 95.5  

4～9 38   
 

1 
 

1 8 11 7 10 38 100.0  36 94.7  

10～14 39   
  

2 3 6 11 9 8 39 100.0  34 87.2  

15～19 25   
   

5 5 10 3 2 25 100.0  20 80.0  

20～24 22   
  

1 
 

10 5 2 4 22 100.0  21 95.5  

25～29 22   
  

1 6 2 6 4 3 22 100.0  15 68.2  

30～39 22 1 1 1 
 

3 3 4 4 5 21 95.5  16 72.7  

40 以上 22 2 
 

1 
 

2 7 4 2 4 20 90.9  17 77.3  

計 234 12 1 3 4 20 44 57 36 57 222 94.9  194 82.9  

ポリオ Ⅱ型 

0～1 22 9 
   

1 1 3 
 

8 13 59.1  12 54.5  

2～3 22 1 
    

4 3 1 13 21 95.5  21 95.5  

4～9 38 1 
 

1 2 3 4 5 8 14 37 97.4  31 81.6  

10～14 39   1 1 2 2 7 6 2 18 39 100.0  33 84.6  

15～19 25   
 

1 
 

5 6 5 2 6 25 100.0  19 76.0  

20～24 22   
  

2 2 6 2 2 8 22 100.0  18 81.8  

25～29 22 1 
 

1 1 3 2 6 4 4 21 95.5  16 72.7  

30～39 22 4 
  

3 4 3 2 3 3 18 81.8  11 50.0  

40 以上 22 2 2 5 5 1 2 3 
 

2 20 90.9  7 31.8  

計 234 18 3 9 15 21 35 35 22 76 216 92.3  168 71.8  

ポリオ Ⅲ型 

0～1 22 14 
 

1 1 1 4 
 

1 
 

8 36.4  5 22.7  

2～3 22 10 2 2 3 1 3 1 
  

12 54.5  4 18.2  

4～9 38 10 5 4 4 6 5 3 1 
 

28 73.7  9 23.7  

10～14 39 15 7 5 7 3 1 1 
  

24 61.5  2 5.1  

15～19 25 5 5 6 5 2 1 1 
  

20 80.0  2 8.0  

20～24 22 6 6 1 5 1 2 1 
  

16 72.7  3 13.6  

25～29 22 7 6 5 
 

3 1 
   

15 68.2  1 4.5  

30～39 22 8 4 2 5 2 
  

1 
 

14 63.6  1 4.5  

40 以上 22 6 5 3 5 2 1 
   

16 72.7  1 4.5  

計 234 81 40 29 35 21 18 7 3 0 153 65.4  28 12.0  
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のうち必要とする対象年齢区分の検体 234 件について，

ポリオ中和抗体を測定した．ウイルスは Sabin 株を用い，

カニクイザル腎臓由来 LLCMK2 細胞によるマイクロ中和

法で実施した．結果は表 6 に示したとおりポリオ I 型，II

型，III 型での 4 倍以上の各抗体保有率は，それぞれ，

94.9%，92.3%，65.4%で，I，II 型に比べ III 型は低い傾

向がみられた．また，III 型においては 0～1 歳の抗体保

有率は他の年齢層に比べ低く，36.4％であった．    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 新型インフルエンザ感染源調査（豚） 

新型インフルエンザの出現監視を目的とし，県内産豚

（鼻腔拭い液）における A 型インフルエンザウイルス保有

状況を調査した．検体は，平成 24 年 10 月から平成 25

年 2 月までの 5 カ月間に，各月 20 頭ずつ計 100 頭から

採取した．ウイルス分離には MDCK 細胞を使用し，流行

予測事業検査術式に基づいて分離を行った．検査の結

果，A 型インフルエンザウイルスは 1 例も検出されなかっ

た．    
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平成 24 年度食品の食中毒菌汚染実態調査成績

（県行政検査） 

 

細 菌 科 

 

 本調査は，汚染食品の排除等，食中毒発生の未然防止

を図るため，流通食品の食中毒菌汚染実態を把握するこ

とを目的に，厚生労働省の委託事業として実施している．

本県では，野菜，漬物及び食肉計 120 件の調査を実施し，

当所は食肉 56 件の検査を担当したので，その結果を示

す． 

 平成24年度食品の食中毒菌汚染実態調査実施要領に

基づき，平成 24 年 8～12 月に，今治，松山及び八幡浜

保健所管内でそれぞれ収去された流通食肉 56 件を対象

に，大腸菌，サルモネラ属菌，腸管出血性大腸菌 O157，

O26，O111 及びカンピロバクター・ジェジュニ／コリ（鶏肉

及び牛レバーのみ）の検査を行った． 

大腸菌はローストビーフ，加熱調理用豚肉以外の肉類

34 件（60.7%）から検出された．サルモネラ属菌は 7 件

（12.5%）から検出され，鶏肉では 7 件中 6 件（85.7%）と

高率に検出されたほか，牛レバーから1件検出された．分

離されたサルモネラ属菌の血清型は，鶏肉から S. Infantis

（4 件）S.Schwarzengrund（3 件）が分離され，牛ミンチから

S. Typhimurium が分離された．腸管出血性大腸菌 O157，

O26 及び O111 は 56 件全て陰性であった．カンピロバク

ターは鶏肉７件中 2 件（28.6%），牛レバー14 件中 3 件

（21.4%）から検出され，菌種は鶏肉，牛レバーから

C.jejunii（4 件），牛レバーから C.coli（1 件）が分離された．

サルモネラ属菌及びカンピロバクター共に鶏肉からの検

出率が高く，同一検体から両菌が検出された例が 2 件あ

った．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O157 O26 O111

ミンチ（牛） 3 1 0 0 0 0 -

レバー（加熱調理用） 14 10 1 0 0 0 3

ローストビーフ 2 0 0 0 0 0 -

加熱調理用 23 9 0 0 0 0 -

ミンチ（豚） 3 3 0 0 0 0 -

ミンチ（牛豚混合） 3 4 0 0 0 0 -

加熱調理用(豚） 1 0 0 0 0 0 -

ミンチ（鶏） 5 5 5 0 0 0 2

加熱調理用 2 2 1 0 0 0 0

56 34 7 0 0 0 5

検体数検体名 EHEC

豚・混合

鶏

牛

計

平成24年度食品の食中毒菌汚染実態調査結果平成24年度食品の食中毒菌汚染実態調査結果平成24年度食品の食中毒菌汚染実態調査結果平成24年度食品の食中毒菌汚染実態調査結果

畜種

検出数（検出率％）

大腸菌
サルモネラ

属菌
ｶﾝﾋﾟﾛﾊﾞｸﾀｰ･
ｼﾞｪｼﾞｭﾆ/ｺﾘ
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採血月日 採血月日

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　39週　　出生体重　2740ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　39週　　出生体重　3210ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　39週　　出生体重　3316ｇ

先天性甲状腺機能低下症
　在胎週数　37週　　出生体重　2521ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　38週　　出生体重　2211ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　38週　　出生体重　1841ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　38週　　出生体重　2875ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　30週　　出生体重　1260ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　39週　　出生体重　2460ｇ

先天性甲状腺機能低下症

　在胎週数　38週　　出生体重　3356ｇ

TSH 76.84μU/mlF 24.8.14 24.8.19 TSH 14.69μU/ml 24.8.28

TSH 32.70μU/ml

M 24.7.10 24.7.17 TSH 37.98μU/ml

F 24.5.21 24.5.26 TSH 12.00μU/ml 24.6.5

TSH 14.37μU/ml

F 24.4.27 24.5.2 TSH 53.48μU/ml

M 24.4.4 24.4.8 TSH 13.37μU/ml 24.4.16

TSH 46.02μU/ml

M 24.3.22 24.3.27 TSH 14.89μU/ml 24.4.5 TSH 24.75μU/ml

M 24.3.21 24.3.26 TSH 18.88μU/ml 24.4.5

TSH 20.76μU/mlF 24.9.12 24.10.16 TSH 15.84μU/ml 24.10.30

25.1.21F TSH 13.1.28 TSH13.25μU/ml

検査結果

表2　精密検査受診後の陽性者一覧

検査結果

初回検査
精密検査結果性別 生年月日

再検査

22.61μU/ml

20.09μU/ml 12.12.19 TSH 17.76μU/mlF 24.12.4 24.12.9 TSH

25.1.17

平成 24 年度先天性代謝異常等検査成績 

 

臨床検査科 

 

先天性代謝異常症の早期発見・早期治療を目的とし

て，昭和 52 年度より先天性代謝異常症 4 疾患（フェニ

ルケトン尿症，メープルシロップ尿症，ホモシスチン尿

症，ガラクトース血症）の検査を開始し，平成元年度より

先天性副腎過形成症，平成4年度より先天性甲状腺機

能低下症の 2 疾患を追加し，現在 6 疾患のマス・スクリ

ーニング検査を当所において実施している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度は，新生児10055 名に対し検査を実施し，54

名がスクリーニング陽性（要精密検査）となった．その疾

患別内訳は，メープルシロップ尿症 2 名，ガラクトース

血症8名，先天性副腎過形成症6名，先天性甲状腺機

能低下症 38 名であった（表 1）． 

また，精密検査の結果，先天性甲状腺機能低下症 9

名の患児が確認され，治療及び経過観察が行われて

いる（表 2）． 

なお，当所における先天性代謝異常症等の検査は， 

タンデムマス検査法導入のため平成 25 年１月 24 日採

血分より外部委託となった．  

 

 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

910 1081 933 1117 1099 948 1135 1028 983 821 0 0 10055

77 63 62 47 68 66 72 71 83 71 10 0 690

987 1144 995 1164 1167 1014 1207 1099 1066 892 10 0 10745

正 常 941 1084 955 1120 1113 966 1148 1026 987 839 10 0 10189

疑 陽 性 34 47 32 34 45 37 46 56 61 43 0 0 435

判 定 不 能 5 8 5 7 5 6 10 10 8 3 0 0 67

陽 性 7 5 3 3 4 5 3 7 10 7 0 0 54

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 0 3 1 0 1 2 0 0 0 8

1 1 0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 6

6 3 3 2 1 4 3 4 6 6 0 0 38

初 回 検 査

再 検 査

ガ ラ ク ト ー ス 血 症

検 査 総 数

表1　先天性代謝異常等検査実施状況

検
査
結
果

疾
患
別
陽
性
数 先 天 性 副 腎 過 形 成 症

先 天 性 甲状 腺 機 能低 下症

フ ェ ニ ル ケ ト ン 尿 症

ホ モ シ ス チ ン 尿 症

メ ー プ ル シ ロ ッ プ 尿 症
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平成 24 年度松くい虫防除薬剤空中散布に伴う

影響調査について(県行政検査) 

 

理化学試験室 

 

平成 24 年度の森林整備課が実施する松くい虫防除

薬剤空中散布事業は，薬剤としてフェニトロチオン（以

下 MEP）を使用し，5 月 29 日に伊予市で，5 月 31 日

に久万高原町で実施された． 

当所は，環境調査として，伊予市及び久万高原町に

おける水源となる河川水の農薬残留分析，伊予市にお

ける大気中の農薬の浮遊量と落下量の分析を担当し

た． 

薬剤の捕集については，大気中の浮遊量はスチレン

ジビニルベンゼン共重合体を充填したカートリッジ型サ

ンプラーを，落下量はグリセリンをコーティングした風乾

ろ紙を使用した． 

調査結果は，次のとおりであった． 

1 河川水の薬剤濃度 

伊予市（3 地点）及び久万高原町（3 地点）の 6 地点

の散布前後における河川水 12 検体を分析した．その

結果，全 6 地点において散布前及び散布後の検体か

ら使用薬剤 MEP は検出されなかった． 

（検出下限値：0.2µg／L） 

2 大気中の浮遊量 

伊予市の 1 地点において，散布前日，当日，2 日後

及び 7 日後の 4 回，散布薬剤を捕集した 7 検体につい

て分析した．その結果，7 日後の検体からMEP が検出

された．（検出下限値：絶対量 0.1µg） 

3 落下量 

伊予市の 3 地点において，散布前日，当日，2 日後

及び 7 日後の 4 回，散布薬剤を捕集した 12 検体につ

いて分析した．その結果，散布当日の検体から MEP

が検出された． （検出下限値：絶対量 2.0µg／m2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年度水道水質検査精度管理実施結果 

 

水質化学科 

 

水道水質検査精度管理は，県内の水道水質検査機

関で実施している試験検査の信頼性を確保するととも

に，分析及び検査技術の向上を図ることを目的として，

平成9年度から実施している．平成22年度からは，昭和

62年度から別途実施していた県保健所対象の理化学

試験精度管理と統合し，水道事業者，保健所等12機関

を対象として実施した． 

本年度は，分析項目を鉄及びその化合物及び臭素

酸の2項目とし,平成24年10月下旬に衛生環境研究所

が模擬試料（保健所は鉄及びその化合物のみ実施）を

調製して各機関に配付し，各機関は指示した方法によ

り分析を実施した． 

各機関から報告のあった分析方法及び分析結果に

ついて検討したところ，概ね良好な結果であった． 
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平成 24 年度愛媛県食品衛生監視指導計画に

基づく収去検査結果について（県行政検査） 

 

食品化学科 

 

不良食品の流通を防止し，県民の食の安全安心を

確保するため，保健所において収去した県内で製造・

販売されている食品等について当所で検査を実施した．

分析結果の概要は次のとおりであった． 

 

1 食品添加物（防かび剤） 

 県内で流通する輸入かんきつ 10 検体に含まれる防

かび剤4項目について検査した．その結果，イマザリル

及びチアベンダゾールが検出されたものがあったが，

残留基準を超えるものはなかった． （表 1） 

 輸入わりばし 5 検体に含まれる防かび剤 4 項目につ

いて検査した．その結果，検出されたものはなかった． 

 

2 農産物等の残留農薬 

県内産の農産物及び輸入冷凍野菜 45 検体につい

て，各 120 農薬の分析を実施した．  

検出された農薬は，イプロジオン等7種類であり，その

うちモロッコインゲンから残留基準を超えるクロルフェナ

ピル（0.05ppm）が検出された．その他の農薬について

は，残留基準を超えるものはなかった．（表 2） 

また，県内に流通している冷凍餃子等輸入冷凍食品

（調理加工品）25 検体について，10 種類の有機リン系

農薬の分析を実施した．その結果，混入を疑われる事

例等はなかった． 

 

3 魚介類の有機スズ化合物及び動物用医薬品 

 県内産の養殖魚 3 検体，天然魚 6 検体について，

TBT 

（トリ-ブチルスズ化合物），TPT（トリフェニルス

ズ化合物）の残留状況を調査した．その結果，許容

濃度を超えるものはなかった． 

また，養殖魚については併せてオキソリン酸の分析

を実施したが，いずれも検出されなかった．（表 3） 

 

4 食肉中に残留する農薬及び合成抗菌剤 

 県内産食肉10検体及び輸入食肉10検体について，

農薬（DDT，アルドリン及びディルドリン，ヘプタクロル）

及び合成抗菌剤（スルファジミジン，スルファジメトキシ

ン）の残留状況を調査したが，いずれも検出されなかっ

た． 

食肉衛生検査センターで行った県内産豚肉の抗生物

質検査（簡易法）で陽性反応が認められ，サルファ剤の

使用が疑われる事例があったことから，県内産豚肉 12

検体について 17 種類のサルファ剤一斉分析を行った．

その結果，サルファ剤の検出はなかった． 

 

5 遺伝子組換え食品の実態調査 

遺伝子組換え作物の使用実態を把握するため，豆腐

の原料大豆 25 検体の検査を実施した．その結果，い

ずれの検体も遺伝子組換え大豆の混入率は 5％未満

であった． 

 

6 菓子類に含まれるアレルギー物質（卵）のスクリーニ

ング検査 

 県内で製造・販売された，原材料に「卵」の表示がな

い菓子類 20 検体について，特定原材料（卵）のスクリ

ーニング検査を実施した．2 キットによる検査を行った

結果， 1 検体からそれぞれ 120µg/g，89µg/g の検出

があり，卵の混入の可能性があると判断された．（表 4） 

 

7 食品等に含まれる放射性物質検査 

 県内で製造，販売されている食品 172 検体につい

て，ゲルマニウム半導体検出器を用いてセシウム

134 及びセシウム 137 を試験した結果，基準値を超

えるものは認められなかった． 

 林業政策課からの委託により，県内で製造された

木質ペレット2検体についてセシウム134及びセシ

ウム 137 の試験を実施した．(表 5) 

 

8 食品中の残留農薬等の試験法の妥当性評価 

 厚生労働省通知に基づき平成 23 年度から実施し

ている妥当性評価について，今年度はばれいしょ等

デンプンの多い野菜，穀類及び豆類の評価を実施し

た．（表 6） 
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ＴＢＴ化合物（ppm） ＴＰＴ化合物（ppm） オキソリン酸（ppm）

タイ 0.003 0.004 検出せず

タイ 0.003 0.003 検出せず

タイ 0.004 0.002 検出せず

ホゴ 0.004 0.012 ―

コチ 0.004 0.019 ―

スズキ 0.016 0.003 ―

スズキ 0.006 0.002 ―

ハモ 0.004 0.016 ―

イラ 0.002 0.008 ―

0.001 0.001 0.01

※許容濃度　TBT化合物：1.617ppm，TPT化合物：0.174ppm　（体重50㎏の場合、塩化物として）

定量限界

養殖

天然

表3　魚介類中の有機スズ化合物及び動物用医薬品試験結果

農産物名等 農薬名 検出量(ppm) 残留基準（ppm）

輸入冷凍えだまめ ﾒﾀﾗｷｼﾙ及びﾒﾌｪﾉｷｻﾑ 0.01 0.2

輸入冷凍青ネギ ピリメタニル 0.03 2

モロッコインゲン クロルフェナピル 0.05 0.01

大根（葉） トルフェンピラド 0.02 10

いよかん メチダチオン 0.12 5

レタス イプロジオン 0.01 10

ポンカン メチダチオン 0.02 5

なつみかん（皮） メチダチオン 0.11 5

表2　農産物における検出農薬一覧

イマザリル チアベンダゾール オルトフェニルフェノール ジフェニル

オレンジ 0.0009 0.0007 検出せず 検出せず

グレープフルーツ 0.0021 0.0011 検出せず 検出せず

ネーブルオレンジ 0.0013 0.0007 検出せず 検出せず

グレープフルーツ 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

ネーブルオレンジ 0.0015 0.0004 検出せず 検出せず

グレープフルーツ 0.0006 検出せず 検出せず 検出せず

グレープフルーツ 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

オレンジ 0.0011 検出せず 検出せず 検出せず

オレンジ 0.0009 0.0006 検出せず 検出せず

オレンジ 0.0007 0.0002 検出せず 検出せず

定量限界 0.0003 0.0001 0.0001 0.0003

基準値 0.0050 0.010 0.010 0.070

                                         表1　輸入かんきつにおける防かび剤の試験結果　　   　　　　　　　（単位：g/kg）
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区分 検査件数

飲料水 50

牛乳 65

乳児用食品 51

一般食品 6

合計 172

その他（食品以外） 2

表5　放射性セシウムの検査件数（行政検査）

食品の種類 評価に使用した食品 検査項目 適用項目数

果実 みかん 農薬 168

ばれいしょ等デンプンの多い野菜 ばれいしょ 農薬 154

穀類 玄米 農薬 162

豆類 そらまめ 農薬 158

食肉 豚肉 動物用医薬品 2

表6　食品の残留農薬等の試験法の妥当性評価の状況（平成24年度まで）

ELISAキット1 ELISAキット2 ELISAキット1 ELISAキット2

1 検出せず 検出せず 11 検出せず 検出せず

2 検出せず 検出せず 12 検出せず 検出せず

3 120 89 13 検出せず 検出せず

4 検出せず 検出せず 14 検出せず 検出せず

5 0.31 検出せず 15 検出せず 検出せず

6 検出せず 検出せず 16 検出せず 検出せず

7 検出せず 検出せず 17 検出せず 検出せず

8 検出せず 検出せず 18 検出せず 検出せず

9 検出せず 検出せず 19 検出せず 検出せず

10 検出せず 検出せず 20 検出せず 検出せず

検出限界：0.31µg/g（2キット共）

表4　菓子類に含まれるアレルギー物質（卵）のスクリーニング検査結果

検体番号
結果（µg/g）

検体番号
結果（µg/g）
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平成 24 年度医薬品等の品質調査（県行政試

験） 

    

薬品化学科 

    

 県内で製造されている医薬品，医薬部外品の品質，

有効性及び安全性の確保を目的として，薬務衛生課・ 

保健所・衛生環境研究所の 3 者により製造所への立入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年度有害物質を含有する家庭用品の調

査（県行政試験） 

 

薬品化学科 

 

 家庭用品の安全性を確保することを目的として，薬務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査・指導を行うとともに，収去した医薬品等について，

製造販売承認規格基準試験を実施している．平成 24

年度は，薬事法に基づく GMP 調査にかかる公的認定

試験検査機関として認定され，次表のとおり医薬品2検

体（計 23 項目）の試験検査をおこなうとともに，医薬部

外品5検体（計15項目）の試験を実施した．その結果，

すべて基準に適合していた．      

                        

                              

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

 

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

 

衛生課が試買した市販の家庭用品について，有害物 

質を含有する家庭用品の規制に関する法律（昭和 48

年法律第 112 号）に基づく検査を実施している．平成

24年度は次表のとおり，繊維製品14検体（計54項目），

化学製品 1 検体（計 5 項目）の試験を実施した．その結

果，すべて基準に適合していた． 

 

                                     

                                     

                                     

  

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

生

後

　

ヶ

月

以

内

用

生

後

　

ヶ

月

以

内

用

を

除

く

14 54 8 6 12 14 14

寝 衣 2 6 2 2 2

く つ し た 4 16 2 2 4 4 4

手 袋 2 8 2 2 2 2

下 着 6 24 2 4 6 6 6

1 5 1 4

家庭 用洗 浄剤 1 5 1 4

15 59 8 6 12 14 14 1 4

(注1)　4,6-ジクロル-7-(2,4,5-トリクロルフェノキシ)-2-トリフルオルメチルベンズイミダゾール
(注2)　漏水試験、落下試験、耐アルカリ性試験及び圧縮変形試験

合 計

平成24年度　家庭用品関係試験状況

試 験 項 目

検

体

数

試

験

項

目

数

繊 維 製 品

ホルムアルデヒド 有

機

水

銀

化

合

物

水

酸

化

ナ

ト

リ

ウ

ム

容

器

試

験

(

注

2

)

デ

ィ

ル

ド

リ

ン

D

T
T
B

 

(

注

1

)

化 学 製 品

24
24

性

状

試

験

物

理

試

験

確

認

試

験

純

度

試

験

定

量

試

験

基

準

検

査

生

理

処

理

用

品

2 23 2 1 10 10

か ぜ 薬 2 23 2 1 10 10

5 15 2 2 0 6 2 3

生 理 処 理 用 品 3 3 3

パ ー マネ ント ウェーブ用剤 2 12 2 2 6 2

7 38 4 3 10 6 12 3

試験項目

医 薬 部 外 品

合 計

平成24年度　医薬品等試験状況

検

体

数

試

験

項

目

数

医 薬 品
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 平成 24 年度大気環境基準監視調査 

（県行政検査） 

 

大気環境科 

 

 

大気汚染防止法第 22 条に基づいて，県内の 6 市 1

町（四国中央市，新居浜市，西条市，今治市，松山市，

松前町，大洲市）に計 29 箇所の大気汚染常時監視局  

を設置し，環境濃度の測定を実施している．このうち， 

 

 

 

 

 

平成 24 年度有害大気汚染物質調査 

（県行政検査） 

  

大気環境科 

 

 

 

東予地域 3 市に設置している 19 測定局については， 

テレメーターシステムにより，毎時，常時監視を実施し

ている．また，松山市については，大気汚染防止法に

基づく政令市に指定されていることから，同市がテレメ

ーターにより，毎時，常時監視を実施しており，そのデ

ータは県のテレメーターシステムにも接続されており，

併せて，常時監視を実施している．測定項目のうち，微

小粒子状物質，二酸化硫黄，浮遊粒子状物質，光化

学オキシダント，二酸化窒素及び一酸化炭素について

は，環境基準が定められている． 

 

 

 

 

 

環境基準設定物質であるベンゼン，トリクロロエチレ 

ン，テトラクロロエチレン，ジクロロメタンの 4 物質及び優

先取組物質であるクロロホルム等 16 物質について，新

居浜市及び宇和島市において毎月 1 回調査を実施し

ている． 

 

 

 

 

 

 

 

大気汚染常時監視調査 

測定日数 通年 

測定項目 
微小粒子状物質，浮遊粒子状物質，二酸化硫黄，窒素酸化物（一酸化窒素，二酸化窒素）,一

酸化炭素,光化学オキシダント，総炭化水素，メタン，非メタン炭化水素，風向，風速，気温,湿度,

日射量,気圧,雨量 

有害大気汚染物質調査 

対象地点 2地点 

調査日数 １回／月  

分析項目 

ベンゼン，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，ジクロロメタン，クロロホルム，1,2-ジクロロ

エタン，アクリロニトリル，塩化ビニルモノマー，1,3-ブタジエン，塩化メチル，トルエン，ホルムア

ルデヒド，アセトアルデヒド，ニッケル化合物，ベリリウム及びその化合物，マンガン及びその化合

物，クロム及びその化合物，ヒ素及びその化合物，水銀及びその化合物，ベンゾ［a］ピレン 

計20物質 

分析件数 480件 
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平成 24 年度工場・事業場立入検査結果 

（県行政検査） 

 

大気環境科 

 

大気汚染防止法の規定に基づき，ばい煙発生施設設

置工場・事業場の立入検査を実施し，県公害防止条例に

基づく立入検査も実施している． 

また，大気汚染防止法の改正に伴う VOC 排出施設設

置工場・事業場の立入検査も実施している． 

 

平成 24 年度工場・事業場立入検査結果 

法・条例の区分 大 気 汚 染 防 止 法 県公害防止条例 

項      目 硫黄酸化物 窒素酸化物 ばいじん 塩化水素 塩 素 硫化水素 

調査工場数(件数) 3(3) 3(3) 4(4) 3(4) 1(1) 1(4) 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度航空機騒音環境基準監視調査 

（県行政検査） 

 

大気環境科 

 

航空機騒音については，国において航空機騒音に

係る環境基準を設定しており，県において地域の類型 

指定及び騒音の測定評価を行っている． 

松山空港周辺については，昭和 59 年 3 月に知事が

周辺地域をⅡ類型に指定しており，毎年，空港周辺 4

地点（南吉田，西垣生，東垣生，余戸南）において測定

評価を行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空機騒音環境基準監視調査 

調査地点 4地点 

測定日数 7日間連続，4回／年(四季毎) 
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平成 24 年度瀬戸内海広域総合水質調査 

（環境省委託調査） 

 

水質環境科 

  

環境省委託調査として，昭和 47 年度から，年 4 回 

 

 

 

平成 24 年度地下水汚染原因調査 

（県行政調査） 

 

水質環境科 

 

県が実施している地下水の概況調査において環

境基準超過が判明した場合，汚染範囲及び汚染原 

 

 

（春，夏，秋，冬）瀬戸内海沿岸 11 府県で同時に調査を

実施している． 

平成 24 年度は，環境省の指示により年 2 回（夏，冬）

のみ調査を行い，四国中央市から愛南町までの 19 地点

で採水し，プランクトンを除く pH 等 12 項目の分析を行っ

た． 

 

 

 

因を究明するため，精密調査を実施している． 

平成 24 年度は，新たに 1 地点で硝酸性窒素及び亜硝

酸性窒素の環境基準超過が確認されたが，超過井戸及

び周辺井戸は全て飲用井戸でなかった． 

当該地域の周辺井戸の採水・分析するとともに地域の

産業形態や生活排水の調査結果を解析した結果，施肥

が原因と推定された． 

 

 

広域総合水質調査 

採水対象地点 19地点 

調査回数 2回／年 

分析項目 

水素イオン濃度，溶存酸素量，塩分，化学的酸素要求量，硝酸性窒素， 

亜硝酸性窒素，アンモニア性窒素，全窒素，リン酸態リン，全リン 

クロロフィルａ，珪酸態珪素  計12項目 

分析件数 912件 

地下水汚染原因調査 

調査井戸数 6井戸 

分析項目 

水素イオン濃度，硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素，アンモニア態窒素 

Na+，K+，Ca２+，Mg2+，Cl-，ＮＯ3
-，ＳＯ4

2-，ＨＣＯ3
-，ＮＯ2

-，ＰＯ4
3- 

フッ素，電気伝導率，ふん便性大腸菌数     計 16 項目 

分析件数 96件 

解析項目 

調査地域の概要，ヘキサダイヤグラム，キーダイヤグラム，濃度相関マトリクス 

窒素の地下浸透量（農地の施肥状況，畜産の形態及び生活排水） 

 計5項目 
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平成 24 年度工場・事業場立入検査結果 

（県行政検査） 

 

水質環境科 

 

  水質汚濁防止法及び愛媛県公害防止条例等に基づく

工場・事業場の立入検査を保健所と合同で次表のとおり

実施した． 

 なお，立入検査を実施した延べ 377 の工場・事業場の

排出水のうち 4 施設において，排水基準超過を確認した

ので，保健所が実施する改善指導に対し，必要に応じた

汚水処理に関する技術指導を実施し，排水の水質確認

検査を行った． 

 
 

平成 24 年度工場・事業場立入検査結果 

区   分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

立入工場

事業場数 

法対象 0 48 50 27 8 61 64 21 31 0 3 0 313 

条例対象 0 7 8 7 3 17 15 6 1 0 0 0 64 

合計 0 55 58 34 11 78 79 27 32 0 3 0 377 

検査項目 

人の健康の保護に関する項目（27 項目） 

カドミウム，全シアン，有機燐，鉛，六価クロム，ヒ素，総水銀，アルキル水銀，PCB， 

トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，ジクロロメタン，四塩化炭素， 

1,2－ジクロロエタン，1,1－ジクロロエチレン，シス－1,2－ジクロロエチレン， 

1,1,1－トリクロロエタン，1,1,2－トリクロロエタン，1,3－ジクロロプロペン，チウラム 

シマジン，チオベンカルブ，ベンゼン，セレン，ホウ素，フッ素 

アンモニア・アンモニウム化合物・亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

 

生活環境の保全に関する項目（13 項目） 

水素イオン濃度，生物化学的酸素要求量，化学的酸素要求量，浮遊物質量， 

ノルマルヘキサン抽出物質，フェノール類，銅，亜鉛，溶解性鉄，溶解性マンガン， 

全クロム，全窒素及び全燐 

 

その他項目（2 項目） 

ニッケル及びアンチモン 

検査件数 

人の健康の保護に関する項目 338 件 

生活環境の保全に関する項目 1279 件 

その他項目 13 件 
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平成 24 年度産業廃棄物最終処分場調査 

（県行政検査） 

 

水質環境科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物処理施設の適正な管理運営の把握を目

的として，昭和 59 年度から最終処分場周辺の水質調 

査を実施している． 

 平成 24 年度は，すべて基準に適合していた． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質調査 

施設区分 管理型 安定型 

調査対象施設数 8（うち水道水源への影響の恐れ1施設） 25（うち水道水源への影響の恐れ2施設） 

分析項目 
pH，BOD，SS等 一般項目 計7項目 

pH，COD，SS注） 一般項目 計3項目(SSは，

水道水源への影響の恐れ2施設のみ) 

 
ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，有機燐等 有害物質 計27項目 ｶﾄﾞﾐｳﾑ，全ｼｱﾝ，鉛等 有害物質 計23項目 

分析件数 1287件 912件 
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平成 24 年度愛媛県レッドデータブック県民参加

調査結果 

 

 

生物多様性センター 

 

本調査は，広く県民から絶滅の恐れのある野生動植

物等の情報提供を募るとともに，県民に対し生物多様 

性の重要性についての意識啓発を進める目的で，平

成 22 年 9 月 30 日に自然保護課が開設したホームペ

ージ「えひめの生き物みーつけた」等を活用し，レッド

データブックに掲載された種や外来生物の生息･生育

情報データの収集・蓄積を行っている． 

平成 24 年度に収集・蓄積した情報は，次のとおりで

ある． 

 

 

平成 24 年度愛媛県レッドデータブック県民参加調査結果 

分  類 件数（種数） 種       名 

レッドデータブック掲載種 18(2) ニホンカワウソ、イワガサ 

外来生物 11（２） アライグマ、セアカゴケグモ 

その他 1(1) 不明 

 

 

 

平成 24 年度重要生態系監視地域モニタリング

推進事業(モニタリングサイト 1000)里地調査 

 

 

生物多様性センター 

 

環境省が全国規模で基礎的環境情報の収集と長期

生態系観測を行う，重要生態系監視地域モニタリング 

 

 

 

 

推進事業(モニタイリングサイト 1000)里地調査におい

て，四国地区重要監視地点(コアサイト)となっている東

温市上林地区における水質調査を，平成 20 年度から

実施している． 

平成 24 年度は，拝志川流域の 5 地点(河川 4，ため

池 1)において 6 回調査を実施し，結果は次のとおりで

ある． 

 

平成 24 年度モニタリングサイト 1000 里地調査（水質調査）結果 

調 査 項 目 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月 

水 温 (℃) 
12.7 

17.0 

16.9 

22.2 

19.0 

25.5 

12.3 

15.8 

6.7 

6.0 

5.4 

6.5 

水 位 (cm) 
19.5 

760 

10.8 

760 

21.3 

760 

22.0 

760 

9.0 

760 

21.3 

760 

水 色 
－ 

15 

－ 

17 

－ 

17 

－ 

16 

－ 

16 

－ 

15 

透 視 度 
100 

100 

92.8 

100 

90.5 

91 

92.0 

75 

100 

100 

100 

95 

P H 
7.3 

7.3 

7.3 

7.4 

7.4 

7.4 

7.3 

7.0 

7.1 

7.0 

7.1 

7.0 

＊1  上段は河川 4 地点の平均値，下段はため池 1 地点の値 

＊2  調査方法は，「モニタリングサイト 1000 里地調査マニュアル」（環境省・(財)日本自然保護協会）による 
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Ⅲ 抄 録 

他誌発表論文 

学会発表 

第 27 回公衆衛生技術研究会 



 



 

 

他誌発表論文（所員が First Author） 

 

愛媛県におけるサルモネラ感染症の発生動向および

分離菌株の分子疫学的解析と薬剤耐性について 

 

愛媛県立衛生環境研究所(*1子ども療育センター， 

*2西条保健所，*3家畜病性鑑定所) 

浅野 由紀子＊1，烏谷 竜哉，青木 紀子*2 

田中 博*3，松本 純子，服部 昌志，四宮 博人 

 

サルモネラ属菌は，ヒトの細菌性下痢症の主要な

原因菌である．サルモネラ感染症は，感染症発生動

向調査事業における感染性胃腸炎に含まれ，五類感

染症として医療機関からの定点報告のため，サルモ

ネラ感染症の患者数としては集計されていない．

我々は，2008 年 4 月から 2009 年 6 月に，愛媛県の

3 医療機関及び 2 検査センターと協力して細菌性下

痢症の患者数を集計した．患者由来 51 株，食肉由

来 9 株，豚由来 48 株の合計 108 株のサルモネラ属

菌株を収集し，血清型別，薬剤感受性試験およびパ

ルスフィールド電気泳動（PFGE）解析を実施した． 

感染性胃腸炎が疑われる患者から検出された下痢

原性細菌のうち，サルモネラ属菌が 10%を占めた．

分離菌株の血清型別の結果，ヒトから最も高頻度に

分離される血清型は S. Infantis（31.4%）であり，次

に多いのは S. Enteritidis（23.5%）であった．食肉由

来で最も多いのは S. Infantis であり，豚由来では S. 

Typhimurium と S. Infantis であった．全分離株の

44.4%が何らかの薬剤に耐性を示し，そのうち患者

由来では 51 株中 14 株（27.5%），食肉由来では 9

株全てが，豚由来では 48 株中 25 株（52.1%）がい

ずれかの薬剤に耐性を示した．S. Infantis 32 株につ

いて PFGE 解析を行い，UPGMA 法でクラスター

解析を行った結果，クラスターA（豚および患者由

来株）とクラスターB（鶏肉および患者由来株）の 2

つの異なるクラスターに大別された．患者由来株と

鶏肉由来株の1組においてPFGEパターンが一致し，

S. Infantis は鶏肉を介してヒトのサルモネラ感染症

の原因となることが示唆された． 

四国公衆衛生学会雑誌 58 No.1 94-102 (2011) 

 

エコーウイルス 9 型による発疹症 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

川口 利花，青木 里美，菅 美紀，山下 育孝 

服部 昌志，大倉 敏裕，四宮 博人 

 

2012 年 6 月に愛媛県南予地区の同一定点医療機関

から搬入された不明発疹症患者検体から，エコーウイルス

9 型(Echo9)が検出されたので概要について報告する． 

2012 年 6 月 18 日から 29 日の間に不明発疹症患者の

咽頭ぬぐい液20検体が搬入された．肝機能障害を伴う事

例が 1 例あったものの，他の事例は紅斑性丘疹，発熱な

ど概ね軽症であった． 

ウイルス分離には FL，RD18s，Vero 細胞を用いて 2

代継代培養を行った．細胞変性効果(CPE)陰性の検体

については，VP4-VP2 領域を増幅するプライマーを用い

て RT-PCR 法を行い増幅産物の塩基配列を決定し，

BLAST 検索により同定した． 

今回 20 検体中 18 検体から Echo9 を検出し，そのうち

17 例は，培養を開始してから 3-4 日で RD18ｓ細胞にの

み CPE が認められたので，抗血清を用いた中和試験に

より同定した．1 例は RT-PCR 法により同定した．また，ア

デノウイルス 1 型との重複感染が 2 例あった． 

本県で最も多く検出されているEcho9は，6月中旬から

7 月に南予地区で不明発疹症患者から検出されていた．

一方，中予地区では，CA4 が不明熱および上気道炎患

者検体から検出されていたが，7 月に入ってからは，不明

発疹症，手足口病および不明熱患者検体から Echo9 が

検出されている．県内で Echo9 感染拡大の徴候があるた

め,今後の動向に注意が必要である． 

病原微生物検出情報 33，No.10 10 (2012) 

 

愛媛県における新生児マス・スクリーニング 

～35 年間，552，223 人の総括～ 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

木村 千鶴子，永井 雅子，武智 拓郎 

 二宮 順子，大倉 敏裕，四宮 博人 

 

先天性代謝異常症等の新生児マス・スクリーニン

グは，対象疾患の早期発見，早期治療により知的障

害等の心身障害の発生を予防することを目的に，昭

和52年10月から厚生省母子保健事業の一環として

全国で導入された． 

愛媛県では，同年 11 月から「愛媛県先天性代謝

異常検査実施要綱」に基づき，県内で出生したすべ

ての新生児を対象に，当研究所で検査を実施してき
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た．  

スクリーニング開始から平成 23年度までの約 35

年間に,552，223人が受検し，受検率は平均 106.9％

であった．また，この間の患者発見数は，ガラクト

ース血症 12人，先天性甲状腺機能低下症 156人，

先天性副腎過形成症 22 人であり，発見率は，ガラ

クトース血症 1/46，000，先天性甲状腺機能低下症

1/3，100，先天性副腎過形成 1/14，300 であった．

アミノ酸代謝異常症の患者は発見されなかった． 

ガラクトース血症では，肝機能障害，先天性心疾

患，静脈管開存，高ビリルビン血症，ダウン症候群

などの基礎疾患を有するものがみられた．また，先

天性甲状腺機能低下症では，測定物質である TSH

が高値を示す特徴的な疾患が診断されている． 

先天性副腎過形成症では，2000ｇ未満の低出生体

重児による疑陽性・陽性が多く，初回陽性者の

76.9％を占めた．愛媛県での低出生体重児の再検査

実施率は，98.3％と良好であった． 

 当初は，希な病気のスクリーニングを広く普及さ

せるのは難しいのではないかという危惧もあったよ

うである．しかし，障害を未然に予防できる医学的

方法が存在する以上，スクリーニングを徹底しなけ

ればという医療関係者・医療行政の使命感と県民の

理解が，高い検査率につながったといえよう．結果

的に，35年間に多くの患者が早期治療を開始するこ

とができた． 

愛媛医学 32 No.1 39－35（2013） 

 

（所員が First Author 以外） 

 

Identification  and  characterization  of 

D-hydroxyproline dehydrogenase  And 

Delta1-pyrroline-4-hydroxy-2-carboxylate deaminase 

involved in novel L-hydroxyproline metabolism of 

bacteria: metabolic convergent evolution 

 

Watanabe S, Morimoto D, Fukumori F, 

Shinomiya H, Nishiwaki H, Kawano-Kawada 

M, Sasai Y, Tozawa Y, Watanabe Y.  

   

L-hydroxyproline (4-hydroxyproline) mainly 

exists in collagen, and most bacteria cannot 

metabolize this hydroxyamino acid. Pseudomonas 

putida and Pseudomonas aeruginosa convert 

L-hydroxyproline to α-ketoglutarate via four 

hypothetical enzymatic steps different from known 

mammalian pathways, but the molecular 

background is rather unclear. Here, we identified 

and characterized for the first time two novel 

enzymes, D-hydroxyproline dehydrogenase and 

Δ(1)-pyrroline-4-hydroxy-2-carboxylate (Pyr4H2C) 

deaminase, involved in this hypothetical pathway. 

These genes were clustered together with genes 

encoding other catalytic enzymes on the bacterial 

genomes. D-hydroxyproline dehydrogenases from P. 

putida and P. aeruginosa were completely different 

from known bacterial proline dehydrogenases and 

showed similar high specificity for substrate 

(D-hydroxyproline) and some artificial electron 

acceptor(s). On the other hand, the former is a 

homomeric enzyme only containing FAD as a 

prosthetic group, whereas the latter is a novel 

heterododecameric structure consisting of three 

different subunits (α(4)β(4)γ(4)), and two FADs, 

FMN, and [2Fe-2S] iron-sulfur cluster were 

contained in αβγ of the heterotrimeric unit. These 

results suggested that the L-hydroxyproline 

pathway clearly evolved convergently in P. putida 

and P. aeruginosa. Pyr4H2C deaminase is a unique 

member of the dihydrodipicolinate 

synthase/N-acetylneuraminate lyase protein 

family, and its activity was competitively inhibited 

by pyruvate, a common substrate for other 

dihydrodipicolinate synthase/N-acetylneuraminate 

lyase proteins. Furthermore, disruption of 

Pyr4H2C deaminase genes led to loss of growth on 

L-hydroxyproline (as well as D-hydroxyproline) but 

not L- and D-proline, indicating that this pathway 

is related only to L-hydroxyproline degradation, 

which is not linked to proline metabolism. 

J Biol Chem. 287(39):32674-88, 2012 

 

Different Ca2+ sensitivities between the EF-hands of 

T- and L-plastins.  

 

Miyakawa T, Shinomiya H, Yumoto F, 

Miyauchi Y, Tanaka H, Ojima T, Kato YS, 

Tanokura M.   
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Plastins are Ca2+-regulated actin-bundling 

proteins, and essential for developing and 

stabilizing actin cytoskeletons. T-plastin is 

expressed in epithelial and mesenchymal cells of 

solid tissues, whereas L-plastin is expressed in 

mobile cells such as hemopoietic cell lineages and 

cancer cells. 

Using various spectroscopic methods, 

gel-filtration chromatography, and isothermal 

titration calorimetry, we here demonstrate that the 

EF-hand motifs of both T- and L-plastin change 

their structures in response to Ca2+, but the 

sensitivity to Ca2+ is lower in T-plastin than in 

L-plastin. These results suggest that T-plastin is 

suitable for maintaining static cytoskeletons, 

whereas L-plastin is suitable for dynamic 

rearrangement of cytoskeletons. 

Biochem Biophys Res Commun. 429(3-4)137-41

（2012） 

 

Evaluation of Influenza Virus A/H3N2 and B vaccines 

on the Basis of Cross-Reactivity of Postvaccination 

Hhuman Serum Antibodies against Influenza Viruses 

A/H3N2 and B isolated in MDCK Cells and 

Embryonated 

 

Kishida N, Fujisaki S, Yokoyama M, Sato H, 

Saito R, Ikematsu H, Xu H, Takashita E, 

Tashiro M, Takao S, Yano T, Suga T, 

Kawakami C, Yamamoto M, Kajiyama K, Saito 

H, Shimada S, Watanabe S, Aoki S, Taira K, 

Kon M, Lin JH, Odagiri T. Hen Eggs.    

 

The vaccine strains against influenza virus 

A/H3N2 for the 2010-2011 season and influenza 

virus B for the 2009-2010 and 2010-2011 seasons 

in Japan are a high-growth reassortant 

A/Victoria/210/2009 (X-187) strain and an 

egg-adapted B/Brisbane/60/2008 (Victoria 

lineage) strain, respectively. Hemagglutination 

inhibition (HI) tests with postinfection ferret 

antisera indicated that the antisera raised 

against the X-187 and egg-adapted 

B/Brisbane/60/2008 vaccine production strains 

poorly inhibited recent epidemic isolates of 

MDCK-grown A/H3N2 and B/Victoria lineage 

viruses, respectively. The low reactivity of the 

ferret antisera may be attributable to changes in 

the hemagglutinin (HA) protein of production 

strains during egg adaptation. To evaluate the 

efficacy of A/H3N2 and B vaccines, the 

cross-reactivities of postvaccination human 

serum antibodies against A/H3N2 and B/Victoria 

lineage epidemic isolates were assessed by a 

comparison of the geometric mean titers (GMTs) 

of HI and neutralization (NT) tests. Serum 

antibodies elicited by the X-187 vaccine had low 

cross-reactivity to both MDCK- and egg-grown 

A/H3N2 isolates by HI test and narrow 

cross-reactivity by NT test in all age groups. On 

the other hand, the GMTs to B viruses detected 

by HI test were below the marginal level, so the 

cross-reactivity was assessed by NT test. The 

serum neutralizing antibodies elicited by the 

B/Brisbane/60/2008 vaccine reacted well with 

egg-grown B viruses but exhibited remarkably 

low reactivity to MDCK-grown B viruses. The 

results of these human serological studies 

suggest that the influenza A/H3N2 vaccine for 

the 2010-2011 season and B vaccine for the 

2009-2010 and 2010-2011 seasons may possess 

insufficient efficacy and low efficacy, respectively. 

Clin Vaccine Immunol. Jun;19(6):897-908( 2012) 
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病院患者および周辺水系環境から分離された緑膿菌

の病原因子保有と薬剤耐性について 

 

愛媛県立衛生環境研究所      〇四宮 博人 

愛媛大学医学部附属病院検査部   村瀬 光春 

愛媛大学沿岸環境科学研究センター  鈴木 聡 

 

【目的】緑膿菌（Pseudomonas aeruginosa）は水系環境に

棲息し，易感染宿主には脅威で，最も重要な日和見感

染・院内感染の原因菌の 1 つである．水系環境が主たる

感染源であるにもかわらず，その生態には不明な点が多

い．我々は，病院患者から分離された臨床株および周辺

の水系環境から分離された環境株を用いて病原遺伝子

保有状況を調べ，さらに各種抗菌薬に対する耐性状況を

調べた． 

【方法】愛媛県内の病院，河川，沿岸水域から分離され

た，臨床株 30 株，河川株 88 株，沿岸株 35 株の計 153

株を用いた．標準株として PAO1 株を用いた．各株の遺

伝 子 型 を ゲ ノ ム DNA の Pulse-Field Gel 

Electrophoresis (PFGE)によって決定した．緑膿菌の病

原性発現と関連する Quorum Sensing (QS)遺伝子

(lasI, lasR, rhlI, rhlR)および Type III Secretion 

System (TTSS) 遺 伝 子 (popB, popD, pcrV, exoS, 

exoT, exoU, exoY)の保有状況を，各菌株のゲノム DNA

を鋳型として PCR 法で調べた．また，緑膿菌に効果のあ

る 12 種の薬剤 (PIPC, CPZ, CAZ, CPFX, PUFX, 

BIPM, IPM, MEPM, PAPM, AMK, GM, ABK)のパ

ネルを用いて，臨床株と環境株の薬剤耐性状況を調べ

た． 

【結果と考察】PFGE によって決定された各菌株の遺伝子

型は多様で，特に，臨床株，河川中流・下流株では多様

であった．一方，河川上流株，河口株，沿岸株では，特定

の遺伝子型の緑膿菌が優勢であった．これら菌株全体の

相同性解析を実施し菌株間の近縁関係を明らかにした．

病原遺伝子 (QS 遺伝子，TTSS 遺伝子)は，臨床株のみ

ならず全ての環境株にも存在したが，分離場所に依存し

て存在率が顕著に異なるものがあった．薬剤耐性検査で

は，臨床株に高度耐性株が多かったが，興味あることに，

河川株など環境株中にも耐性菌が認められた．今回得ら

れた結果は，一定地域における緑膿菌集団の性状を明ら

かにする上で重要であり，水系環境の潜在リスクを把握し

感染対策する際に役立つ成果である． 

第 71 回日本公衆衛生学会総会 

(2012.10 山口) 

 

緑膿菌臨床分離株と環境分離株の遺伝型関係―感染

経路解明に向けて 

 

愛媛県立衛生環境研究所      〇四宮 博人 

愛媛大学医学部附属病院検査部   村瀬 光春 

愛媛大学沿岸環境科学研究センター 鈴木 聡 

 

Pseudomonas aeruginosa can thrive in various aquatic 

environments such as rivers and coastal marine habitats. In 

addition to the environmental adaptability, P. aeruginosa 

can cause severe infections in hospitalized patients. 

Although water is a natural reservoir of P. aeruginosa, it is 

not clear how the organisms are transmitted from the 

environment to humans. Since P. aeruginosa has known to 

be have a non-clonal population structure, phylogenetic 

analyses of clinical and environmental isolates may offer a 

clue to this point. In the present study, we employed 

multilocus sequencing typing (MLST) methods that 

amplify and sequence defined regions of seven conserved 

housekeeping genes (acsA, aroE, guaA, mutL, nuoD, ppsA 

and trpE). A total of 58 P. aeruginosa isolates obtained in 

Ehime prefecture, 16 clinical isolates, 32 river isolates and 

10 coastal isolates, were typed, and 39 STs were identified 

among 58 isolates. The number of alleles at each locus is 

acsA (18), aroE (12), guaA (13), mutL (12), nuoD (9), ppsA 

(16), and trpE (17). These results confirmed that P. 

aeruginosa has a non-clonal population structure even in a 

certain small area, and suggest that genetic recombination 

contributes to diversity of P. aeruginosa clones. The MLST 

analysis revealed interesting clonal relationship among 

isolates. Most of the river and coastal isolates form distinct 

clusters in a dendrogram. Moreover, clinical isolates form 

two major clusters; each of them clustered together with 

coastal isolates or with river middele- and downstream 

isolates, suggesting that patients were infected with P. 

aeruginosa strains derived from these regions. 

第 86 回日本細菌学会総会 

（2013.3 千葉市） 

 

遺伝子挿入により志賀毒素遺伝子 stx 2が不活化され

た腸管出血性大腸菌集団発生事例分離株の性状につ
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いて 

 

愛媛県立衛生環境研究所（*家畜病性鑑定所） 

烏谷 竜哉，田中 博*，〇四宮 博人 

 

A total of 12 enterohemorrhagic Escherichia coli strains 

were isolated during a recent outbreak in a nursery school in 

Matsuyama city, Ehime prefecture, Japan. All of the 

isolates were confirmed as E. coli O157:H7 and were 

supposed to be derived from a common strain when 

analyzed using an IS-printing method and pulse-field gel 

electrophoresis. Multiplex polymerase chain reaction (PCR) 

tests revealed that all the isolates harbor eaeA, hlyA, stx1 

and stx2. However, when we assessed the production of Stx 

toxins using a reverse passive latex agglutination kit, it was 

observed that these isolates produced Stx1 but not Stx2. We 

examined their stx2 gene variants by PCR and found that 11 

strains exhibited positive bands only when stx2c-specific 

primer sets were used while one strain was untypable. 

Although the PCR product showed a single band, its size 

(~1.7 kbp) was much larger than the expected size. 

Sequencing of the DNA fragment covering the whole stx2 

gene revealed that a 1310 bp fragment was inserted into the 

coding region of the A subunit of Stx2, and that the 

sequences of the insert were identical to those of IS1203v. 

According to the DNA sequences around the insertion site, 

additional amino acid residues are supposed to be attached 

at the carboxyl end of the A subunit, which may hamper the 

Stx2 complex formation. Finally, this study also suggests 

that such an insertion may lead to the misinterpretation of 

results when screening outbreak isolates for virulence genes 

by PCR. (Non-member participants: Yukiko Asano) 

第 86 回日本細菌学会総会 

（2013.3 千葉市） 

 

IS-printing 法を用いた腸管出血性大腸菌 O157 の分

子疫学的解析について 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

○松本 純子，林 恵子，烏谷 竜哉，四宮 博人 

愛媛県こども療育センター      浅野 由紀子 

 腸管出血性大腸菌感染症の疫学的解析においては，

迅速な菌株識別が重要であり，現在制限酵素による

DNA 切断パターンの比較によるパルスフィールドゲル電

気泳動法（PFGE 法）が広く用いられているが，操作が煩

雑であり解析には長時間を要する．そこで，操作が簡易

で短時間に結果を得られる，IS629 （IS : insertion 

sequence）の分布を利用したマルチプレックス PCR 法

（IS-printing 法）が開発され，新たに導入した解析ソフト

を用いて IS-printing の結果を解析した． 

2009 年から 2011 年に愛媛県で検出された腸管出血

性大腸菌 O157 44 株を用いた結果，家族や接触者など

のグループ事例（6 事例 23 株）では全て IS パターンが一

致し，IS-printing system と PFGE の解析はほぼ一致し

ていた．2011 年 7～8 月に IS パターンが同一である 3

事例が分離され，PFGE の解析も一致したが，感染源は

不明であった．その後の調査で，19 府県の広域から分離

された株であることが判明し，汚染食品の流通による

diffuse outbreak であったと考えられた．IS-printing 

system は PFGE（所要時間 2～3 日）に比べ，短時間

（所要時間約 3 時間）でタイピングを行うことが可能で，迅

速な情報提供を行うことにより，集団発生の可能性を視野

に入れた疫学調査を実施する上で，非常に有用である．

また，バンドの位置を相対的に比較する PFGE と異なり，

絶対的な数値で比較できることから，分析機関が異なる広

域での感染症発生時の疫学調査においても有効である． 

第 65 回 日本細菌学会 中国・四国支部総会 

（2012．10．徳島県） 

 

食中毒由来 A 群溶血性レンサ球菌の細菌学的検討に

ついて 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

○松本 純子，林 恵子，服部 昌志 

大倉 敏裕，四宮 博人 

 

A 群溶血性レンサ球菌（以下 A 群溶レン菌）は，上気道

炎や化膿性皮膚感染症などの原因菌で，様々な臨床症状

を引き起こす．近年，人から人への感染だけではなく，食

品を介しての咽頭炎の集団発生も報告されているが，食中

毒の届け出はきわめて少ない． 

平成 24 年 8 月に N 市で発生した A 群溶レン菌による

集団食中毒事例において，患者や調理従事者の咽頭ぬぐ

い液，調理施設の拭取り検体などから，菌株の分離，同定

を実施するとともに，分離株の細菌学的検討を行った． 

分離・同定検査の結果，検査対象 13 件のうち，患者の

咽頭ぬぐい液 3 件，調理従事者の咽頭ぬぐい液・手指の

拭取り検体各 1 件，調理施設・調理器具の拭取り検体 1 件
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から，A 群溶レン菌が分離された．分離された A 群溶レン

菌 6 株は，生化学的性状や T 血清型，検出された spe 遺

伝子は同じ結果であり，SmaⅠおよび SfiⅠの PFGE パタ

ーンがそれぞれ一致したことから，感染源は同一菌株であ

ることが考えられた．提供された食品については残品がな

かったので，検査は実施できなかったが，従事者の咽頭ぬ

ぐい液，手指の拭取り検体から A 群溶レン菌が分離されて

いることから，調理従事者により汚染された食品を喫食した

ことが原因と推察された． 

咽頭炎の集団発生時には食中毒の可能性を視野に入

れ，喫食調査や調理従事者の咽頭培養も考慮する必要が

あると考えられる．また，このような事例を周知し，調理従事

者は常にマスクや手袋を着用するよう指導することが重要

である． 

第 10 回愛媛県薬剤師会学術大会 

（2013．2．松山市） 

 

愛媛県で検出された GII.4 以外のノロウイルスの分子

疫学的解析 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

（＊1 西条保健所，＊2 愛媛県立新居浜病院） 

○山下 育孝，青木 里美，青木 紀子*1 

立花 早苗*2，川口 利花， 菅 美樹 

服部 昌志， 大倉 敏裕， 四宮 博人 

国立医薬品食品衛生研究所        野田 衛 

 

冬季の急性胃腸炎の主要な病原体であるノロウイ

ルス(NoV)には多数の遺伝子型が存在するが,近年

GII.4 変異株が流行の主流となっている. しかし,愛媛

県では,最近GII.4以外の遺伝子型のウイルスも数多く

検出されていることから, 最近の NoV の流行形態を

明らかにするため,GII.4 以外の NoV を中心に分子疫

学的解析を行った. 

散発例から検出されたNoVGIIの遺伝子型は7種類

で，GII.4 が 87 株(39%)，その他の遺伝子型が 134 株

(61%)で，内訳は GII.2 が 50 株，GII.3 が 41 株，GII.13

が 27 株，GII.7 が 13 株，GII.6 が 2 株,GII.12 が 1 株

であった．集団発生例からは，GII.4，3，2，13 等が

検出された．Pol/Cap の塩基配列を解析した結果，Cap

がGII.2の株は，2010年2月にはPolがGII.2とGII.15

の2種類検出されたが，3月以降はすべてPolがGII.15

の組替えウイルス(キメラウイルス)であった．同様に

GII.3 の株はすべて Pol が GII.12 で，GII.13 と GII.7

の株は両者とも Pol がすべて GII.6 のキメラウイルス

であった．Cap が GII.6 の株はキメラウイルスではな

く，第 58 回の本学会で報告した株と近縁であった．

また，Pol/Cap が GII.12/GII.3 及び GII.6/GII.13 のキ

メラウイルスは，2005/06 シーズン以降散発的に検出

されていた． 

以上の調査結果から愛媛県で散発的に流行してい

る GII.4 以外の NoV の大部分は，ORF1-ORF2 ジャ

ンクション部分で遺伝子の組替えが起ったキメラウ

イルスであることが示唆された． 

第 60 回日本ウイルス学会学術集会 

（2012.11.東京） 

 

 

感染性胃腸炎及び呼吸器疾患患者からのヒトパレコ

ウイルスの検出 

    

愛媛県立衛生環境研究所  

                ○青木 里美， 山下 育孝 

ヒトパレコウイルス(HPeV)は，主に乳幼児から小

児の呼吸器疾患や胃腸炎の患者検体から検出される．

わが国においては，HPeV 1 型及び 3 型以外の遺伝

子型については検出報告が少なくHPeVの疫学等不

明な点も多い．そこで，愛媛県における HPeV の流

行状況を調査するとともに，疾患との関連性等疫学

的情報を収集するため HPeV の検出を試みた． 

 2011 年 1 月から 12 月に感染症発生動向調査事業

で採取された感染性胃腸炎及び呼吸器疾患の患者検

体 251 件（糞便 113 件，咽頭ぬぐい液 138 件）を検

査材料とし，検出には HPeV を特異的に増幅する 5’ 

UTR 領域のプライマーを用いた．陽性例には VP1

領域の塩基配列により遺伝子型別を行った結果，感

染性胃腸炎患者の糞便 113 件中 9 件（8.0%）から

HPeV が検出された．しかし，咽頭拭い液からは検

出されなかった．HPeV が検出された患者(男性 5 名，

女性 4 名)の年齢は 9 か月から 3 歳で，89%(8/9)が 1

歳以下であった．検出時期は 8 月から 9 月で，VP1

領域全長による遺伝子では，1 型が 4 株，3 型が 2

株，4 型が 2 株，6 型が１株であった．2011 年は，

HPeV 3 型の全国的な流行が見られているが，愛媛

県においては HPeV 3 型以外に，HPeV 4 型や 6 型

が散発的に流行していた可能性が示唆された． 

    第 53 回日本臨床ウイルス学会 

（2012.6.大阪府） 
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vtx2 遺伝子への IS1203v の挿入により VT2 の発現が

抑制された腸管出血性大腸菌 O157 集団感染事例分

離株の解析 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

○烏谷 竜哉，四宮 博人 

 

2010 年に愛媛県内の保育所で発生した腸管出血性大

腸菌 O157 VT1 集団感染事例株の病原体検査を実施し

たところ，毒素産生は VT1 のみ確認されたが，遺伝子検

査では vtx1 と vtx2 が共に陽性となり，検査結果に食い違

いがみられた．そこで，原因究明のため，vtx2 の variant

型別を行うとともに，vtx2 の塩基配列を解析した． 

12 株 の 血 清 型 は す べ て O157:H7 で あ っ た ．

VTEC-RPLA による毒素産生試験では，12 株すべてが

VT1 陽性（凝集価 256 倍）で，VT2 は陰性であったが，

PCR による遺伝子検査ではすべて vtx1，vtx2 陽性であっ

た．vtx2のvariant型別を行ったところ，1株は型別不能，

残りの 11 株は vtx2c に陽性バンドが得られたが，通常より

約 1.3 kb 大きい増幅サイズであった．vtx2 の塩基配列を

決定した結果，vtx2の A サブユニット領域後半に 1313bp

の挿入配列（IS）が確認され，挿入配列は Kusumoto ら

が報告した IS1203vと一致した．12株の PFGE パターン

は 5 種類に分かれたが，いずれも 2 バンド以内の違いで

あり，IS-printing コードは全て同一であったことから，今

回の事例は同一由来株による集団感染事例であると結論

付けた．毒素産生性と PCR 結果が食い違う場合には，

VT の A，B サブユニット全体をコードする遺伝子領域を

増幅するプライマーを用い，増幅サイズを確認することが

必要と考えられた． 

第 65 回日本細菌学会中国・四国支部総会 

（2012.10 徳島市） 

 

愛媛県感染症情報センターにおけるインフルエンザ流

行の早期把握と情報提供に関する取り組み 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

〇烏谷 竜哉，菊池 理沙，二宮 順子 

大倉 敏裕，四宮 博人 

 

インフルエンザは，インフルエンザウイルスを病原体と

する急性の呼吸器感染症である．近年，迅速診断キットに

よる早期診断が可能となり，発症後早期に抗インフルエン

ザウイルス薬が投与されることによって，従来よりも患者の

有症期間は短期化していると言われる．しかし，毎年全国

で 1000 万人が罹患し，年間死亡者数は約 1 万人に上る

と推計されており，インフルエンザは依然として公衆衛生

上重要な感染症である．また，従来からインフルエンザは

冬季に流行すると考えられてきたが，診断キットの普及も

あり，沖縄県などでは近年夏季にも流行が認められるよう

になっており，本県においてもインフルエンザは年間を通

じて注視すべき感染症と考えられる． 

 インフルエンザは，「感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律」（いわゆる感染症法）におい

て五類定点把握感染症として位置付けられており，全国

約 5000，県内 61 の定点医療機関から集められる情報を

もとに，流行開始，注意報レベル，警報レベルが設定さ

れ，注意喚起の手段として活用されている．今回は，愛媛

県感染症情報センターで入手可能なインフルエンザに関

する各種の情報について概説し，その情報提供内容と活

用方法について紹介する． 

第 10 回愛媛県薬剤師会学術大会 

（2013.2 松山市） 

 

LC/ICP/MS による水道水中における有機リン系農薬の分

析法の検討 

    

愛媛県立衛生環境研究所  

○宮本 紫織，福田 正幸，新田 祐子 

吉田 紀美，大倉 敏裕 

 

イオン解離性農薬であるグリホサートは除草剤として世

界中で広く使用されているにも関わらず，その分析方法

はプレカラム又はポストカラム誘導体化HPLC法が採用さ

れており，操作が繁雑で多くの労力を有する．近年注目さ

れているLC/MS法での分析も報告されているが，グリホ

サートはイオン化が非常に困難であるため，濃縮操作や

大量注入を行う必要がある． 

今回，グリホサート及びその分解物，グリホシネートおよ

びその分解物，ホセチルの５種類の物質について分子中

に含まれるリン（P）を測定対象としたLC/ICP/MS法による

分析を検討した．その結果．カラムにイオン交換カラムを

用い，リアクションガスに酸素（O）を用いたDRCモードで

質量数47（PO+）を測定することにより，簡易迅速な分析

が可能となった．分析条件の検討の結果，0.2～50mg/L

の範囲で良好な直線性を示した． 

また，水道水の原水を想定して地下水及び河川水で添

加回収率を求めた結果，回収率 91.6～101.0％，変動係
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数 1.6～3.8％と大変良好な結果であった． 

第 21 回環境化学討論会 

（2012．7．松山市） 

 

LC/ICP/MS による水道水中における有機リン系農薬の分

析法の検討 

 

愛媛県立衛生環境研究所        

○宮本 紫織，福田 正幸，新田 祐子 

吉田 紀美，大倉 敏裕 

 

イオン解離性農薬であるグリホサートは除草剤として世

界中で広く使用されているにも関わらず，その分析方法

はプレカラム又はポストカラム誘導体化HPLC法が採用さ

れており，操作が繁雑で多くの労力を有する．近年注目さ

れているLC/MS法での分析も報告されているが，グリホ

サートはイオン化が非常に困難であるため，濃縮操作や

大量注入を行う必要がある． 

今回，グリホサート及びその分解物，グリホシネートおよ

びその分解物，ホセチルの５種類の物質についてH23年

度の研究に改良を加え，さらに高感度な測定が可能とな

った．分析条件の検討の結果，0.02～50mg/Lの範囲で

良好な直線性を示し，水質管理目標設定項目であるグリ

ホサート及びホセチルは，目標値の1/100の測定が可能

となった． 

また，水道水の原水を想定して地下水及び河川水で添

加回収率を求めた結果，回収率 91.6～109.0％，変動係

数 0.8～3.8％と大変良好な結果であった． 

第 49 回全国衛生化学技術協議会年会 

（2012．11．高松市） 

 

愛媛県における食品中の残留農薬等の一日摂取量実

態調査 

                    

愛媛県立衛生環境研究所 

○舘野 晋治，伊藤 友香，井戸 浩之

宇川 夕子，吉田 紀美，大倉 敏裕 

 

 愛媛県では，県民の食の安全安心の確保を図るため，

マ ーケ ッ トバ スケ ッ ト方式に よ る GC/MS/MS 及び

LC/MS/MS を用いた食品中の残留農薬（202 項目），

HPLC 及び分光光度計を用いた食品添加物（9 項目）及

びゲルマニウム半導体検出器を用いた放射性セシウムの

一日摂取量調査を行った． 

試料としては，愛媛県内で購入した食品を必要に応じ

て調理を行った後，Ⅰ～ⅩⅢ群の食品群ごとに均一に混

合粉砕したもの及び当所の水道水を飲料水として使用

し，調査を行った． 

残留農薬は，果実類，緑黄色野菜，淡色野菜，調味料

の各群から検出されたが，平均体重 50kg とした場合の一

日摂取量は，全て一日許容摂取量（ADI）を大きく下回っ

ており（対 ADI 比 0.003%～0.85%），安全性に問題な

いと考えられた． 

食品添加物は保存料 8 項目，漂白剤 1 項目について

調査したところ，淡色野菜及び魚介類からソルビン酸が，

乳類・乳製品から安息香酸が検出されたが，平均体重

50kg とした場合の一日摂取量は，全て一日許容摂取量

（ADI）を大きく下回っており（対 ADI 比 0.46%～

0.5%），安全性に問題ないと考えられた． 

放射性セシウムについては，全ての食品群においてセ

シウム 134，セシウム 137 ともに検出限界値以下であり，

汚染は確認されなかった． 

第 49 回全国衛生化学技術協議会年会 

(2012.11. 高松市) 

 

県内に流通する食品に含まれる放射性セシウムにつ

いて 

    

愛媛県立衛生環境研究所 

○伊藤 友香，井戸 浩之，舘野 晋治 

宇川 夕子，吉田 紀美，大倉 敏裕 

四宮博人 

 

 愛媛県では，行政検査として県内で流通している個別

の食品に含まれる放射性セシウム検査を行い，その安全

性を確認しているが，更に，食事を介しての放射性セシウ

ムの一日摂取量を推定し，安全性を確認するため，ゲル

マニウム半導体検出器を用い，トータルダイエットスタディ

による放射性セシウムの一日摂取量調査を行った． 

試料として，平成 19 年度の国民健康・栄養調査（四国

ブロック）の食品摂取量をもとに，県内東予，中予，南予３

地域の販売店で購入した 173 品目の食品を必要に応じ

て調理を行った後，Ⅰ～ⅩⅢ群の食品群ごとに分類し，

それぞれを均一に混合粉砕したもの及び当所の水道水

を飲料水として使用し，調査を行った． 

測定機器はゲルマニウム半導体検出器 GEM40（セイ

コー・イージーアンドジー(株)製）を用い，各々の群につ

いて測定時間 80000 秒で測定を行った． 
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放射性セシウムについては，全ての食品群においてセ

シウム 134，セシウム 137 ともに検出限界値以下であり，

県内の流通食品には原子力発電所の事故の影響は及ん

でいないと考えられた． 

第 10 回愛媛県薬剤師会学術大会 

(2013.2. 松山市) 

 

本人意思の確認に苦慮した事例 

 

愛媛県臓器移植支援センター   ○篠原 嘉一 

日本臓器移植ネットワーク     真鍋 奈緒子 

 

改正臓器移植法施行により，「拒否」を含めた本人意思

確認の重要性が増したが，今回，この本人意思の確認に

苦慮した事例を経験したので報告する． 

症例 1） 60 歳代男性．原疾患は心疾患．発症直後より

循環動態が不安定で，懸命な治療を行うも，翌朝には回

復不能状態となり，家族より臓器提供の申し出あり．低血

圧・時間的猶予が少ない中，「拒否意思なし」の確認が必

要であった． 

症例 2） 成人男性．原疾患は脳出血．発症翌日には脳

死に近い状態となり，家族から臓器提供の申し出あり．家

族全員提供意思を記したカードの存在を知っていたが，

カードを発見出来ず，「本人意思不明」として対応すること

となった． 

本人意思が不明な場合にでも臓器提供は可能である

が，家族内で意思の共有が図れていれば，後悔のない判

断が下しやすくなる．改正臓器移植法施行以降，再三マ

スコミに取り上げられたり，健康保険証や運転免許証の裏

面に意思表示欄が設けられたりと，臓器移植について考

える機会が増しており，家族内での意思の共有・意思表

示について引き続き，普及啓発に努めていきたい． 

第 30 回中国四国臨床臓器移植研究会 

（2012.8.広島県） 

 

当県における児童虐待に関する外部照会体制につ

いて 

 

愛媛県臓器移植支援センター      篠原 嘉一 

 

改正移植法では，18 歳未満から臓器提供を行う場合，

虐待の疑いがないかを確認する必要があり，各提供施設

においては，虐待対応委員会等の設置やマニュアルの

策定・改訂等体制整備が進められている．しかし，臓器提

供施設マニュアルに触れられている児童相談所への照会

については，個人情報保護条例との兼ね合いから，全国

的に照会体制の整備が進んでいないのが現状である．今

回，当県における関係機関への照会体制を確立したので

報告する．体制整備の流れは， 

1 関係機関へ改正移植法の周知と現状把握 

2 県移植 Co・医療対策課・子育て支援課間の協議 

3 警察本部との協議 

4 児童虐待をテーマに院内 Co 研修会の開催 

5 提供施設担当者と子育て支援課との協議 

警察への照会については，定期的に情報交換を行っ

ていたことから，当初より積極的な協力が得られたが，児

童相談所については，これまで臓器提供と関係がなかっ

たことや，個人情報保護条例との兼ね合いから，体制整

備の進め方に苦慮した．しかし，臓器提供の現状と流れ，

虐待照会の必要性・内容の説明や児童虐待をテーマに

院内 Co 研修会を開催していく中で，臓器移植への理解

が進み，子育て支援課の積極的な協力のもと，県内各児

童相談所への照会体制が確立出来た． 

第 46 回日本臨床腎移植学会 

（2013.2.千葉県） 

 

バクテリアリーチングによるし尿汚泥等焼却灰からの

リンの溶出について 

 

愛媛県立衛生環境研究所  

○中村 洋祐，大塚 将成 

愛媛大学農学部              治多 伸介 

株式会社ダイキアクシス 

大森 大輔，寺坂 晃子，門屋 尚紀 

 

リンは広く生物の生命維持のために必要な元素であり，

特に農業には必要不可欠な資源である． 

我が国はリン資源を，中国及び南アフリカなど限られた

国からリン鉱石やリンの化成品の形で 100％輸入してい

る．将来のリン需給は，採掘コストの増加等によって，徐々

に高騰することが予想され，世界的なリン肥料不足による

農業への影響が懸念されている． 

こうした中，リンを多量に含んだまま廃棄されている廃

棄物に生物系廃棄物の焼却灰がある．近い将来，リン資

源の確保が難しくなることが予想されることから，リンを回

収して再利用することが重要課題となりつつある． 

そこで本研究では，県内で排出されるし尿汚泥等の生

物起源の焼却灰から，リンの回収再資源化を目的に，バ
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クテリアリーチング（以下，BL）による溶出技術について

検討した結果，次のことが判明した． 

○ リン等の含有量調査の結果，焼却灰中に最大13wt%

のリンの含有が確認され，市販熔成リン肥等よりも多く

含有されていることから，リン資源としてのし尿汚泥焼却

灰の有用性が示唆された． 

○ また，Al や Fe などの含有率が高いという特徴を持っ

ていたが，アンケート調査結果と照らし合わせたところ，

それらの金属は排水処理や汚泥処理時に使用される

薬剤に由来することが判明した． 

○ BL 溶出試験の結果，試料 K，M，L でそれぞれ

5400mg/L，4600mg/L，5600mg/L と高濃度にリンが

溶出したが，このことはし尿汚泥等焼却灰に対して BL

が有効であることを示唆している． 

○ 今後は，使用薬剤，菌株，培地，培養方法について

経済性，実用性を考慮した BL 条件の検討及び吸着材

を用いたリンの回収試験を行っていく予定である． 

 第 47 回日本水環境学会年会 

（2013.3.  大阪市） 

 

愛媛県における特定希少野生動植物ナゴヤダルマガ

エルの生息調査 

 

愛媛県立衛生環境研究所  

○畑中 満政，好岡江里子，中村 洋祐 

徳山 崇彦 

かわうそ復活プロジェクト         松田 久司 

愛媛自然環境調査会           今川 義康 

愛媛県立とべ動物園           高村 裕二 

面河山岳博物館              岡山 健仁 

 

ナゴヤダルマガエル（Rana porosa brevipoda）は，愛

媛県レッドデータブック（2003 年）において絶滅危惧Ⅰ

類に位置づけられ，愛媛県野生動植物の多様性の保

全に関する条例（平成 20 年条例第 15 号）においても

特定希少野生動植物に指定し，今治市大三島町台地

区に保護区を設け生息域の保全・確保に努めている．  

本種は瀬戸内海島しょ部（大三島，伯方島）の水田

や用水路等に生息しているといわれているが，近年個

体が確認されておらず，保護区に隣接する水田も現在

耕作放棄地となっていることから，本種の生息状況の把

握が喫緊の課題となっている．そこで，当研究所では

県内の各関係機関・団体と協力してナゴヤダルマガエ

ルの生息調査を実施した． 

調査は，2011 年 5 月～8 月の間，保護区及びその

周辺地域 3 カ所において踏査による個体の確認と鳴き

声調査を実施した．踏査は月 2 回の頻度で 8 回実施

し，調査地域内の水田の畦畔や用水路，休耕田等を踏

査し，目視により本種の確認を行った．鳴き声調査は

IC レコーダーを各地区 1 カ所設置し，毎日 20:00～

20:10 の 10 分間及び 21:30～22:30 の 1 時間の音声

モニタリングを行った．また踏査による調査日には

15:00～翌 11:00 の 20 時間録音を追加して実施した． 

その結果，正確な個体の確認には至らなかったもの

の，複数個体の鳴き声が確認された．また，保護区周

辺ではカエル類がほとんど確認されず，生息環境の悪

化が顕著であった． 

今後はさらに詳細な生息調査を各関係機関・団体と

共同で実施し，本県におけるナゴヤダルマガエルの生

息分布域を把握するとともに，生息環境要因を解明し

て保全策を検討することにより，本種の回復に向けた取

り組みを進めていくこととしている． 

第 21 回環境化学討論会 

（2012.7. 松山市） 

四国の自然は，いま 2012 

（2012.12. 高知市） 

 

東温市上林の里山における環境省モニタリングサイト

１０００里地調査結果 

愛媛県立衛生環境研究所        ○山中 悟  

愛媛自然環境調査会  

山本 貴仁，相原 博行，小川 次郎 

高村 裕二，丹下 一彦，西原 博之 

前田 洋一，松田 久司，宮岡 速実 

今川 義康 

 

愛媛県東温市上林地区では，環境省の重要生態系監

視地域モニタリング推進事業（モニタリングサイト 1000）里

地調査において，四国唯一の重点監視地域（コアサイト）

に選定され，2009年度から様々な動植物の調査に取り組

んでいる． 

本調査では，里地里山調査で行われる 9 項目のうち 8

項目（植物相，鳥類，中・大型哺乳類，カヤネズミ，カエル

類，チョウ類，ホタル類，水環境）を選定し，総合的に 100

年間調査を継続することとしており，現在 4 年目の段階で

はあるが，①植物相では圃場整備田で外来種が優勢とな

る一方，林縁部や水田内には在来種が比較的多く存在

する，②鳥類ではヒゲガビチョウの鳴き声の確認，③中・
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大型哺乳類では県内でまだ事例の少ないアライグマの確

認，④カエル類では，休耕田・耕作放棄田などの限られ

た水場においてヤマアカガエルの産卵が 200～300 と集

中している，⑤チョウ類では希少種は少ないものの，県内

の約半数の種類のチョウ類を確認するなど，多くの外来

種の侵入や在来種の残る環境の状況などが明らかとなっ

てきている． 

今後も継続的な調査の実施により，動植物の動態を把

握することにより，地域の自然環境の保全に役立てていき

たいと考えている． 

第 21 回環境化学討論会 

（2012.7. 松山市） 

 

生物多様性保全をめざした水田内環境整備 

 

愛媛県立衛生環境研究所  

○好岡江里子，畑中 満政，篠崎 由紀 

 

生物多様性にとって重要な生態系のひとつである里地

里山は，古来より人間が自然に適度な働きかけをして成り

立ってきた二次的自然環境である．ここでは，多様な生物

がその環境を巧みに利用して生息しているが，近年の人

間活動の変化によってそのバランスが崩れ，多くの生物

が生存の危機に瀕する場所ともなっている． 

この中で主要な景観要素を占める「水田」は，農業生産

の場であるのみならず，周辺のため池や河川・用排水路

等との結びつきによってきわめて多様性に富んだ環境を

有しており，元来，多様な生物の生息地としての役割も果

たしていた．しかし現在では，愛媛県におけるレッドリスト

掲載種のうち，水田とその周辺に生息する生物が約 4 分

の 1 を占めるに至っている． 

このため，農業と生物が共生できる環境整備の観点か

ら，水田内に簡易な水路を設置して，中干し時における

水生生物の避難場所を確保するとともに，水路内の湛水

期間の延長によって産卵・越冬場所を確保することによ

り，水田とその周辺に生息する生物種の多様性の保全を

めざした水田内環境整備試験を行った． 

試験は，県内の中山間地域に位置する試験圃場（水

田）で 2009 年 4 月から 2010 年 8 月まで実施した．試験

圃場内に深さ 30cm 程度の素掘りの水路（簡易水路）を設

置し，栽培期間中および収穫後も取水が可能な 12 月下

旬まで湛水管理を行った．簡易水路，簡易水路を設置し

た水田（試験田）および土畦畔をはさんで隣接する水路

のない水田（対照田）においてコドラートを用いた水生生

物調査を行うとともに，簡易水路設置に係る営農への影

響についても調査を行った． 

その結果，簡易水路は，収量や労力の面で営農に支

障をきたすことなく取り組むことが可能であり，中干しや間

断潅水等による水田内の環境の変化に影響を受けること

なく水生生物の生息地および産卵・越冬場所として有効

に機能していたことが確認された． 

第 21 回環境化学討論会 

（2012.7. 松山市） 

四国の自然は，いま 2012 

（2012.12. 高知市） 

 

生物多様性えひめ戦略の策定と生物多様性センター

の役割について 

 

愛媛県立衛生環境研究所        ○山中 悟 

 

愛媛県では，平成17年3月に策定した「愛媛県野生動

植物の保護に関する基本指針」を全面的に見直し，今後

の本県の生物多様性保全の基本計画となる「生物多様性

えひめ戦略」を平成 23 年 12 月に策定した． 

本戦略では，「伝えていこう！生きものの恵みと愛媛の

暮らし」をテーマに掲げ，将来にわたって生物多様性の

恵みを享受して，人と自然が共生し，豊かな自然と文化が

守り育まれる「100 年先も 生きものみんな やさしい愛顔

(えがお)」でいられる社会の実現を，めざすべき将来像と

している．本戦略の特徴は，希少な動植物の保護のみを

中心とするのではなく，人や地域がそれぞれの暮らしの

中で育んできた多様な生きものとのつながりや絆（これを

戦略では‘内なる生物多様性’と称する．）の保全に焦点を

当てることにより，県民総ぐるみで生物多様性の保全に取

り組むとした点であり，将来像を実現するため，①多様な

生きものを守り，生息・生育地の生態系を保全・再生し管

理していくことを目指す「生物多様性の保全と管理」，②

社会経済的な仕組みを取り入れた生物多様性の恵みの

持続可能な利用を目指す「生物多様性の恵みの持続可

能な利用」，③多様な人々が連携・協働し，それぞれの役

割を果たすことを目指す「多様な人々の連携・協働」の 3

つの目標を定め，13 項目の行動計画を設定している． 

また，本戦略を推進する拠点として，平成 24 年 4 月に

「愛媛県生物多様性センター」を設置した．センターで

は，生物多様性の保全に関する調査・研究をはじめ，情

報の収集・分析・公表や普及啓発，NPO 等の支援などを

行うこととしており，本年度は，特定希少野生動植物（ナゴ
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ヤダルマガエル）に関する調査研究，レッドデータブック

の改訂等のほか，大学や NPO 等の関係機関・団体との

ネットワークを構築する「えひめの人と生きもの学会(仮

称)」の設立に向けた支援等の活動を行っている． 

第 15 回自然系調査研究機関連絡会議 

（2012.11. さいたま市） 
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第 27 回公衆衛生技術研究会 

 

＜特別講演 Ⅰ＞ 

 

感染症対策における国立感染症研究所と地方衛生研

究所の連携：蚊媒介性ウイルス感染症を例として 

    

国立感染症研究所副所長        倉根 一郎 

 

国立感染症研究所と地方衛生研究所は我が国の感染

症対策に科学的基盤データを提供する重要な役割を果

たしている．それぞれ設立の基盤は異なるが，2 つの組織

間には equal partner として緊密な連携が取られている． 

国立感染症研究所と地方衛生研究所は，衛生微生物

協議会を設立し定期的な情報交換を行なうとともに，共通

の病原体検査マニュアルを作成しどの研究所においても

同様の検査法を用いることにより，検査の統一が計られて

いる．また，15 種類の感染症（あるいは感染症群）につい

ては，国立感染症研究所と全国各ブロックの地方衛生研

究所からなるレファレンスセンターが設立されており，検

査法の改定やレファレンスの共有等が進められている．特

に，麻疹排除に向けた取り組みやインフルエンザ対応に

おいては両者のネットワークが大きな貢献をしている．さら

に，このようなネットワークとともに，日常的にも各病原体

についての共同研究が行われていることも，国立感染症

研究所と地方衛生研究所の連携を一層強固なものとして

いる．地方衛生研究所からの病原体検出情報は感染症

サーベイランスシステムを通じて報告され国の感染症対

策に生かされるとともに，感染症発生動向調査週報や病

原微生物検出情報により広く情報提供されている． 

一例として取り上げる蚊媒介性ウイルス感染症には日

本脳炎，デング熱等，世界的に大きな問題となる感染症

が含まれている．日本脳炎に関しては，1960 年代から感

染源調査（自然宿主であるブタにおける日本脳炎ウイル

スに対する抗体獲得状況の調査），感受性調査（ヒトにお

けるに日本脳炎ウイルス中和抗体の状況の調査）がなさ

れている．1960 年代には年間数千人を数えた日本脳炎

患者報告数は近年年間 10 人未満である．しかし，ブタの

日本脳炎ウイルス抗体の獲得は以前とあまり変わらず夏

季日本全国でおこっており，患者発生は激減したが，日

本脳炎ウイルス感染蚊が活動は起こっていることを示して

いる．一方，日本脳炎ウイルスに対する抗体陽性率の年

齢分布状況の現状や経年変化は，我が国における日本

脳炎ワクチン施策の策定のための重要なデータとなって

いる．日本脳炎ウイルスに対する感染源調査および感受

性調査をこのように長期にわたって行っている国は日本

以外にはなく，世界に誇るべきデータといえる． 

デング熱は近年患者数の増加，流行の地域的拡大が

大きな問題となっている感染症である．現在のところ国内

感染例はなくすべて海外において感染した例である．年

間 100 例を越える患者報告がなされており近年増加傾向

にある．デング熱の確定診断には病原体・血清学的検査

が必須であるが，衛生微生物協議会アルボウイルスレファ

レンスセンターのネットワークを通じて国内各地の地方衛

生研究所における検査体制が整備されている． 

以上のように，国立感染症研究所と地方衛生研究所は

緊密に連携し感染症対策の科学的基盤を担っている．し

かし，未だ十分な連携がとられていない点があることも事

実であり，連携のさらなる強化に向けて今後も相互の継続

的な努力が必要である． 

 

＜特別講演 Ⅱ＞ 

 

環境汚染と子どもの健康 

    

愛媛大学沿岸環境科学研究センター 

特別栄誉教授 田辺 信介 

 

環境省は，10 万組の親子を対象に子どもの健康と環

境に関する全国調査（エコチル調査）を開始した．こ

うした大規模プロジェクトの背景には，小児喘息や代

謝・内分泌系の異常等増加しつつある子どもの疾病に

対する環境汚染物質の影響が懸念されるからである．

本講演では，子どもの脆弱性・特異性を踏まえながら，

ダイオキシンやポリ塩化ビフェニール(PCBs）等有害

物質による人体汚染の実態と子どもの健康リスクに

ついて紹介する． 

ヒトは日常生活で被るストレスにより生体機能が

攪乱され，疫病，遺伝病，環境病等の疾病を患う．原

因となるストレスは，社会経済・教育情緒・自然環境・

遺伝習慣等に由来するものが大半であるが，ハイリス

クライフステージの化学汚染，すなわち胎児・新生

児・幼児期における化学物質曝露の影響も重要なスト

レス因子として注目されはじめている． 

PCBs などの有害物質はヒトのへその緒に 100%の

検出率で残留しており，胎盤を経由して母親から胎児

へ移行していることは確実である．また晩婚少子化が

進行している日本のような先進国では，早婚多産の途
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上国に比べ授乳によるPCBsの母子間移行量が多いこ

とも指摘されている．胎児期から乳幼児期の子ども

は，知能指数の低下など PCBs の毒性に対して敏感な

ことが北米・五大湖周辺のコホート調査によって明ら

かにされており，化学物質の曝露リスクはこのライフ

ステージに焦点をあてて議論されねばならない． 

化学物質の毒性は親化合物だけでなく，生体内変化

物すなわち活性代謝物にも注目する必要がある．

PCBs は生体内の薬物代謝酵素により水酸化物

（OH-PCBs）に代謝され，さらに抱合酵素の作用で

水溶性を増し体外へ排泄される．しかし，一部の

OH-PCBs は甲状腺ホルモンのチロキシン（T4）と構

造や物性が類似しているため，血中 T4 輸送タンパク

のトランスサイレチン（TTR）と強く結合する．その

ため OH-PCBs の血中半減期は長く，TTR に対する

OH-PCBs と T4 との競合結合作用が甲状腺ホルモン

のホメオスタシス（恒常性）を攪乱することが指摘さ

れている．PCBs は多様な毒性を示すが，最近になっ

て甲状腺ホルモン介在の脳神経系への影響が懸念さ

れはじめ，生物の行動異常に関わる物質として

OH-PCBs の作用が大きな関心を集めている．その先

導的研究事例として，脳の培養細胞を用いた試験によ

り極微量の OH-PCBs で甲状腺ホルモン標的遺伝子の

発現が抑制されることを明らかにした成果や，野生生

物の脳から有意な濃度で OH-PCBs を検出した報告

は，PCBs 代謝物の影響が現実味のある生態リスクと

して切迫化しつつあることを実感させる．PCB 代謝物

に関する類似のリスクは，当然のことながらヒトでも

予想される．ヒトの行動異常に関わる脳発達期の化学

汚染は解明が期待される今後の重要課題であるが，人

類の知能低下や社会の活力喪失を惹起する可能性が

あるという視座で真摯に取り組む必要がある． 

 

＜講演＞ 

 

愛媛県における公害行政と環境行政 

  ～愛媛の公害・環境白書・愛媛県環境白書から～ 

    

愛媛県立衛生環境研究所副所長   大川 和彦 

 

【はじめに】 

昭和 20 年代後半以降，戦後復興による近代化と高度成

長の流れの中，全国各地で公害が大きな社会問題とな

り，本県でも，光化学スモッグ等の大気汚染や海域等の

ヘドロ・水質汚濁など多くの公害や環境問題が発生し，県

行政と衛生環境研究所，保健所において様々な対応が

なされてきた． 

昭和が平成に移り 21 世紀に入った今，公害という言葉さ

え過去のものになりつつあり，環境の時代となったが，こ

れまでに発行された 40 冊の「愛媛の公害」・「環境白書」・

「愛媛県環境白書」等を振り返り，本県における公害行政

と環境行政の流れを整理したので報告する． 

 

【住友別子銅山に係る煙害問題】 

県として対応した最初の大きな公害問題が，住友別

子銅山に係る煙害問題である． 

元禄 4（1691）年から採鉱が始まった別子銅山は，世

界有数の銅鉱山として栄えたが，新居浜市の国領川周

辺では藩政時代から鉱毒水による土壌汚染で地租の

減免がなされ，別子山地区では坑道補強と製錬のため

の森林伐採と亜硫酸ガスの発生で原生林が荒れ果て

て山肌を見せていた． 

明治 21 年に新居浜市惣開に洋式製錬所が完成，そ

の後鉱山鉄道の開通等で産銅量が増加し，明治 26 年

以降，製錬所から発生する亜硫酸ガスが新居浜市内の

農作物に煙害をもたらした．住友は製錬所を瀬戸内海

の沖合にある四阪島へ移転，明治 38 年に移転を完了

したが，かえって煙害の拡大・広域化を招き，越智・周

桑・新居・宇摩 4 郡の稲・麦作などに被害が発生して，

農民の激しい反対運動を引き起こし，昭和14年まで47

年にも及ぶ深刻な長期紛争となった． 

住友は海外の書物でペテルゼン法という脱硫技術を

見つけ，昭和 2 年以降順次排ガス処理施設の整備を

行い，排ガス中の二酸化硫黄の回収に成功した．この

施設は，日本最初の排煙脱硫施設で，当時我が国の

科学的知見からみても，高い技術力と先見性であった

と考える． 

 この煙害問題に関しては県行政も知事以下が積極的

に関与し，国農商務省や地元自治体と連携して地域農

民と企業との妥協に尽力したほか，特筆すべきは，賠

償金の使途を一任された知事が，被害農民に分配する

ことなく，農業改良基金や学校建設資金，被害地農事

改良事業費などに充当し，後生の人材育成や産業振

興等の目的に活用したことである． 

【黎明期（昭和 40 年代）の公害行政】 

第二次世界大戦後，我が国の世界に類を見ない経

済発展・高度成長は，深刻な環境汚染を引き起こし公

害問題が大きな社会問題となった．本県でも，松山市
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周辺や新産業都市の建設が始まった東予地域では，

重化学工業の進出やコンビナート化が進行し，紙・パル

プ工業，石油・化学工業，非鉄金属，機械工業などの

工場が立地し，昭和 30 年代から 40 年代にかけて海域

への排水やヘドロによる水質汚濁や硫黄酸化物等によ

る大気汚染などの公害問題を引き起こし，県では，昭

和 38 年から県公害対策連絡協議会などの設置により

対応を行った． 

昭和43 年10月，県行政における公害に係る最初の

専門部署として衛生部環境衛生課に環境保全係の設

置などが行われ，以後，昭和 45 年 4 月には衛生部公

害対策室の設置，昭和 45 年 8 月には公害課，衛生研

究所公害部の設置，昭和 46 年 4 月には環境生活局の

新設，昭和 47 年 4 月には公害研究所，新居浜市の東

予公害監視センターの設置などで，公害行政の推進体

制は確立していった． 

また並行して，愛媛県公害防止条例の公布（昭和 44

年 10 月），公害対策審議会等の設置などの体制整備，

大気汚染防止法に基づく硫黄酸化物の規制地域の指

定（Ｋ値設定・昭和44 年3 月～），騒音規制法に基づく

規制地域の指定（昭和44 年8 月～），公害対策基本法

に基づく水質環境基準の水域のあてはめ（昭和46 年5

月～）等の規制地域の指定も，現地調査を行いながら

実施されており，昭和 48 年頃までの短い期間で本県

公害行政の基礎が形作られた． 

昭和 40 年代後半から 50 年代にかけて，公害の中で

も広域的で住民への影響も大きい大気汚染と水質汚濁

に関して総量規制という新しい制度の運用がなされた．

即ち，閉鎖性水域である瀬戸内海に係る瀬戸内海環境

保全臨時措置法等に基づく水質総量削減計画と，東予

地域公害防止計画に連動した硫黄酸化物に係る県公

害防止条例での大気汚染総量規制の導入である． 

水質総量規制は，昭和 48 年 11 月施行の瀬戸内海

環境保全臨時措置法により産業排水に係るＣＯＤ汚濁

負荷量を昭和 47 年度当時の 1/2 程度に減少させ，そ

の後も国の方針に従い，本県では昭和 55 年 3 月に策

定した「第1次ＣＯＤ総量削減計画」以降，昭和55年か

らはりんを，平成 8 年からは窒素を加えて，現在まで 7

次にわたりＣＯＤ・窒素・りんの総量削減計画が継続し

ている． 

一方大気汚染については，生産規模の拡大等に伴

って汚染負荷量の増加等が予想される東予地域にお

いて，工場等から排出される硫黄酸化物の現状分析と

将来予測を行い，地域において許容される汚染物質の

排出総量を推定したうえで，昭和 49 年 3 月から県公害

防止条例による総量規制を導入した．これは地域全体

の汚染物質排出許容総量を定めて，いかなる場合もこ

れ以上に排出されることがないようにする新たな公害規

制方式で，昭和49年12月に国の承認を受けた東予地

域公害防止計画の環境目標値達成に大きく寄与した． 

東予地域公害防止計画は，昭和54 年度に第2 期計

画に見直し，各種施策の総合的な推進により，昭和 59

年3月をもって計画を終了したが，10年間という短期間

で環境基準をほぼ達成して，計画を終了したことは高く

評価できると考える． 

    

【平成以降～21 世紀の公害･環境行政】 

昭和から平成へと時代が大きく変化する中で，環境

の質は次第に安定して，公害問題は沈静化の時期を

迎え，地球温暖化対策，循環型社会構築，生物多様性

保全など地球規模や広域的課題としての環境問題に

行政施策の重点が移行した． 

ただ平成の初期の頃までは，工場・事業場等から排

出される汚染物質の防止対策とともに，生活雑排水に

よる水質汚濁，自動車からの大気汚染や交通騒音，カ

ラオケによる近隣騒音等日常生活から発生する各種の

公害や，新たな化学物質による環境汚染，フロンガスに

よるオゾン層の破壊など，公害という範疇を超えた環境

保全や生活環境の安全性が求められるようになり，生

活の中の潤いとやすらぎ，環境と人間の共生などが新

たなキーワードとなった． 

21 世紀に入ると，県では「環境先進県えひめ」を標

榜し，環境創造センターの設置，地球温暖化防止指針

の策定，バイオマス等の利活用，環境化学物質対策，

環境教育の推進など，快適環境の創造に向けた環境

行政が推進されていった． 

その後も，平成 21 年度の「えひめ環境基本計画」と

「愛媛県地球温暖化防止実行計画」，平成 23 年度の

「生物多様性えひめ戦略」，「第三次えひめ循環型社会

推進計画」，平成 24 年度の「愛媛県バイオマス利活用

推進計画」など県としての方向性を示した計画が策定さ

れ，愛媛のすばらしい環境・自然を守り，次代に引き継

いでいくための施策は着実に進行している． 

 

【おわりに】 

これからの日本は，一層の少子高齢化が進み，人口

減少社会へと進むことが予想されている．しかしどのよ

うな社会経済情勢の中にあっても，県民の安全安心を
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守るための公害防止と環境保全に向けた歩みを止める

ことはできないと確信する．現在のこの快適で安全な環

境は，これまでの県民や企業，行政などの先人の方々

の英知の結集であるとともに，努力と熱意の賜物である．

今，環境行政に従事している私たちは，このすばらしい

環境と豊かで恵まれた自然を次の世代に引き継いでい

くため，将来を見据えたできる限りの努力を重ねていく

ことが大切であると考える． 

 

＜研究発表＞ 

 

おにぎりを原因食品とするＡ群溶血性レンサ球菌食中

毒事例 

 

西条保健所 伊藤 樹里 

 

平成 24 年８月，管内の飲食店が製造し，自治会夏祭り 

で販売されたおにぎりを喫食した 89 名中 46 名が発熱，

咽頭痛等を訴える事例が発生した．食中毒及び感染症の

両面から調査を開始したところ，発症者の共通食品はお

にぎりのみであること，潜伏時間が一峰性を示しているこ

と等が判明した．また検査の結果，おにぎり調理時に使用

したトレイ及び従事者手指の拭き取り，従事者及び発症

者の咽頭ぬぐい液から，同一血清型のＡ群溶血性レンサ

球菌が検出された．以上のことから，今回の事件はおにぎ

りが原因の食中毒であると断定した． 

製造工程等の調査の結果，従事者１名は手指に傷がある

にもかかわらず指サックのみで調理に携わっていた他，

製造後の保管温度等も不適切であったことが判明した．こ

のことから，従事者を介して食品が菌に汚染され，さらに

保管中に菌が増殖したことにより本食中毒が発生したもの

と考えられた．今回の事例では，早い段階で自治会の協

力が得られたこと，関係機関の連携が速やかにとれたこと

が原因究明に重要なものとなった． 

 

食中毒由来 A 群溶血性レンサ球菌の細菌学的検討に

ついて 

 

愛媛県立衛生環境研究所   林 恵子 

 

平成 24 年8 月に新居浜市で発生した集団食中毒事例

において，A 群溶血性レンサ菌の分離，同定を実施する

とともに，分離株の細菌学的検討を行った． 

患者 5 名，調理従事者 2 名の咽頭ぬぐい液７件，調理

施設・調理器具，従事者の手指の拭取り検体15件を対象

に菌の分離・同定検査を実施した結果，患者 3 名，調理

従事者 1 名，調理器具 1 件から，6 株が分離され，T 血清

型はすべて B3264 型であった．6 株の SmaⅠおよび Sfi

Ⅰによる PFGE パターンがそれぞれ一致したことから，同

一由来株であることが考えられた．原因食品については

残品がなかったので，検査は実施できなかったが，従事

者の咽頭ぬぐい液，手指の拭取り検体から A 群溶レン菌

が分離されていることから，調理従事者により汚染された

食品を喫食したことが原因と推察された． 

 

 

Trap-HS/GC/MSを用いた水中生ぐさ臭物質の分析法

の検討 

 

愛媛県立衛生環境研究所 福田 正幸 

 

水道水における「におい」の規制については，水道法

第 4 条に基づき，官能検査による臭気及び異臭物質（ジ

ェオスミン，2-メチルイソボルネオール）の水質基準が設

定されている． 

一方，その他の生ぐさ臭原因物質として，2,4-ヘプタジ

エナール及び 2,4-デカジエナールが知られており，辻村

は，琵琶湖において植物プランクトン（ウログレナ・アメリカ

ーナ）によりこれらの異臭物質が産生され，水道浄水過程

で除去しきれず，水道水に「生ぐさ臭」が生ずる事例につ

いて報告している．しかし，これらの物質は，水道法にお

いて水質基準項目等に規定されておらず，その分析法に

ついても，ヘッドスペース（HS）/GC/MS 及びパージ・トラ

ップ/GC/MS 等による報告例はあるものの，より迅速かつ

簡便な分析法が望まれる． 

今回，従来のヘッドスペースシステムに揮発性成分濃

縮 効 果 を 持 つ ト ラ ッ プ 管 を 組 み 合 わ せ た

Trap-HS/GC/MS を用いた水中生ぐさ臭原因物質の分

析法を検討したので報告する． 

 

燧灘の栄養塩類について 

 

愛媛県立衛生環境研究所 千葉 倫敬 

 

近年，瀬戸内海は貧栄養化が進行していると指摘され

ており，県内海域では燧灘でノリの色落ち等の被害が発

生している．そこで，栄養塩類の現状を把握するため，瀬

戸内海広域総合水質調査の結果を使用した海域濃度の
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推移及び燧灘3地点で採取した底質を使用した溶出調査

を実施した． 

その結果，燧灘では貧栄養化が進行しており，プランク

トンの減少や優先種の変化が示唆された．また，底質から

の溶出は，陸域の発生負荷量と比較して無視できない量

である可能性が示唆された． 

しかし，燧灘の貧栄養化の原因については，水質総量

規制による陸域発生負荷量の削減や外洋から流入する

栄養塩類の影響などが考えられるが明らかにはできなか

った．この貧栄養化の原因究明には，発生源（陸域・底

質・外洋）調査とともに，栄養塩類の滞留時間に関する調

査も必要であると考えられた．  

 

愛媛県における PM2.5 の状況について 

 

愛媛県立衛生環境研究所 山内 正信 

    

大気中の微小粒子状物質（PM2.5）は，粒径が 2.5μm

以下の微小な粒子であり，呼吸器系等への健康影響が懸

念されることから，平成21年９月に大気環境基準が制定さ

れた．また，平成 22 年３月には「大気汚染防止法第 22 条

の規定に基づく大気汚染の状況の常時監視に関する事

務処理の基準」が改正され，PM2.5 質量濃度の常時監視

測定局の整備及び成分分析の実施が規定された． 

本県では平成 23 年度に県内７箇所の大気汚染常時監

視測定局に PM2.5 自動測定機を配備するとともに，２地

点において成分分析を開始した． 

平成 23 年度半年間の常時監視の結果，環境基準を超

過する状況がみられた（有効測定日数に達しておらず参

考値）．また，成分分析から，PM2.5の大半を占めるイオン

成分については，地点間における濃度差，及び季節によ

るイオン種間での挙動の違いが認められた． 

今後は，さらにモニタリングを継続することで県内の実

態把握に努めるとともに，成分分析・解析等，発生源対策

につながる調査研究を進める必要がある． 
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Ⅳ 業 務 実 績 

1 組織及び業務概要 

2 衛生研究課の概要 

3 環境研究課の概要 

4 生物多様性センターの概要 

5 臓器移植支援センターの概要 

 



 



1　組織及び業務概要1　組織及び業務概要1　組織及び業務概要1　組織及び業務概要

 　当所は, 愛媛県における衛生行政と環境行政の科学的・技術的中核としての総合的試験研究機関
であり,保健衛生に関する試験検査・研修指導・公衆衛生技術指導,環境法令に基づく調査測定監視
指導等を行うほか,行政上必要な調査研究や医療支援を実施している.

（1）組織区分（1）組織区分（1）組織区分（1）組織区分

　当所の組織は,総務調整課,衛生研究課,環境研究課,生物多様性センターの４課（センター）であ
り,衛生研究課は３室（微生物試験室,疫学情報室,理化学試験室）７科,環境研究課は３科、生物多
様性センターは１グループの構成となっている．
　また,訓令組織として臓器移植支援センターが,要綱により感染症情報センターが設置されている.

ウ イ ル ス 科

疫 学 情 報 室 臨 床 検 査 科

疫 学 情 報 科

理化学試験室 水 質 化 学 科

所 長 副所長 総 務 調 整 課 管 理 係

衛 生 研 究 課 微生物試験室 細 菌 科

水 質 環 境 科

資 源 環 境 科

生物多様性センター 生 物 研 究 グ ル ー プ

食 品 化 学 科

薬 品 化 学 科

感染症情報センター

環 境 研 究 課 大 気 環 境 科

臓器移植支援センター
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（2）職種別職員数（2）職種別職員数（2）職種別職員数（2）職種別職員数

1 1
1 1
1 1
3 1 4

1 1
1

1 1 2
4 4

1 1
1 2 3
1 1 2
1 1
3 3
4 4
2 2

2
1 5

2 1 5
2

3 4
1 1

5 1 17 10 4 0 1 50

水産 業務員 計
職種名

事務 医師 獣医師 薬剤師
課室名
所 長
副 所 長

臨床検
査技師

化学
農業　・
農土

衛 生 研 究 課
微 生 物 試 験 室 1

総 務 調 整 課
管 理 係

疫 学 情 報 室
臨 床 検 査 科

細 菌 科
ウ イ ル ス 科

水 質 化 学 科
食 品 化 学 科

疫 学 情 報 科
理 化 学 試 験 室

水 質 環 境 科 2
大 気 環 境 科 4

薬 品 化 学 科
環 境 研 究 課 2

臓 器 移 植 支 援 セ ン タ ー
計 1 11

資 源 環 境 科 2
1生 物 多 様 性 セ ン タ ー
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（3）主な業務分担（3）主な業務分担（3）主な業務分担（3）主な業務分担

職 名 氏 名
所 長 四 宮 博 人
副 所 長 大 川 和 彦
(事務取扱)課長 大 川 和 彦
主 幹 元 山 幸 紀
係 長 日 野 雅 晴
専 門 員 田 室 秀 明
専 門 員 小 泉 祐 子
主任業務員 渡 部 隆
課 長 大 倉 敏 裕
室 長 服 部 昌 志

主任研究員 川 口 利 花

室 長 二 宮 順 子

主 任 技 師 武 智 拓 郎

研 究 員 菊 池 理 沙
室 長 吉 田 紀 美

主 幹 中 村 洋 祐

所長補佐，課内総括

課内総括補佐，技術指導

徳 山 崇 彦環 境 研 究 課
課 長 ( 兼 ）

環 境 局 環 境
技 術 専 門 監

科 長 和 田 修 二

課 室 名 主な業務分担

総 務 調 整 課

総括
所長補佐
所内連絡調整，課内総括
業務執行リーダー，人事・給与・服務

科 長 松 本 純 子
科内総括，細菌性食中毒及び感染症の検査研究，
医薬品・輸入食品検査，研修指導

専 門 員 林 恵 子
食品・飲料水等の細菌検査，薬剤感受性検査，抗酸菌検査，
感染症発生動向調査事業の細菌検査，病原細菌の血清検査

管 理 係

衛 生 研 究 課
微生物試験室

細 菌 科

ウイルス科

理化学試験室

係内総括，県民環境部所管の予算・経理，財産管理
生物多様性センターの予算・経理，公用車管理
庶務・給与，保健福祉部所管の予算・経理
動物飼育，文書送達，構内清掃管理
所長補佐，課内総括
室内総括，研修指導

ウイルス分離検査の研究，ウイルス血清学的検査

主任研究員

科 長 山 下 育 孝
科内総括，病原ウイルス・感染症の検査研究，
特定感染症のウイルス検査，研究指導

疫 学 情 報 室

臨床検査科

疫学情報科

菅 美 樹
インフルエンザの検査研究，感染症流行予測調査の血清検査，
リケッチア検査，感染症発生動向調査のウイルス検査

青 木 里 美
電子顕微鏡検査，感染症流行予測調査事業等のウイルス検査，
食中毒事例のウイルス検査

主任研究員

主任研究員

室内総括，研修指導

科 長 永 井 雅 子
科内総括，一般臨床病理検査，先天性副腎過形成症検査研究，
クレチン症の検査研究

先天性代謝異常症検査

科 長 烏 谷 竜 哉
科内総括，感染症疫学の調査研究，感染症情報収集解析，
クリプトスポリジウム検査研究
感染症情報収集解析，HLA遺伝子検査，クリプトスポリジウム検査

水質化学科

主任研究員 香 河 典 子
飲料水水質検査，飲料水等の理化学的試験研究，
し尿処理施設放流水の試験検査，プール水等の理化学試験

主任研究員 宮 本 紫 織
飲料水水質検査，飲料水等の微量重金属・無機物等の試験研究，
し尿処理施設放流水の試験検査，研修指導

福 田 正 幸

薬品化学科

飲料水水質検査，消毒副生成物・残留農薬等の試験研究，
し尿処理施設放流水の試験検査，水道水質検査の精度管理

食品化学科

科 長 宇 川 夕 子
科内総括，食品中の放射性物質検査，輸入食品の試験検査，
食品添加物検査，研修指導及び精度管理

主任研究員 舘 野 晋 治
食品中の放射性物質検査，食品中の残留農薬の試験研究，
食品中の残留動物用医薬品の試験研究

主任研究員 井 戸 浩 之

科内総括，有害大気汚染物質調査，騒音・振動・低周波音調査，
発生源調査

主任研究員 山 内 正 信
ＰＭ2.5成分分析，有害大気汚染物質調査，大気環境中重金属調
査，

室内総括，研修指導

科 長 望月 美菜子
科内総括，温泉の試験研究，無承認無許可医薬品の試験研究，
医薬品・麻薬・覚せい剤等の試験検査及び精度管理

主任研究員 木村 千鶴子
衛生動物等の研究，先天性代謝異常症検査研究，
先天性代謝異常症検査データ管理，マススクリーニング検査

研 究 員 橘 真 希
温泉の試験研究，家庭用品規制に係る試験検査，
医薬品・医薬部外品・化粧品及び医療機器の試験検査

食品中の残留農薬の試験研究，食品中の放射性物質検査，
食品中の有害化合物等の調査研究

研 究 員 伊 藤 友 香
食品中の残留動物用医薬品の試験研究，食品中の放射性物質検査，
遺伝子組み換え食品等の試験研究，輸入食品の試験検査
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主任研究員 平 野 和 恵
主任研究員 山内 亜希子

科 長 津 野 田 隆 敏
研 究 員 大 塚 将 成

次 長 山 中 悟
主任研究員 畑 中 満 政
主任研究員 好岡 江里子
主 任 技 師 長 尾 文 尊

（ 所 長 兼 務 ） 四 宮 博 人
（ 副 所 長 兼 務 ） 大 川 和 彦
（総務調整課長兼務） 大 川 和 彦
( 主 幹 兼 務 ） 元 山 幸 紀
（管理係長兼務） 日 野 雅 晴
（疫学情報科長兼務） 烏 谷 竜 哉
（疫学情報科員兼務） 菊 池 理 沙
専 門 員 篠 原 嘉 一

（4）転入・転出者等（4）転入・転出者等（4）転入・転出者等（4）転入・転出者等

職　名 氏　　　名 職　　　名 氏　　　名 転　出　先
管 理 係 長 日野 雅晴 主 任 藤 田 亜 位 税務課
主任研究員 菅 美 樹 主任研究員 立 花 早 苗 新居浜病院
疫学情報室長 二宮 順子 室 長 井 上 智 東局生活衛生課
主任研究員 香河 典子 科 長 新 田 祐 子 南局企画課
科 長 宇川 夕子 主任研究員 大和田 千香子 子ども療育センター
主任研究員 井戸 浩之
研 究 員 伊藤 友香
研 究 員 橘 真 希
次 長 山 中 悟
主 任 技 師 長尾 文尊

所 長 四宮 博人 H24.4.1採用 所 長 土 井 光 徳 H24.3.31退職
課 長 渡 邊 和 範 H24.3.31退職
室 長 篠 崎 由 紀 H24.3.31退職 　再任用
研 究 員 森 莉 映 子 H24.3.31退職

生 物 多 様 性
セ ン タ ー

ｾ ﾝ ﾀ ｰ 長 ( 兼 ）
環 境 局 環 境
技 術 専 門 監

徳 山 崇 彦 所長補佐，センター内総括

水質環境科

科 長 渡 邊 淳 也
科内総括，工場・事業場排水の調査研究及び技術指導，
広域総合水質調査（瀬戸内海調査）

航空機騒音調査，ＰＭ2.5の成分分析，有害大気汚染物質調査，
発生源調査，自動車排ガス調査

研 究 員 兵 藤 大 輔
大気汚染常時監視，大気自動測定機の保守管理，ＰＭ2.5成分分
析，

主 任 技 師 篠 崎 由 紀
空間放射線量率調査，酸性雨調査，環境大気中のアスベスト調査，
有害大気汚染物質調査

大気環境科 主任研究員 芝 和 代

生 物 研 究
グ ル ー プ

生物多様性保全の調査研究，有機栽培圃場の生物多様性評価
えひめ生きもの学会設立支援，重要生態系監視地域モニタリング

資源環境科
し尿汚泥等焼却灰リン回収技術研究，下水汚泥燃料化技術研究

窒素・りん・栄養塩類の調査，産業廃棄物の調査，農薬調査
（育児休暇中）

主任研究員 千 葉 倫 敬
工場・事業場排水の調査研究及び技術指導 ，有害化学物質調査，
未規制事業場排水の調査研究及び技術指導

主 任 技 師 余 田 幸 作
公共用水域調査、小規模事業場排水の調査研究及び技術指導，
工場・事業場排水の調査研究及び技術指導
科内総括，下水汚泥燃料化に関する研究，技術指導

センター内総括補佐，技術指導
グループ内総括，特定希少野生動植物の調査研究

臓 器 移 植 支 援 セ ン タ ー
セ ン タ ー 長 センター総括
副センター長 センター総括補佐
総務調整課長
総務調整課主
総 務 担 当
検 査 担 当

センターの事務
センターの事務,企画運営
センターの事務,庶務
ＨＬＡ検査（登録，ドナー），保存血清収集管理

中央病院
東局生活衛生課
東局企画課
東局生活衛生課

新　　採　　者 退　　職　　者

〃
ｺｰﾃﾞｨﾈ－ﾄ担当

転　入　者 転　出　者
転　入　元

久万高原土木事務所

原子力センター
八局生活衛生課
中央病院
農産園芸課
八局環境保全課

ＨＬＡ検査（登録，ドナー），ドナー感染症検査
移植コーディネーター業務，登録仲介・支援
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(5) 決　　　算(5) 決　　　算(5) 決　　　算(5) 決　　　算

①　収　　入 単位：千円

収 入 額

47,414

21

158 　土地建物貸付料

1,030

48,623

②　支　　出
単位：千円

科　目

節　　　目
報酬 共済費 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費 委託料

使用料
及び
賃借料

工事
請負費

備品
購入費

負担金
補助及び
交付金

公課費 計

保健福祉部所管

一 般 管 理 費 269 269

総務管理費 人 事 管 理 費 157 157

会 計 管 理 費 6 6

企 画 費 計 画 調 査 費 68 250 318

公衆衛生総務費 402 402

母子保健指導費 146 13,907 91 266 22 14,432

結 核 対 策 費 155 155

予 防 費 1 752 216 247 3,823 33 3 1,133 1,436 7,643

衛生環境研究所費 13 1,452 1,373 21,613 588 8,749 24,352 503 272 25 58,939

環境衛生費 食品衛生指導費 285 122 6,473 11 1,416 3,234 11,541

医 薬 総 務 費 4,515 578 1,208 6,300

医 務 費 25 467 2,219 180 339 118 3,349

薬 務 費 98 416 2,237 2,751

労働費 職業訓練費 雇 用 対 策 費 667 4,082 4,749

農林水
産業費

林 業 費 造 林 費 150 150

1,083 6,571 241 2,880 53,346 903 11,012 29,057 5,383 662 25 111,161

県民環境部所管

環境生活総務費 1,207 1,207

生 活 環 境
施 設 整 備 費

2,806 60 693 3,570 9 10,464 2,363 1,631 6 21,601

環境保全推進費 73 570 1,017 75 8,100 72 1,440 11,346

公 害 対 策 費 30 1,490 12 889 21,838 2,950 18,332 12,891 111 46 47 58,636

防 災 対 策 費 85 85

植 物 防 疫 費

農林水産研究所費 58 254 312

林 業 費 狩 猟 費 136 199 336

商工費 商 工 業 費
商 工 業 試 験
研 究 施 設 費

1 292 268 561

1,238 4,588 145 2,431 27,146 3,034 36,896 15,325 3,183 52 47 94,084

2,320 11,159 386 5,310 80,492 3,936 47,907 44,383 8,565 714 72 205,245

保 健 福 祉 部

県 民 環 境 部

2,320 11,159 386 5,310 80,492 3,936 47,907 44,383 8,565 714 72 205,245

財産収入

科目 内容

　使用料及び手数料
　試験検査使用料

　行政財産使用料

小　　計

　諸収入　雑入 　その他

計

総
務
費

衛
　
生
　
費

公衆衛生費

医 薬 費

小　　計

総
　
務
　
費

環境生活費

農林水
産業費

農 業 費

合　　計

備　品
管理換

合　　計

総　　計

90



③検査分類別内訳

行政 委託 行政 委託

1 定性試験 1,000 0 31 異物試験 1,580 0

生理処理用品
基準試験

34-1 　医薬部外品 8,750 3 0

34-2 　医療機器 11,850 0

35 無菌試験 3,870 0

2-3
定量試験
（その他のもの）

2,660 65 1 2,660 36 物理試験 2,340 4 0

3 物理試験 910 0 37 確認試験 6,890 0

4 異物試験 2,740 0 38-1
定量試験（機器分析
によるもの）

21,240 54 0

5 官能試験 920 0 38-2
定量試験（その他の
もの）

3,180 1 0

6 食品添加物試験 7,680 60 92 706,560 39 鉱泉分析 64,390 20 1,287,800

7
牛乳及び加工乳の成
分規格試験

11,290 0 40 小分析 23,780 0

8 一般栄養分析 8,890 0 41
ラジウムエマナチオ
ン試験

12,290 20 245,800

9 ビタミン分析 11,280 0 42 定性試験 2,250 0

43-1 定量試験 3,100 282 874,200

43-2 温泉付随ガス分析 15,000 0

44 定性試験 1,370 0

45 定量試験 3,770 0

46 物理試験 1,320 0

10-3
環境汚染物質残留分
析

32,380 18 0 47 落下細菌検査 920 0

細菌検査 52 理化学試験 4,670 32 149,440

11-1
　生菌数，総菌数，
　大腸菌群等

1,540 56 15 23,100 53
上記52の試験に合わ
せて行う定量試験

1,320 31 40,920

11-2 　食中毒菌検査 3,940 596 11 43,340 54 細菌検査 2,750 33 90,750

11-3 　毒素産生能試験 2,430 0 55-1
無機物質・重金属試
験

3,050 4,252 12,968,600

12 酵母及びかびの検査 1,480 0 55-2
一般有機化学物質試
験

3,050 2,874 8,765,700

13 乳酸菌検査 1,720 0 55-3 消毒副生成物試験 3,160 2,793 8,825,880

14 性状試験 730 0 55-4 基礎的性状項目試験 500 1,675 837,500

15 物理試験 910 0 56 理化学試験 3,970 19 75,430

16 確認試験 2,450 0 57 細菌検査 2,750 368 1,012,000

17 純度試験 10,600 0 57-1 従属栄養細菌検査 1,890 0

18 定量試験 3,090 0 57-2 大腸菌検査 3,990 144 574,560

19 物理試験 910 0 57-3 嫌気性芽胞菌検査 3,040 144 437,760

20 定性試験 1,000 0 58
クリプトスポリジウ
ムオーシスト検査

31,300 4 125,200

21 定量試験 2,190 0 59 合わせ定量試験 1,320 22 29,040

22 規格試験 16,010 0 73-1 農薬分析 12,170 0

23 細菌検査 1,540 0
遊泳用プール水質基
準試験

24 消毒効力試験 4,280 0 61 　理化学試験 2,030 6 12,180

25 無菌試験 3,870 0 61-1 　細菌検査 2,940 7 20,580

26 性状試験 1,210 4 0 61-2 　消毒副生成物試験 3,160 16 50,560

27 物理試験 5,040 3 2 10,080 62
海水浴場水質環境基
準試験

7,100 0

28 確認試験 3,040 10 0

29 純度試験 4,940 14 0

30-1
定量試験（機器分析
によるもの）

20,410 43 0 65 大腸菌群最確数検査 2,490 0

30-2
定量試験（その他の
もの）

4,290 3 0 65-1 レジオネラ属菌検査 6,700 3 20,100

８　飲料水

項目別
理化学
試験

１　食品

２　食品添加物

10-1
残留農薬等又は残留
動物用医薬品等の試
験

14,750 566 7 103,250

10-2

一斉試験法による残
留農薬等又は残留動
物用医薬品等の試験
（３０項目以上の一
斉試験）

1,050

検査分類 Ｎｏ 試　験　項　目
使用料
単  価

行政・委託別

金額(円)

0

13,450 4 53,800

４　薬品及び化
　粧品その他

５　家庭用品

６　温泉及び鉱
　泉

７　環境衛生測
　定

5,520

検査分類 Ｎｏ 試　験　項　目
使用料
単  価

行政・委託別

金額(円)

34,590

2-2

定量試験
（機器分析によるも
の（重金属に係るも
のに限る））

2-1

定量試験
（機器分析によるも
の（重金属に係るも
のを除く））

11,530 3

9,660
４　薬品及び化
　粧品その他

３　食品用器具
　及び容器包装
　その他

10　プール水，
　海水浴場水，
　公衆浴場水
　等

63

９　水道水

公衆浴場における水
質等に関する基準試
験（レジオネラ属菌
検査を除く）

4,830 2
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行政 委託 行政 委託

92-2
　抗酸菌核酸同定，
　結核菌群核酸検出

3,280 0

66 定性試験 1,580 0

67 定量試験 2,700 24 64,800

68
生物化学的酸素要求
量試験

3,560 0

69
化学的酸素要求量試
験

3,510 0 微生物同定検査

70 物理試験 770 9 6,930 92-5
　大腸菌ベロトキシ
　ン定性

1,600 0

71 細菌検査 1,550 0 92-6 　大腸菌血清型別 1,440 0

72 大腸菌群最確数検査 2,490 0
梅毒脂質抗原使用検
査

73-2 農薬分析 12,170 31 2 24,340 93 　梅毒血清反応定性 120 0

74 定性試験 1,580 0 94 　梅毒血清反応 270 0

75 定量試験 2,700 384 1,036,800 ＴＰＨＡ反応

76
生物化学的酸素要求
量試験

3,560 96 341,760 96
　梅毒トレポネーマ
　抗体定性

250 0

77
化学的酸素要求量試
験

3,510 96 336,960 97
　梅毒トレポネーマ
　抗体定量

420 0

78 物理試験 770 96 73,920 98
レプトスピラ抗体価
測定

1,680 0

79 大腸菌群数検査 1,370 96 131,520 99
Ｗｅｉｌ－Ｆｅｌｉ
ｘ反応

2,400 0

80 残留分析 32,380 0 100
トキソプラズマ抗体
定性

200 0

105-1
抹消血液像（鏡検
法）

200 0

105-2 ヘモグロビンＡ１Ｃ 390 0

106
血液型（ＡＢＯ式，
ＲＨ式）

160 0

107 Ｃｏｏｍｂｓ試験 240 0

81 微生物試験 10,830 0

83 顕微鏡検査 160 0

細菌培養同定検査

84
　口腔，気道又は呼
　吸器からの検体

1,280 22 2 2,560

85 　消化管からの検体 1,280 75 96,000 108-2
膠質反応，クレアチ
ン，グルコース

80 0

86
　その他の部位か
　らの検体

1,120 103 0 108-3 リン脂質 120 0

87 簡易培養 480 0 108-4 遊離脂肪酸 120 0

88 平板分離培養検査 460 0

抗酸菌検査

　分離検査

89-1
　　抗酸菌分離培養
　　液体培地法

1,840 0

89-2
　　抗酸菌分離培養
　　上記以外のもの

1,680 0 109-2 総鉄結合能 240 0

90 　抗酸菌同定 2,960 0 109-3 不飽和鉄結合能 240 0

薬剤感受性検査 110
Ｃ反応性蛋白(CRP)
定性

120 0

91-1 　抗酸菌 3,040 0

91-2 　一般細菌 1,360 0

91-3
　一般細菌
　２菌種

1,760 0

91-4
　一般細菌
　３菌種以上

2,240 0 112 沈渣（鏡検法） 200 0

微生物核酸同定検査 113 糖定量 70 0

116 ヘモグロビン 290 0

Ｎｏ 試　験　項　目

15　毒性検査

16　排泄物分泌
　物及び浸出物

　淋菌核酸検出，ク
　ミジア・トラコマ
　チス核酸検出

92-1 1,680 0

尿

92-4
　ブドウ球菌メチシ
　リン耐性遺伝子検
　出

血
　
液

18
臨床
病理

糞便

108-1

14　放射能測定

ガンマ線核種分析
（３核種以内）灰化
を要しないもの（液
体試料を除く）

144

145

ガンマ線核種分析
（３核種以内）灰化
を要しないもの（液
体試料に限る）

146

上記試験項目の欄に
掲げるガンマ線核種
分析に併せて行うガ
ンマ線核種分析

18,000 50

15,000 124

3,000

10　プール水，
　海水浴場水，
　公衆浴場水
　等

65-2 糞便性大腸菌群検査 3,420 0

92-3

　マイコバクテリウ
　ム・アビウム及び
　イントラセルラー
　核酸検出

3,360 0

行政・委託別

金額(円)検査分類 Ｎｏ 試　験　項　目
使用料
単  価

11　地下水，河
　川，海水等

12　下水又はし
　尿処理放流水

検査分類

16　排泄物分泌
　物及び浸出物

17　血清等（梅
　毒反応及びそ
　の他の血清反
　応）

13　ＰＣＢ等環
　境汚染物質

109-1

80

111

3,600

使用料
単  価

行政・委託別

金額(円)

177 3,186,000

27 405,000

0

104
末梢血液一般検査
（血球数，血色素，
ヘマトクリット等）

160

0

130 0

比重，PH，糖定性，
蛋白定性，ビリルビ
ン定性,ウロビリン
定性，ウロビリノー
ゲン定性

200 0

0

0

総ビリルビン，アル
ブミン，総蛋白，尿
素窒素，クレアチニ
ン，アルカリホス
フャターゼ，尿酸，
コリンエステラー
ゼ，γ‐ＧＰＴ，中
性脂肪，無機成分等

HDL-コレステロー
ル，総コレステロー
ル，アスパラギン酸
アミノトランスフェ
ラーゼ，アラニンア
ミノトランスファ
ラーゼ，無機リン及
びリン酸
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行政 委託

117 分離検査 7,730 132 133 1,028,090

118 ｳｲﾙｽ抗体価測定 630 2,078 0

119
HTLV-1抗体(PA法）
等

680 0

120-1
HIV-1抗体（EIA法，
PA法）

960 0

120-2 HIV-1,2抗体 1,010 3 2 2,020

120-3
単純ヘルペスウイル
ス抗原

1,440

121-1
HIV-1抗体価精密測
定

2,240 1 1 2,240

121-2
HIV-2抗体価精密測
定

3,040 0

122-1
B型肝炎関連抗原抗
体検査（HBs抗原)

230 0

122-2
B型肝炎関連抗原抗
体検査（HBs抗体)

250 0

123-1 HCV抗体価精密測定 960 0

123-2 HCV核酸同定検査 2,880 0

124
SARSコロナウイルス
核酸増幅検査

3,600 0

125 電子顕微鏡検査 22,520 6 75 1,689,000

126 ｴﾝｻﾞｲﾑｲﾑﾉｱｯｾｲ検査 1,880 0

127 ﾘﾝﾊﾟ球幼若化検査 2,800 0

128-1 皮内反応検査 120 0

129 蛍光抗体法 2,490 18 44,820

組織適合性検査

131-1
HLA遺伝子-A
ローカス検査

8,760 1 49 429,240

131-2
HLA遺伝子-B
ローカス検査

9,280 1 49 454,720

131-3
HLA遺伝子-Cw
ローカス検査

8,760 0

131-4
HLA遺伝子-DRB1
ローカス検査

6,030 1 49 295,470

131-5
HLA遺伝子-DQB1
ローカス検査

7,290 0

134 ｸﾛｽﾏｯﾁ検査 5,660 27 152,820

135 染色体検査 21,840 0

136 同（分染法） 25,040 0

137 細胞診検査 1,520 0

138 遺伝子増幅検査 6,210 402 20 124,200

141 採血（静脈） 120 0

142 採血（その他） 40 0

143 文書料 500 108 54,000

10,452 0

20,479 14,497 47,414,250

結核菌特異蛋白刺激
性遊離インタ－フェ
ロン測定

128-2 5,040 46 0

19　ウイルス
（脳死及び心停
止後の臓器提供
者検査以外のも
の）

26　採取

27　文書料

先天性代謝異常検査

合計

0

25
臓器移植希望
登録者検査

140 組織適合性検査
登録機関と
協議して定
める額

6 0

24
脳死及び心停止
後の臓器提供者
検査

139
組織適合性検査及び
感染症検査

委託者と協
議
して定める
額

20　電子顕微鏡

21
免疫学的検査

（脳死及び心停
止後の臓器提供
者検査以外のも
の）

22
病理学的検査

23　遺伝子検査

検査分類 Ｎｏ 試　験　項　目
使用料
単  価

行政・委託別

金額(円)
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２ 衛生研究課の概要 

 

(1) 微生物試験室 

当室は細菌科，ウイルス科の 2 科で構成され，細菌検

査，ウイルス検査等の試験検査ならびに業務に関連した

調査研究を行っている．また，県立医療技術大学の学生

に対する学外実習及び愛媛大学の学生に対するインタ

ーンシップを実施している． 

 
 

細 菌 科 

 

1 行政検査 

(1) 感染症発生動向調査事業検査：感染症法に基づく感

染症発生動向調査事業において，県内で発生した二

類・三類感染症の病原体を対象に，遺伝子増幅検査等

を含めたより詳細な同定検査を実施し，併せて薬剤感

受性試験や遺伝子解析等疫学指標項目の検査を実施

している．2012年の県内における三類感染症の発生は

赤痢菌 3 件，腸管出血性大腸菌が 6 事例あり，6 株

（O157 4 株，O26，O113 各 1 株）の検査を実施した．

また，五類定点把握感染症としては，A 群溶血性レンサ

球菌咽頭炎，感染性胃腸炎，百日咳の病原体検査を

実施した．                 （資料の頁参照） 

(2) 動物由来感染症に関する病原体保有状況調査：動物

由来感染症予防体制整備事業における疫学情報収集

として，動物愛護センターに収容されたネコを対象に，

猫ひっかき病の病原微生物であるバルトネラ属菌の保

有状況を調査した．その結果，34.4%からバルトネラ・ヘ

ンセレが分離された． 

(3) 食中毒菌汚染実態調査：厚生労働省の委託事業とし

て，食品の食中毒菌汚染実態調査を実施した．流通食

肉 56 件を対象に，大腸菌，サルモネラ属菌，腸管出血

性大腸菌 O157，O26，O111 及びカンピロバクター・ジ

ェジュニ/コリの検査を実施した．検出件数は，大腸菌

34 件，サルモネラ属菌 7 件，カンピロバクター4 件であ

った．                    （資料の頁参照） 

(4) 食中毒の細菌検査：保健所で分離された食中毒菌等

について同定検査及び毒素産生試験を行った．今年

度は 12 月に A 群溶血性レンサ球菌による食中毒が 1

事例発生し，22 検体の同定検査を行った結果，6 検体

から A 群溶血性レンサ球菌が検出された． 

(5) 食品の収去検査：食品衛生法に基づく収去検査とし

て，県内の養殖魚について残留抗生物質簡易検査法

および分別推定法により，テトラサイクリン系，ペニシリ

ン系，マクロライド系の残留検査を実施している．今年

度は，県内 3 地域で養殖されたタイ，ブリ計 3 検体につ

いて実施したところ，結果は全て陰性であった． 

(6) 結核接触者検診：保健所から依頼のあった血液46件

について，結核菌特異蛋白刺激性遊離インターフェロ

ン測定（QFT 検査）を実施した． 

2 委託検査 

(1) 食品材料：食肉，魚介類，加工食品等 9 検体につい

て細菌検査 15 件及び食中毒菌検査 11 件を実施した． 

(2) 環境材料：飲料水33件，水道水368件の細菌検査を

実施した．また，水道原水等 144 件について，クリプトス

ポリジウム等の指標菌検査（大腸菌・嫌気性芽胞菌）を

実施した．その他，し尿処理放流水の大腸菌群数検査

96 件，プール水及び公衆浴場水 9 件，レジオネラ属菌

検査 3 件を実施した． 

(3) 臨床材料：松山市からの委託により，感染症発生動向

調査事業の病原体検査としてふん便 68 件，咽頭ぬぐ

い液 2 件について細菌培養同定検査を実施した．また，

市内医療機関からの委託により，分離菌株の遺伝子増

幅検査 3 件を実施した． 

3 調査研究 

(1) 食品由来感染症調査における分子疫学的手法に関

する研究（平成 21 年度～） 

厚生労働科学研究費補助金新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業（研究代表者：国立感染症研究

所細菌第一部寺嶋淳）に参加し，県内で発生した腸管

出血性大腸菌の パル スフ ィ ー ルド ゲル電気泳動

（PFGE）解析を行い，分離株の関連性について検討を

行った．また，腸管出血性大腸菌 O157 のゲノム配列の

多型をマルチプレックス PCR で解析する IS-printing 

System の検討を行い，PFGE 法との比較及び実用上

の問題点について評価した． 

(2) 遺伝子検査を用いた百日咳サーベイランスシステム

の構築と評価に関する研究（平成 21 年度～） 

厚生労働科学研究費補助金新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業（主任研究者：国立感染症研究

所細菌第二部室長蒲地一成）に参加し，百日咳の集団

感染や地域流行を早期に探知するために高感度な遺伝

子検査法(LAMP 法)を用いたサーベイランスシステムを

構築し，有効性について評価を行った． 
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ウイルス科 

 

1 行政検査 

(1) 感染症流行予測調査事業（厚生労働省委託事業） 

平成 24 年度は以下の 6 事項をウイルス科で分担し

た． 

・日本脳炎感染源調査         （豚 80 件） 

・ポリオ感染源調査     （宇和島地区  83 件） 

・ポリオ感受性調査      （松山地区 702 件） 

・インフルエンザ感受性調査 （松山地区 1120 件） 

・日本脳炎感受性調査     （松山地区 256 件） 

・新型インフルエンザ感染源調査   （豚 100 件） 

（資料の頁参照） 

(2) 感染症発生動向調査事業 

病原体定点からの急性胃腸炎，呼吸器疾患，発疹症，

髄膜炎等の検体からウイルス検索を行い，県感染症情

報の資料として，その結果を提供している． 

急性胃腸炎の病原体検索：今年度は急性胃腸炎患者

の検体 382 例について電子顕微鏡法（PCR 法を併用）

による検査を実施し，181 例のウイルスを検出した．内訳

は，ノロウイルスが 77 例(遺伝子型 GII 74 例，GI 3 例) ，

A 群ロタウイルスが 52 例，サポウイルスが 47 例，アデノ

ウイルスが 4 例，アストロウイルスが 1 例であった．最も多

く検出されたノロウイルス GII は，11 月～12 月に全体の

約 54%(40 例)が検出され，A 群ロタウイルスは，4 月に

全体の約 58％(30 例)が検出された． 

呼吸器感染症等のウイルス検索：今年度は，621 検体

についてウイルス検査を実施し，193 例のウイルスを検

出した．2012/2013 シーズンのインフルエンザは，今年

5 月まで続き，4 月，5 月にインフルエンザウイルス A 香

港型（AH3 型）が 14 例検出され，インフルエンザウイル

ス B 型(B 型)が 3 例検出された．また，10 月から 3 月ま

でのインフルエンザ及び気道感染症疑い患者の咽頭ぬ

ぐい液 132 例についてインフルエンザウイルス分離検査

を実施した結果，AH3 型が 40 例，B 型が 6 例検出され

た．県内では，AH3 型が主流で B 型が混在する流行パ

ターンを示した． 

平成 24 年は，例年に比べ手足口病の患者報告は少

なく，本疾患からは 6 月にコクサッキーウイルス A（CA）

16 型が 3 例，8 月に CA12 型が 1 例検出されたのみで

あった．6 月から 7 月に不明発疹症患者からエコーウイ

ルス(Echo) 9型が 21株検出され，この時期に Echo9型

による不明発疹症の地域流行があったことが明らかにな

った．その他，上・下気道炎，熱性疾患等からは4月から

11 月に CA4 型，CA9 型，コクサッキーウイルス B（CB）

3 型及び CB5 型が検出された．また，アデノウイルスは

年間を通して検出され，7 月から 11 月には流行性耳下

腺炎患者からムンプスウイルスが検出された． 

(3) 麻しんの確認検査 

医療機関から保健所に報告のあった麻しん症例につ

いて，遺伝子増幅検査による麻しん確認検査を実施して

いる．本年度は県保健所から搬入された 3 名の検体(咽

頭拭い液 3 件，尿 2 件，血清 1 件)について検査を実施

した結果，すべて陰性であった． 

(4) 日本紅斑熱の血清学的検査   

県保健所から搬入された 4 症例の血液(急性期，回復

期)について，抗体検査(IgM抗体：8件，IgG抗体：8件)

を実施した結果 1 症例が日本紅斑熱と確定された． 

(5) 特定感染症検査等事業 

HIV 抗体検査及びエイズに関する相談等を推進する

ことにより，HIV 感染症の発生予防を図るために，HIV

の無料匿名検査を実施している．今年度は，県保健所

で実施している迅速診断キットによるスクリーニング検査

で陽性となった検体について，追加検査（ELISA 法）を

3 件，確認検査(WB 法)を 1 件実施した． 

(6) 食中毒等集団発生事例のウイルス検査 

県保健所管内で発生した食中毒及び感染症集団発

生事例について原因究明のためウイルス検査を実施し

た．今年度は 6 月 2 事例，11 月 4 事例，12 月 6 事例，

平成 25 年 1 月 6 事例，2 月 3 事例，3 月に 3 事例の計

24 事例 397 検体（臨床材料 253 件，食品 58 件，拭取

86 件）について，電子顕微鏡検査及びノロウイルス等の

遺伝子検査を実施した結果，16 事例からノロウイルスを

検出した． 

2 委託検査 

(1) 感染症発生動向調査委託検査：松山市からの委託検

査として，ウイルス分離検査を 133 件，電子顕微鏡検査

を 75 件実施した． 

(2) HIV 抗体検査：松山市からの委託により，HIV 感染

確認のため，ELISA 法による追加検査を 2 件，確認検

査(WB 法)を 1 件実施した． 

(3) 遺伝子増幅検査：松山市からの委託により，麻疹 8 件，

A 型肝炎 1 件の遺伝子検査を実施した．また，医療機関

からの委託により，ノロウイルスの遺伝子検査を 8 件実施

した． 

(4) 蛍光抗体法による血清検査：日本紅斑熱診断のため

の R. japonica抗体検査を 18 件実施した． 

3 調査研究 
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(1) 食品中の病原ウイルスのリスク管理に関する研究（平

成 22 年度～） 

厚生労働科学研究食品の安心・安全確保推進研

究事業(研究代表者：国立医薬品食品衛生研究所 食

品衛生管理部第四室長野田衛)に参加し，食品衛生

上の食中毒の原因となる，ノロウイルス等，食品由来のウ

イルス性感染症の流行実態を調査し，原因および感染

経路の究明と予防対策について検討した． 

(2) バイオテロに使用される可能性のある病原体等の新

規検出法と標準化に関する研究（平成 23 年度～） 

厚生労働科学研究新型インフルエンザ等新興再興感

染症研究事業（研究代表者：国立感染症研究 副所長

倉根一郎）に参加し，テロ等の健康危機発生時における

病原体検査に係る診断技術の確立と向上を図るための

調査研究を実施した． 

(3) 不活化ポリオワクチン導入後のサーベイランスに関す

る研究（平成 24 年度～） 

厚生労働科学研究新型インフルエンザ等新興・再興

感染症研究事業(研究分担者：国立感染症研究所感染

症情報センター 吉田弘) に参加し，不活化ポリオワクチ

ン導入後のサーベイランスに係る検査体制とポリオウイ

ルス検出時対応マニュアル等の作成を行っている． 

(4) HIV 検査相談体制の充実と活用に関する研究（平成

24 年度～） 

厚生労働科学研究エイズ対策研究事業（研究代表

者：慶応大学医学部 加藤真吾）に参加し，HIV 検査

に関する効率的な HIV 検査体制の拡充と HIV 相談体

制の質的充実を図るための調査を実施している． 

(5) 遺伝子学的手法を用いたヒトボカウイルス感染症の疫

学的解析及びその手法の呼吸器疾患起因ウイルス検

査への応用に関する研究（平成 23 年度～） 

衛生環境研究所特別研究として，呼吸器感染症の原

因ウイルスと考えられているヒトボカウイルスについて遺

伝子学的手法を用いた検出・同定法を導入し，愛媛県

におけるヒトボカウイルス感染症の発生動向等の疫学を

調査した．また，従来の培養細胞を用いた方法では検

出・同定が困難であったエンテロウイルスやヒトパレコウ

イルスの検査体制の確立を図っている． 

 
 

(2) 疫学情報室 

当室は，臨床検査科，疫学情報科の 2 科で構成され，

先天性代謝異常等検査，臓器移植の組織適合性検査等

の試験検査及び業務に関連した調査研究を行っている．

また，基幹感染症情報センターとして感染症情報事務を

行っている． 

 

臨床検査科 

 

先天性代謝異常症等を早期に発見し，心身障害児の

発生を予防することを目的とした母子保健事業に伴う先

天性代謝異常等検査，内分泌異常検査を行っている． 

 

1 先天性代謝異常等検査 

県内の医療機関で出生する新生児を対象にフェニル

ケトン尿症，メープルシロップ尿症，ホモシスチン尿症の

アミノ酸代謝異常症 3 疾患およびガラクトース血症につい

てマス･スクリーニングを実施している．本年度は，10055

名について検査を行い，10 名が陽性となったが，精密検

査の結果は正常であった． 

（資料の頁参照） 

2 先天性内分泌異常検査 

先天性副腎過形成症および先天性甲状腺機能低下症

についてマス･スクリーニングを実施している．本年度は，

10055 名について検査を行い，44 名が陽性となった．精

密検査の結果，先天性甲状腺機能低下症 9 名の患児が

確認され，治療及び経過観察が行われている． 

                        （資料の頁参照） 

 

疫学情報科 

 

1 委託検査 

(1) HLA（組織適合性）検査 

ア HLA 検査 

献腎移植希望登録患者 7 名，生体腎移植希望者 23

名とその家族 26 名の検査を行った． 

イ クロスマッチ検査 

生体腎移植のために 27 件の検査を行った． 

(2) クリプトスポリジウム検査 

水道事業者等の委託を受け，水道原水のクリプトスポリ

ジウムオーシスト検査を 4 件実施した． 

2 愛媛県感染症発生動向調査事業 

愛媛県感染症発生動向調査事業実施要綱に基づく愛

媛県感染症情報センターとして，感染症の患者発生に関

する情報と病原体に関する情報を収集分析し，解析評価

委員の意見を聴取し，県全体における感染症発生動向の

総合評価を行っている． 

解析結果は，県下各医師会，教育委員会，その他関係

96



機関へ「愛媛県感染症情報」として月 2 回提供するほか，

県ホームページ（感染症情報センター）に患者情報，病原

体情報等を掲載し，迅速な情報提供を行っている． 

（資料の頁参照） 

3 調査研究 

(1) 公衆浴場等におけるレジオネラ属菌対策を含めた総

合的衛生管理手法に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対

策総合研究事業（研究代表者：国立感染症研究所 倉

文明）に参加し，公衆浴場等を対象とした生菌特異的

なレジオネラ属菌迅速検査法の開発を進めている．ま

た，県内の入浴施設におけるレジオネラ属菌汚染状況

を調査し，施設管理の有効性を評価する指標としての

活用方法を検討している． 

(2) 生鮮食品を共通食とする原因不明食中毒に対する食

品衛生上の予防対策に関する研究 

養殖ヒラメによる食中毒の起因病原体であることが明

らかとなった粘液胞子虫クドア・セプテンプンクタータを

対象に，遺伝子検査法及び顕微鏡検査法を用いた検

出方法の検討を行っている． 

4 愛媛県感染症発生動向調査事業 

愛媛県感染症発生動向調査事業実施要綱により当所

に基幹感染症情報センターが平成 13 年 1 月に設置され

た．同センターは，県下のインフルエンザ 61 定点，小児

科 37 定点，眼科 8 定点，STD11 定点，基幹病院 6 定点

から保健所経由で収集した患者情報及び当所の病原体

検出情報並びに全国情報等と併せて，解析評価委員の

意見を聴取し，県全体として感染症発生動向の総合評価

を行っている． 

解析結果は，県下各医師会，教育委員会，その他関係

機関へ「愛媛県感染症情報」として月 2 回提供している． 

また，県ホームページ（感染症情報センター）にも患者

情報，病原体情報及びグラフ化した患者発生動向等と併

せて「愛媛県感染症情報」を掲載している． 

（資料の頁参照） 

 
 

(3) 理化学試験室 

当室は水質化学科，食品化学科及び薬品化学科の 3

科で構成され，飲料水，河川水，食品，温泉水，医薬品

等に関する試験検査ならびに業務に関連した調査研究を

担当している． 

また，県下保健所等の理化学試験担当者に対する技

術指導も行っている． 

 

水質化学科 

 

1 行政試験 

松くい虫防除薬剤空中散布に伴う飛散状況調査（農林

水産部）：散布薬剤による汚染状況及び散布区域外への

飛散状況調査のため，1 市 1 町の水道水源用河川水等

12 件，落下量 12 件，大気中浮遊濃度 7 件（総計 31 件）

について MEP 剤の分析を実施した．  （資料の頁参照） 

2 委託試験 

(1) 水道法関係試験 

水道事業者等の委託を受け，水道水（水道原水・浄

水）の基準項目試験を 180 件，省略不可項目試験を

170 件，理化学試験を 70 件実施した． 

(2) 廃棄物の処理及び清掃に関する法律等に基づく試

験 

し尿処理場放流水基準試験：県下の 8 し尿処理場の

委託を受け，放流水 96 検体について，施設基準等に関

する試験 672 項目を実施した． 

(3) 環境調査 

松くい虫防除薬剤空中散布に伴う飛散状況調査：散

布薬剤の環境への影響を調査するため，委託を受け河

川水 2 検体について MEP 剤の分析を実施した． 

3 調査事業 

(1) 水道水の分析に関する研究 

産業活動の高度化や生活様式の多様化に伴い，化

学物質による水道水汚染が危惧され，さらなる水道水質

管理の充実・強化が求められるとともに，不測の水質事

故等による健康危機に対して迅速かつ的確な検査対応

が求められていることから，農薬等化学物質についてガ

スクロマトグラフ‐質量分析計や液体クロマトグラフ-質量

分析計等による迅速分析法を検討している． 

(2) 水道水質検査外部精度管理 

愛媛県水道水質管理計画に基づき県下の水道事業

体，水道法第20条に規定する登録検査機関，保健所等

12 機関を対象に外部精度管理（実施項目：鉄及びその

化合物及び臭素酸）を実施し，検査精度の向上等に努

めた．                    （資料の頁参照） 

 

食品化学科 

 

1 行政試験 

（1）平成 24 年度愛媛県食品衛生監視指導計画に基づき

収去された食品等について，次の項目について検査を
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実施した．（保健福祉部） 

ア 食品添加物（防かび剤）：輸入わりばし 5 検体及び

輸入かんきつ等 10 検体について防かび剤（オルトフェ

ニルフェノール，ジフェニル，チアベンダゾール，イマ

ザリル）の分析を実施した．その結果，輸入かんきつで

は残留基準を超えるものは認められず，輸入わりばし

では検出がなかった．         （資料の項参照） 

イ 野菜，果実等の残留農薬：昭和 45 年度からの継続

事業であるが，順次事業を拡大しており，平成 15 年度

からは県内産野菜・果実に加えて輸入冷凍農産物の調

査を追加している．さらに平成 18 年に施行されたポジ

ティブリスト制度に対応するため分析農薬数の追加等

を行っている． 

今年度は， 45 検体について各 120 種類の農薬の

分析を実施した．その結果，モロッコインゲンから残留

基準を超えるクロルフェナピル（0.05ppm）が検出され

た．                    （資料の項参照） 

また，県内に流通している冷凍餃子等輸入冷凍食品

（調理加工品）25 検体について，10 種類の有機リン系

農薬の分析を実施した．その結果，混入を疑われる事

例等はなかった． 

ウ 魚介類の有機スズ化合物及び動物用医薬品：県内

産のタイ，ブリ等 9 検体（養殖魚 3，天然魚 6）について，

TBT（トリ-ブチルスズ化合物），TPT（トリフェニルスズ

化合物）の残留状況を調査した．その結果，許容濃度

を超えるものはなかった．また，養殖魚については併せ

てオキソリン酸の分析を実施したが，いずれも検出され

なかった．                （資料の項参照） 

エ 食肉中に残留する農薬及び合成抗菌剤：県内産食

肉 10 検体及び輸入食肉 10 検体について，農薬

（DDT，アルドリン及びディルドリン，ヘプタクロル）及び

合成抗菌剤（スルファジミジン，スルファジメトキシン）の

残留状況を調査したが，いずれも検出されなかった． 

食肉衛生検査センターで行った県内産豚肉の抗生物

質検査（簡易法）で陽性反応が認められ，サルファ剤の

使用が疑われる事例があったことから，県内産豚肉 12

検体について 17 種類のサルファ剤一斉分析を行った．

その結果，サルファ剤の検出はなかった． 

オ 遺伝子組換え食品の実態調査：遺伝子組換え作物

の使用実態を把握するため，豆腐の原料大豆 25 検体

の検査を実施した．その結果，いずれの検体も遺伝子

組換え大豆の混入率は 5％未満であった．  

カ アレルギー物質（卵）を含む食品の検査：県内で製

造，販売された菓子類 20 検体について，特定原材料

（卵）の検査を実施した．2 キットによる検査を行った結

果，1 検体からそれぞれ 120μg/g，89μg/g の検出が

あった．                  （資料の項参照） 

キ 食品等に含まれる放射性物質検査：東日本大震災

の際に発生した原子力発電所事故による食品への放

射性物質汚染に対する県民の不安を解消するため，今

年度から食品等に含まれる放射性物質検査を開始した．

県内で製造，販売されている食品 172 検体について放

射性セシウムを試験した結果，基準値を超えるものは

認められなかった． 

 林業政策課からの委託により，県内で製造された木

質ペレット 2 検体について放射性セシウムの試験を実

施した． 

（2）食品残留農薬等一日摂取量実態調査（厚生労働省

委託）：国民の食品からの残留農薬等の摂取量を調査

する目的で，マーケットバスケット方式による食品残留農

薬一日摂取量実態調査を実施している．今年度は，平

成 19 年国民健康栄養調査の分類に従い 13 食品群及

び飲料水について，GC/MS 一斉分析法による農薬等

41 品目及び LC/MS 一斉分析による農薬等 26 品目の

調査を実施した． 

（3）食品中の残留農薬等の試験法の妥当性評価（厚生労

働省通知に基づく）：平成 23 年度から実施している妥当

性評価について，今年度は穀類及び豆類の評価を実施

した．  

2 委託試験 

(1) 一般住民及び食品製造業者等の委託により，8 検体

の食品等について，動物用医薬品，重金属等の試験

（13 項目）を実施した． 

 今年度から，食品等に含まれる放射性物質検査を開

始し，食品製造業者等の委託により，204検体の試験を

実施した． 

(2) 輸入食品の自主検査：平成 7 年度から輸入食品の検

査を受け入れており，今年度は，食品 35 検体について，

食品添加物分析等（96 項目）を実施した．また，今年度

から保税倉庫等輸入食品の保管場所において検体採

取を実施しており，33 検体を採取した． 

3 調査研究 

(1) 食品中における残留農薬等の摂取量に係る実態調

査 

  県民の食品からの残留農薬等の摂取量を調査する

目的で，平成 23 年度からマーケットバスケット方式によ

る残留農薬，食品添加物，放射性セシウムの一日摂取

量実態調査を実施している．今年度は，県内で生産・製
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造された生鮮食品・加工食品について，平成 19 年国民

健康栄養調査の分類に従い 12 食品群及び飲料水につ

いて調査を実施した．また，調理加工済冷凍食品中に

含まれる残留農薬の分析を実施した． 

(2) 残留動物用医薬品の分析法に関する研究 

畜水産動物の疾病や予防を目的に数多くの動物用医

薬品等が用いられ，畜水産動物の安定供給に大きく貢

献する一方で，使用した薬物の残留が食品衛生上問題

となっている．畜水産物の安全性を担保するため，魚介

類及び食肉中の動物用医薬品の迅速かつ簡易な分析

法を検討している． 

(3) 残留農薬の分析法に関する研究 

ポジティブリスト制度の施行に伴い，食品中に残留す

る農薬について規制対象が大幅に増加しており，それら

の分析のためには精度に優れ効率的な一斉分析法を確

立することが求められている．そのため，ガスクロマトグラ

フ質量分析計及び液体クロマトグラフ質量分析計による

残留農薬の系統的分析法の改良等を検討している． 

 

薬品化学科 

 

1 行政試験 

(1) 医薬品等一斉監視指導関係試験（保健福祉部）：医

薬品等の品質，有効性及び安全性を確保する目的で医

薬品等の製造所から収去した医薬品 2 検体（かぜ薬）及

び医薬部外品 5 検体（生理処理用品・パーマネントウェ

ーブ用剤）について，製造販売承認規格基準試験（計

29 項目）を実施した．その結果，すべて基準に適合して

いた．（資料の項参照） 

(2) 家庭用品に関する基準試験（保健福祉部）：家庭用品

の安全性を確保する目的で試買した市販の家庭用品

15 検体（乳幼児及び成人用繊維製品・家庭用洗浄剤）

について，有害物質を含有する家庭用品の規制に関す

る法律に基づくホルムアルデヒド，有機水銀化合物，デ

ィルドリン，DTTB 等の有害物質の基準試験（計 59 項

目）を実施した．その結果，すべて基準に適合していた．      

(資料の項参照) 

(3) 無承認無許可医薬品監視指導関係試験（保健福祉

部）：無承認無許可医薬品による健康被害の発生を未然

に防止する目的で試買した市販の痩身・強壮用健康食

品 5 検体について，医薬品成分であるフェンフルラミン，

Ｎ－ニトロソフェンフルラミン，シブトラミン，シルデナフィ

ル，バルデナフィル，タダラフィルの分析（計 30 項目）を

実施した．その結果，医薬品成分は検出されなかった． 

(4) 医療機器一斉監視指導関係試験（保健福祉部）：医

療機器の品質，有効性及び安全性を確保する目的で医

療機器の製造所から収去した医療機器 1 検体（医療脱

脂綿）について，製造販売承認規格基準試験（計 9 項

目）を実施した．その結果，すべて基準に適合していた． 

2 委託試験 

温泉関係試験：自治体及び一般住民の委託により，掘

削水22検体（再分析22検体）について鉱泉分析（計323

項目）を実施した． 

3 調査研究 

医薬品・医薬部外品の分析に関する研究 

医薬品・医薬部外品の理化学的品質評価の迅速化

を図るため，高速液体クロマトグラフィー等による含有

成分の迅速分析法を検討している． 

 
 

３ 環境研究課の概要 
 

当課は，大気環境科，水質環境科，資源環境科の 3 科

で構成されており，大気，水質，土壌，騒音，悪臭等に係

る環境調査及び工場・事業場の立入検査，汚染防止対策

技術指導など環境監視業務のほかバクテリアリーチング

による廃棄物中有用金属類の回収技術開発に関する研

究業務などを実施している． 

 

大気環境科 

 

1 環境監視調査 

(1) 環境基準監視調査 

昭和 45 年に，東予地域（四国中央市，新居浜市及び

西条市）の大気汚染常時監視測定局をテレメータシステ

ム化し，同システムによる常時監視を開始した． 

新たに，平成 23 年 10 月から PM2.5 について７局で

測定を開始している． 

平成 24 年度は，二酸化硫黄（18 局），二酸化窒素（8

局）及び一酸化炭素（1 局）は全局環境基準を達成して

いたが，浮遊粒子状物質は 18 局中 5 局，光化学オキシ

ダント（8 局）及び微小粒子状物質(7 局)は全局で環境基

準を達成していなかった． 

なお，東予地域以外では，昭和 48 年 6 月から松前測

定局（松前町），昭和 49 年 4 月から大屋測定局（大洲

市）において，二酸化硫黄，浮遊粒子状物質及び風向・

風速の測定を実施している．また，平成 23 年 10 月から

PM2.5 の測定を実施している．      （資料の項参照） 
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(2) 大気汚染に係る緊急時の措置 

大気汚染防止法及び愛媛県公害防止条例の規定に

より定めた「愛媛県大気汚染緊急時対策要綱」に基づき，

注意報の発令等緊急時の措置を行っている． 

 平成 24 年度は，光化学オキシダント，硫黄酸化物，

浮遊粒子状物質，一酸化炭素及び二酸化窒素につい

て，いずれの項目も注意報の発令はなかった． 

(3) 有害大気汚染物質調査 

大気汚染防止法に基づく有害大気汚染物質のうち

「優先取組物質」については，平成 9 年 10 月から，ベン

ゼン，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレンほか 9 物質

について，新居浜市，宇和島市及び菊間町の 3 地点で

調査を開始した． 

その後，分析機器の整備に伴い順次調査項目を追加

するとともに，継続調査の結果，汚染が認められなかっ

た菊間町については，平成 16 年度に調査を中止した． 

現在は，新居浜市，宇和島市の 2 地点で，ベンゼン，

トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン等計 20 物質を調

査している． 

平成24 年度の結果は，環境基準の定められているベ

ンゼン，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン及びジク

ロロメタンの濃度は，いずれも環境基準値以下であった．          

（資料の項参照） 

(4) PM2.5 成分分析 

平成 23 年度冬季から，四季毎に 2 地点（新居浜市及

び宇和島市）においてPM2.5 の成分分析(質量濃度，イ

オン成分，金属成分及び炭素成分)を実施している． 

(5) 大気環境中重金属調査 

平成 15 年度から，県内 6 地点（四国中央市，新居浜

市，西条市(2)，松山市及び宇和島市）において，毎月

（四国中央市及び松山市は夏季及び冬季），大気粉じん

中のカドミウム，鉛，ヒ素，ニッケル，ベリリウム，マンガン，

クロムの 7 物質を調査している． 

また，平成 17 年 8 月からは，新居浜市磯浦町におい

てニッケルを追加調査（四半期毎）している．  

(6) 大気中アスベスト濃度調査 

平成 18 年度から，県内 3 地点（新居浜市，松山市及

び宇和島市）において，一般環境大気中のアスベスト濃

度調査を四半期毎に実施している． 

また，同年度から，大気汚染防止法に基づき届出のあ

った特定粉じん排出等作業について，周辺環境大気中

のアスベスト濃度の測定を実施している． 

なお，アスベストに係る環境基準は定められていない

が，アスベストモニタリングマニュアル 4.0 版（平成 22 年

6 月，環境省）で，一般環境中の濃度を総繊維数で概ね

0.5本/L以下としており，平成24年度の結果は，一般環

境大気及び作業周辺環境大気(8 作業)のいずれも，0.5

本/L 以下であった． 

(7) 自動車排ガス調査 

自動車排出ガスによる大気汚染状況を把握するため，

昭和 53 年度から一酸化炭素濃度の測定を実施してい

る． 

平成24年度は，7市1町8地点（今治市，宇和島市，

八幡浜市，新居浜市，西条市，大洲市，四国中央市，砥

部町）の幹線道路沿いで一酸化炭素濃度の 24 時間連

続測定を行ったが，全地点で環境基準に適合していた．  

(8) 酸性雨実態調査 

酸性雨の現状を把握するために，昭和 57 年度から 2

地点（松山市，新居浜市）で調査を開始し，平成 2 年度に

南予の八幡浜市を追加した．その後，調査地点を，平成

18 年 5 月に新居浜市から西条市に，平成 20 年 4 月に八

幡浜市から宇和島市に変更している． 

平成 24 年度は松山市，西条市，宇和島市の 3 地点で，

1週間毎に雨水を採取し，pH，硫酸イオン，硝酸イオン等

計17項目について調査した結果，各地点において，これ

までと同様に全国の調査結果と同レベルの酸性雨が観測

された． 

2 発生源監視調査 

(1) ばい煙発生施設立入調査 

大気汚染防止法の規定に基づき，ばい煙発生施設設

置工場・事業場の立入検査を実施しており，平成 24 年

度は，硫黄酸化物3施設，窒素酸化物3施設，ばいじん

4 施設のほか，3 事業場の塩化水素を調査したが，いず

れも排出基準違反はなかった． 

また，県公害防止条例に基づく立入検査については，

平成 24 年度は，塩素及び硫化水素について各 1 工場

を調査したが，いずれも排出基準違反はなかった． 

              （資料の項参照） 

(2) 揮発性有機化合物(VOC)排出施設立入調査 

大気汚染防止法の改正による VOC の規制開始に伴

い，平成 18 年度から VOC 排出施設設置工場・事業場

の立入検査を実施している．平成 24 年度は 3 事業場(4

件)を調査したが，いずれも排出基準違反はなかった． 

3 航空機騒音環境基準監視調査 

昭和 59 年 3 月，松山空港周辺に航空機騒音に係る

環境基準類型が指定されたことに伴い，環境基準達成

状況の把握をするため，指定地域内の4地点において，

四季毎に騒音調査を実施しており，いずれの地点も環
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境基準（75WECPNL 以下）を達成している． 

平成 24 年度は，いずれの地点も環境基準を達成して

いた．                           （資料の項参照） 

4 調査・研究 

PM2.5 と光化学オキシダントの実態解明と発生源寄

与評価に関する研究 

平成 16 年度から，国立環境研究所と全国自治体

環境研究所によるⅡ型共同研究に参加しており，平

成 22 年度からは，3 ヵ年の計画で標記テーマに係る

調査，研究を進めている． 

平成 24 年度は，PM2.5 及び光化学オキシダント等

の大気汚染物質の特性や発生要因等を解明するた

め，大気常時監視測定値や PM2.5 測定値等のデー

タベース化，及びこれらのデータ解析を進めた． 

5 空間放射線量率調査 

  福島第一原子力発電所の事故に対して，文部科学

省から緊急時モニタリングの要請があり，伊方周辺等の

環境監視を実施している原子力センターに協力し，サ

ーベイメータによる地上 1ｍ地点の空間放射線量率を

毎月測定し，その結果を，文部科学省等に報告を行っ

ている． 

 

水質環境科 
 

1 環境監視調査 

(1)瀬戸内海広域総合水質調査（環境省委託事業） 

昭和 47 年度から実施している調査で，これまで年 4 回

実施してきたが，本年度は，環境省からの指示により，年

2 回（夏・冬）のみ愛媛県地先 19 地点で採水し，12 項目

の分析を行った．              （資料の頁参照） 

(2)公共用水域水質調査 

公共用水域（河川・湖沼・海域）の水質調査について，

全窒素及び全燐各668検体及び生活環境項目の全亜鉛

160 検体の分析を実施した． 

また，環境ホルモン等有害化学物質調査として，ノニル

フェノール，4-オクチルフェノール，ビスフェノール A，

DDT について，河川および海域 5 地点を調査した． 

(3)地下水関連調査 

地下水概況調査において環境基準超過が判明した場

合，汚染範囲及び汚染原因を究明するため，精密な調査

を実施している． 

概況調査において硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環

境基準を超過した1地区について，汚染井戸及び周辺井

戸（計 6 井戸）を調査したところ 4 井戸が同様に基準超過

していたが，検査データを検討した結果，原因は施肥由

来であると推定された．          （資料の頁参照） 

また，県内 1 箇所における有害物質の土壌汚染等によ

る周辺環境への影響を確認するため，地下水等の水質検

査（六価クロム分析件数 24 件，酸化還元電位測定件数

24 件及び電気伝導率測定件数 24 件）を実施した． 

その結果，基準値を超えたものはなかった． 

(4)廃棄物不適正処理等関連調査 

廃棄物の不適正処理等による周辺環境への影響を確

認するため，河川等の水質検査（検体数 11 検体，分析件

数 307 件）を実施した． 

その結果，1 地点において，鉛が環境基準不適合であ

ったが，その他は全て環境基準以下であった．  

(5)化学物質環境汚染実態調査（環境省委託調査） 

海域の 3 地点で底質試料，1 地点で水質試料，河川の

1 地点で水質試料をそれぞれ採取し，河川の水質試料の

一部で BOD 等 5 項目について分析を実施するとともに，

他の試料については環境省が指定する分析機関に送付

した．  

2 発生源監視調査 

(1)工場・事業場立入検査 

水質汚濁防止法及び愛媛県公害防止条例等に基づき，

保健所と合同で，県下（松山市を除く）の 377 工場・事業

場について，年 1 回以上立入検査を実施し，排水の水質

検査，汚水処理施設の点検等を行なった． 

4 施設で排水基準違反があったが，保健所が実施する

改善指導に対し，必要に応じた汚水処理に関する技術指

導を実施し，排水の水質確認検査を行った． 

                       （資料の頁参照） 

(2) 産業廃棄物最終処分場調査 

廃棄物処理施設の適正管理と産業廃棄物の適正処理

の指導を目的として，管理型処分場 8 施設，安定型処分

場 25 施設の排出水等の水質調査を実施した． 

本年度の調査では，全て基準値に適合していた． 

                       （資料の頁参照） 

(3) 水産養殖場調査 

愛媛県が策定した，「窒素及びその化合物並びに燐及

びその化合物に係る削減指導方針」に基づく施策の効果

把握を目的として，一海域を対象に，海水，底泥，養殖の

餌等の COD， 窒素，燐等の分析を行った．  

(4)汚濁負荷量原単位調査 

COD，窒素及び燐に係る総量削減計画の進捗状況を

把握するため，日排水量が 30m3 以上 50m3 未満の小規

模事業場 7 事業場について事業場の概要調査とともに，
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管轄保健所が採水した排水について COD 等を分析し

た． 

3 調査研究 

(1)着色排水の脱色技術開発に関する研究 

平成 22 年 10 月から県の政策課題解決を図るため，県

内各研究機関が分野横断的に連携して実施する「戦略的

試験研究プロジェクト制度」に参加し，トップブランドを誇

る地場産業である今治タオルの工場・事業場から排出さ

れる着色排水を産業技術研究所，民間企業や大学等と

共同で低コスト・高効率に脱色する技術の研究・開発に着

手し，当所では細菌による脱色メカニズムの解明と細菌に

よる脱色条件の設定について検討した． 

(2)水質分析精度管理 

公共用水域等の水質監視調査を実施する分析機関の

分析技術の向上と分析精度の確保を図るため，保健所検

査担当職員等を対象に水質分析研修を行うとともに，保

健所及び計量証明事業所 17 機関を対象に精度管理を

実施した． 

 

資源環境科 

 

1 し尿汚泥等焼却灰からのリン回収技術開発研究 

県内で排出されるし尿汚泥等の生物由来の焼却灰か

ら，バクテリアリーチング（バクテリアの活性を利用して金

属等を溶出させる方法，以下「BL」と記載）によりリンを溶

出させる技術と吸着材によりリンを分離回収する技術を

用いて，肥料等として利用価値の高いリン酸カルシウム

として回収することを目的とし，国の競争的資金（環境研

究総合推進費補助金）を獲得して平成 24 年度より 3 か

年計画で研究を行っている． 

平成 24 年度については，し尿汚泥等焼却灰がリン資

源として利用可能かどうか，BL や吸着材によりリンを溶

出回収できる可能性がどの程度あるのか等基礎的な内

容について調査検討することを目標に研究を行った． 

 (1) 最適 BL 条件の検索 

   し尿汚泥等焼却灰中のリン等の含有量を調査し，そ

れら焼却灰から硫黄酸化細菌を用いた BL により，リン

の溶出濃度が最大となる条件の検索を行った． 

検討に当たっては，安価に調製できる培地，実用的

な菌株の検討や化学的な溶出法について経済性の観

点も含めて比較検討した． 

なお，最適条件として溶出率（100%溶出濃度に対

する BL 濃度の割合）を指標とする報告もあるが，一定

量の培地から可能な限り大量のリン溶出をさせることが

できれば，一定量のリンを回収するための単価は安く，

経済的な溶出が可能となることから，溶出濃度を最適

条件の指標とした．        （研究報告の項参照） 

(2)「し尿汚泥等再生利用技術検討会」の設置 

  「し尿汚泥等焼却灰からのリン回収技術の開発研究」

を実施するにあたり，研究計画や成果等について専門

的知見に基づき検討を行うとともに，地域の意向を研究

に十分反映させることを目的とし，標記検討会を設け

た． 

委員として愛媛大学の田辺教授，中矢客員教授，松

山衛生事務組合浄化センターの石丸所長，新居浜市

衛生センターの竹内所長，愛媛県環境創造センターの

森田所長，県民環境部環境局の徳山専門監，循環型

社会推進課の室岡主幹が就任し，9 月，3 月に検討会

を行ったところ，有益な指導を受けることができた． 

 (3) 成果発表 

現在までの成果について，3 月に大阪府で開催され

た第 47 回日本水環境学会において発表するとともに，

当研究所所報の本号研究報告欄に掲載している． 

2 えひめバイオマスエネルギープロジェクト 

県内各市町が栽培したヒマワリの種子について，搾油・

製油について指導を行なうとともに，得られたヒマワリ油

BDF を製造する技術などについても指導を行った． 

 
 

４ 生物多様性センターの概要 

 

当センターは，県内の生物多様性保全の推進拠点とし

て平成 24 年 4 月に設置された組織で，生物多様性保全

に関する調査・研究をはじめ，レッドデータブックの改訂

や野生動植物の分布情報のデータベース化の推進，「え

ひめの人と生きものネットワーク（仮称）」の設立支援等の

業務を実施している． 

 

1 特定希少野生動植物の保護管理調査 

愛媛県野生動植物の多様性の保全に関する条例に基

づき，特に保護が必要なものとして指定した特定希少野

生動植物の詳細な生息・生育状況調査と効果的な保護

策の検討を行っている． 

平成 24 年度は，ナゴヤダルマガエル（絶滅危惧Ⅰ類）

を対象に，生息地とされる今治市大三島町及び上浦町に

おいて生息調査を実施した結果，正確な個体の確認には

至らなかったものの，数個体の鳴き声を確認した．また，

生息調査の円滑な実施を図るため，6 月 28～29 日に調

102



査協力員や地元住民等を対象に現地調査講習会を開催

した． 

2 外来生物対策 

本県において捕獲や確認情報が増加し，今後，農林水

産業等への被害の拡大が懸念されている外来生物の生

息・生育状況や生態系への影響等を調査している． 

平成24 年度は，目撃情報のあった 8 ヶ所を対象にアラ

イグマの生息調査を実施した結果，西条市丹原町でアラ

イグマを確認した． 

3 里地における生物多様性保全に関する研究 

水田内の生物多様性保全を図るため，農林水産研究

所の有機栽培圃場において，水生生物を対象にモニタリ

ング手法の開発や有機栽培技術ごとの出現生物の調査

を行っている． 

平成24年度は，水稲の有機栽培水田(有機栽培継続2

年目)における水生生物の調査を行った結果，有機栽培

水田（機械除草区，布マルチ直播区，冬期湛水区)では

対照区よりもコウチュウ類が多く確認されたほか，冬期湛

水区ではイトミミズが多数発生し，抑草効果があるといわ

れているトロトロ層が形成された． 

4 重要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリ

ングサイト 1000）里地調査 

環境省が実施する全国レベルでの動植物の生息及び

生育環境を長期的にモニタリングする重要生態系監視地

域モニタリング推進事業（モニタリングサイト 1000）の里地

調査について，調査団体である(財)日本自然保護協会及

び愛媛自然環境調査会(西条市)からの依頼により，四国

地方のコアサイト(重点調査地点)である東温市上林地区

の拝志川流域（5 地点）における pH，水温，濁度等の調

査を実施している．             （資料の項参照） 

5 レッドデータブックの改訂 

県内の絶滅のおそれのある野生動植物の希少性の評

価，生息･生育状況等を明らかにし，その保護対策を講ず

るための基礎資料となる「愛媛県レッドデータブック」(平成

15 年 3 月作成)の見直しを進めている． 

平成24年度は，レッドリストの改訂(暫定版)や愛媛県野

生動植物目録改訂(追加修正種)の作成について，まつ

やま自然環境調査会に委託して実施した． 

6 「えひめの人と生きものネットワーク（仮称）」の設立支

援 

大学等教育機関及びNPO等民間団体が連携し，生物

多様性保全のための調査･研究･普及啓発を行う「えひめ

の人と生きものネットワーク(仮称)」の設立に向けた取り組

みを行っている． 

平成 24 年度は，市町職員，教育関係者，NPO 等民間

団体などを対象としたワークショップを東予･中予･南予で

各 1 回開催して広く意見を聴取するとともに，1 月 5 日に

は，これらの意見を踏まえた組織の具体的な内容や今後

のスケジュール等について協議した． 

7 生物多様性に係る情報の収集・公表・普及啓発活動 

(1) 情報の収集・公表 

5 月 8 日に開設した生物多様性センターのホームペー

ジや自然保護課が平成 22 年 9 月 30 日に開設したホー

ムページ「えひめの生き物みーつけた！」等を活用し，県

内の希少な野生動植物や外来生物などに関する情報の

収集・公表等を行っている． 

(2) 普及啓発活動 

生物多様性の保全に関する一般県民等への普及啓発

を行うため，県内各地のイベント等に参加し，パネル・実

物展示等を行っている． 

平成 24 年度に実施した活動は，次のとおりである． 

普及啓発活動の状況 

 

 

５ 臓器移植支援センターの概要 

 

1 沿革 

愛媛県訓令第 10 号により，平成 10 年 4 月 1 日付で

設置．昭和 62 年 4 月より県立中央病院（四国地方腎移

植センター：S62.1.29～H7.3.31）に設置していた「愛媛

県腎移植センター」の業務が移管され，多臓器対応の組

織として，専任の県移植コーディネーター（（社）日本臓

器移植ネットワークの委嘱状交付者）が配置されるととも

に，平成 7 年 4 月より旧衛生研究所が行っていた HLA

検査センターとしての業務が統合された．また，平成 13

年 2 月より四国地域を所管する特定移植検査センター

の指定を受け，すべてのドナーに係る HLA 検査と緊急

感染症検査に 24 時間対応することとなった． 

2 業務内容 

(1) 臓器移植関係機関等との連絡調整 

(2) 臓器移植に係る検査の実施 

(3) 腎臓移植希望者の登録申請の受付 

(4) 腎臓移植以外の臓器移植希望者の登録支援 

時期 場所 イベント名 内容 

9/9 

 

10/1～10/2 

10/6 

東温市 

 

松山市 

松前町 

第28回どてかぼち

ゃカーニバル 

農林水産参観デー 

ワンダフルエミフル 

パネ

ル・実

物展示 
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(5) 臓器移植に関する情報収集，提供 

(6) その他臓器移植の支援 

3 検査業務 

検査担当は，献腎移植に係る登録時の組織適合性検

査を行ったほか，（社）日本臓器移植ネットワークの腎移

植希望者（愛媛県内登録腎移植施設）の登録更新作業に

係る保存血清の収集及び同ネットワーク中国四国ブロック

内の腎移植希望者全員の保存血清管理を行った． 

（24.4.1～25.3.31） 

死体腎移植 
登録時組織適合性検査 7 件 

死 体 腎 提 供 者 検 査 0 件 
 
センター保管保存血清内訳         （25.3.31 現在） 

 全  国 中国四国 内 愛媛分 

死体腎移植 － 875 89 

4 コーディネート業務 

コーディネート担当は，県内医療施設の啓発活動や

一般啓発活動を行ったほか，臓器提供可能者の発生情

報収集を行い，臓器提供可能者の家族への説明及び臓

器提供者情報発生時のコーディネート並びに関連会議

等を行った． 

コーディネート内訳         （H24.4.1～H25.3.31） 

臓 器 提 供 可 能 者 情 報 数 

臓 器 提 供 者 

提 供 腎 数 

移 植 不 適 腎 数 

3 

0 

0 

0 
 

斡 旋 腎 数  

県 内 → 県 内 

県 内 → 県 外 

県 外 → 県 内 

0 

0 

1 

合     計 1 
 

県内献腎移植数 1 

活 動 内 訳            （H24.4.1～H25.3.31） 

種   別 回 

医 療 施 設 啓 発 活 動 

一 般 啓 発 活 動 

情 報 対 応 活 動 

そ の 他 の 活 動 

161 

39 

13 

66 

 

計 279  

5 医療施設啓発活動 

(1) 第 1 回愛媛県臓器移植院内コーディネーター研修会 

主   催  臓器移植支援センター 

開催日時  H24.11.22 15：00～16：40 

開催場所  衛生環境研究所 5 階会議室 

講義内容及び講師 

 「症例報告及び院内の取り組みについて」 

     市立宇和島病院 院内 Co 松本 由美子 

「臓器提供時の院内外調整について」 

日本臓器移植ネットワーク 真鍋 奈緒子 

愛媛県臓器移植支援センター 篠原 嘉一 

受 講 者  院内コーディネーター 24名 

その他計 29名 

(2) 第 2 回愛媛県臓器移植院内コーディネーター研修会 

主   催  臓器移植支援センター 

開催日時  H25.2.15  15：00～16：50 

開催場所  衛生環境研究所 5 階会議室 

講義内容及び講師 

「臓器移植院内コーディネーターに必要な基礎知識」 

愛媛県臓器移植支援センター 篠原 嘉一 

「臓器提供の現状と症例検討」 

     日本臓器移植ネットワーク 真鍋 奈緒子 

 

受 講 者   院内コーディネーター 20名 

その他計 27名 

6 県内医療施設巡回実績 

以下に，移植コーディネーターが巡回した県内医療施

設を示す． 

(1) 脳死下臓器提供可能施設 

愛媛大学医学部附属病院，県立中央病院，県立新居浜

病院，市立宇和島病院，松山赤十字病院，松山市民病

院、県立今治病院 

(2) 腎臓移植施設（死体腎） 

愛媛大学医学部附属病院，県立中央病院，市立宇和島

病院 

(3) 院内コーディネーター設置施設 

県内 15 施設 

(4) その他 

 大洲中央病院，市立大洲病院，済生会今治病院，済生

会松山病院 
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Ⅴ 技術研修指導等の状況 

 



 



技術研修指導、講師派遣状況

【衛生環境研究所】

対象者・会の名称 講義・指導内容 期間 場所 参加者数 担当者・部署

愛媛大学医学部病原微生物
学講義

病原微生物に関する講義 H24.9.6 愛媛大学医学部 100名 四宮

愛媛大学大学院医学系研究
科基礎研究方法論講義

基礎研究方法論について

の講義・指導
H24.7.10 愛媛大学医学部 25名 四宮

平成24年度愛媛県薬剤師
会官庁部会研修会

感染症に関する講演 H24.7.7 松山全日空ホテル 80名 四宮

平成24年度愛媛県保健所
長会

衛生環境研究所と保健所の
連携についての講演

H24.7.20 中予地方局 15名 四宮

【衛生研究課】

対象者・会の名称 講義・指導内容 期間 場所 参加者数 担当者・部署

平成24年度四国4県連携施
策「地方衛生研究所の機能
強化事業」第１回協議会

クドア検査の進捗状況と課題 H24.7.23 高知県衛生研究所 25名 烏谷

平成24年度保健所検査担
当者会

食品中の放射性物質につい
て

H24.7.27 県庁 10名 舘野

衛生検査業務にかかる技術
指導

細菌検査業務にかかる技術
支援について

H24.8.10 衛生環境研究所 4名 松本

平成24年度四国4県連携施
策「地方衛生研究所の機能
強化事業」第2回協議会

クドア検査の技術研修 H24.9.24 衛生環境研究所 4名 烏谷

高齢者施設における感染症
（HIV感染症等)に関する研
修会

HIV感染者・エイズ患者の発
生状況

H24.11.14 愛媛県美術館 100名 烏谷

保健所等検査員会議におけ
る細菌学実習について

赤痢菌の分離同定検査実習 H24.12.26 衛生環境研究所 5名 松本

【生物多様性センター】

対象者・会の名称 講義・指導内容 期間 場所 参加者数 担当者・部署

愛媛県環境保全型農業推進
大会

有機栽培水田における生物
多様性の調査結果について

H25.2.15 にぎたつ会館 84名 好岡

【臓器移植支援センター】

対象者・会の名称 講義・指導内容 期間 場所 参加者数 担当者・部署

（株）アスティス新人研修 臓器移植（提供）について H24.4.9 （株）アスティス 20名 篠原

県立今治病院啓発講演 脳死下臓器提供について H24.7.24 県立今治病院 60名 篠原
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県消防学校専科教育講義 臓器移植（提供）について H24.10.15 県消防学校 50名 篠原

二之丸会講演会 日本の移植事情 H24.10.28 県男女共同参画センター 15名 篠原

県立中央病院研修会
脳死下臓器提供シミュレー
ション

H24.11.19 県立中央病院 40名 篠原

検視専科講習 臓器提供時の検視について H25.1.11 県警察学校 30名 篠原

都道府県臓器移植コーディ
ネーター研修会

僻地・高齢者ドナーからの臓
器提供

H25.1.23 AP浜松町 50名 篠原

県看護専門学校特別講義 臓器移植（提供）について H25.1.28 県看護専門学校 40名 篠原

県立今治病院研修会
脳死下臓器提供シミュレー
ション

H25.2.13 県立今治病院 30名 篠原

府県コーディネーター会議
心停止後腎提供における手
術室対応について

H25.2.25 AP大阪駅前 25名 篠原
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